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一般選抜 出題傾向／対策・出題のねらい

〈出題傾向〉
（現代文）
　一八〇〇～三八〇〇字程度の文章が出題されており、二五〇〇
字程度の比較的短めの文章が多い。二〇二二年度の出題文は、一
作品を除いて評論文だった。出題文のテーマは、言語・教育に関
するものが主で、翻訳に関するものなどもあり、一九八〇～
二〇二〇年代に書かれた文章が使われている。出題文は論理的な
読解力を求める内容だが、難解なものはない。
　個々の設問内容に関して、漢字問題は例年必出で、文脈に合致
する適切な漢字を問う問題だけでなく、読み取りが出題される場
合もあり、いずれの日程においても、五問～八問ほど出題されて
いる。ほとんどの日程では、語句の意味を問う問題も出題され、
単語・熟語・慣用表現について問われている。特に難解な語句は
問われていないが、誤用されやすい表現が問われることもあり、
選択肢の中から正確な意味を選ぶ力が必要である。また、接続語・
語句・脱落文を空欄に補充する問題など、本文の文脈、論理を精
緻に読み取らせる問題が多く出題された。
　さらに、傍線部の意味・内容を問う問題もほとんどの日程で出
題されている。また、傍線部における筆者の心情や考えを問う問
題や本文との内容合致を問う問題など、本文全体の正確な内容の
把握が要求される問題も出題されている。こうした本文全体の把
握が必要とされる問題は、設問同士が同内容の対比であったり、
一つの設問で問われた筆者の主張が他の設問でさらに発展的に問
われたりする場合があり、一つの設問の間違いが他の設問に波及
して、得点を大きく落とす可能性があるので、注意したい。
　また、二〇二二年度は、単語や語句の抜き出し問題の出題はな
かった。文章で解答する記述問題は、二〇二〇年度・二〇二一年
度に引き続き、二〇二二年度も出題がなかった。
　その他、文学史の問題が二〇二二年度では一日程で出題されて
いる。

（古文）
　二〇二〇年度は、中古の作品から二題、中世の作品から二題の
出題であった。二〇二一年度は、江戸時代の怪談集『百物語』、室
町時代の物語集『御伽草子』の「磯崎」、江戸時代の俳人・栗田樗堂
の俳文「月夜さうし」、平安時代の長編物語『源氏物語』から出題さ
れており、一日程を除いて受験生にとってあまり馴染みのない作
品からの出題であった。
　二〇二二年度は、平安時代の長編物語『源氏物語』、江戸時代中
期の軍記物語『前々太平記』、江戸時代後期の『亮々草紙』、平安時
代末期の成立とされる説話集『唐物語』から出題されており、一日
程を除いて受験生にとってあまり馴染みのない作品からの出題で
あった。
　本文量については、二〇二一年度はいずれの日程も七〇〇～
一三〇〇字程度であったが、二〇二二年度は、前期Ａ方式（ 1 /29・
1 /30）が一一〇〇～一三〇〇字程度、前期Ｂ方式・後期が
一一六〇～一六〇〇字程度であった。二〇二一年度は三日程で和
歌を含む文章から出題されたが、二〇二二年度も同じく三日程で
和歌を含む文章から出題された。設問数は、二〇二〇年度・
二〇二一年度と大きな違いはなく、八～十一問であった。設問内
容は、現代語訳、動作の主語、敬語の種類と敬意の方向、傍線部
の内容説明、空欄補充、内容合致などの読解力を測定する設問を
中心に、古語の意味、用言・助詞の文法的知識を問う設問もほと
んどの日程で出題されている。また、文学史などの基本的な知識
を問う設問も出題されている。
　総じて、本文と設問のバランスのとれた出題内容であり、バラ
エティーに富んだ設問構成である。解答するにあたって、余裕が

ある試験時間とは言えないので、時間配分には十分注意したい。

〈学習対策〉
（現代文）
　左記の傾向分析からうかがえるように、本文の部分的理解を確
認する設問だけでなく、本文全体の内容を把握させる問題も出題
されるのが本試験の特徴である。出題形式に惑わされず、大学側
が受験生に求めている学力は、国語力の基盤である「語彙力」と、
それを基にした「読解力」であることを押さえておこう。
　まず、漢字問題の出題数が多く、必ず出題されるため、日々の
学習の中で漢字の書き取り・読み取りの訓練を行う習慣をつけよ
う。漢字問題に取り組む中で意味のわからない語句に出会った時
に、すぐに意味を調べてその言葉を自分のものにできるように、
常に手元に辞書を用意しておこう。漢字を使いこなすことができ
るようになるためには、単に「書ける・読める」だけでは不十分で、
意味を把握しておく必要がある。また、慣用表現についても、文
章の中で、意味のわからないものに出会ったら、必ず辞書を引い
て正しい意味を確認しておこう。このように、「調べて覚える」学
習姿勢を意識的に確立することが大切である。こうして語彙力を
身につけておくと、語句の空欄補充問題を解く際に役立つ。
　次に、文章の「読解」では、本文中の論理関係を把握するために、
接続語・指示語・構文などの文法を理解しておくことが基本となる。
標準からやや易しめの問題集や過去問の文章を使って、接続語や
指示語によって、文と文、あるいは段落と段落がどのような関係
になっているかを意識しながら読む練習をたくさん行おう。こう
した学習により、文脈を把握する力がつく。また、問題を解く際、
傍線部が本文のどの部分と関連しているのか、あるいは、選択肢
のどの部分が本文のどこと関連しているのかなど、文章と文章の
対応関係を常に意識し、それを手がかりにして問題を解いていこう。

（古文）
　有名でない出典からも出題されることがあるため、古文を正確に読
解する力が必要とされる。また、古語・文法の知識や古典常識などを
ある程度インプットしておかないと、古文の読解は難しい。古文の知
識はあらかじめ覚えておく必要があるので、普段の学習が求められる。
　二〇二〇年度・二〇二一年度に引き続き、二〇二二年度も和歌に
関する設問があった。その対策のため、和歌の読解に不可欠な縁語・
枕詞・掛詞などの修辞を、しっかり理解しておこう。また、本文中
に引用されている作品や和歌に関連する文学史の問題が出題される
こともある。日頃から主要な作品や和歌については、概要を暗記し
ておくことが望ましい。国語便覧などを手元に置いて活用しよう。

●正確な読解力養成のために
①古語の強化…動詞・形容詞などの用言を中心に、何度も反復し
て学習することが望ましい。特に注意が必要なのは、「現代と
意味の異なる語」と「複数の意味を持つ語」の二種類である。現
代と意味の異なる語については、辞書の意味を確実に暗記して
おくことが必須である。複数の意味を持つ語が出題されるとき
は、文脈に適した意味を選んで答える力が求められる。辞書の
意味を丸暗記するのではなく、語の大意や由来を理解しておき、
文脈に応じて判断できるようにしておこう。
②文法的知識の定着…助動詞や助詞の意味・用法の識別などは必
出なので、こうした問題で失点しないように、しっかり学習を
しておきたい。そのために、問題数が少なめの問題集を繰り返
し解くなどして、知識を定着させよう。

●記述対策もしておこう

国　語
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〈出題のねらい〉
　前期Ａ方式（ 1 /29・ 1 /30）・前期Ｂ方式・後期、いずれも国語
の基礎学力を試す問題です。
　現代文では、漢字問題（文脈に合致する語彙として適切な漢字
を問うもの、読み方を問うもの）や、語句問題（文脈に合致する適
切な語句を問うもの、意味を問うもの）等、基本的な語彙力を試
す問題を多く出題しています。これは、日頃から様々な文章に接
し、言葉に関する感覚を磨いているかどうかを重視しているとい
うことです。それとともに、これらの問題の多くは、単に語彙に
ついての知識を持っていればできるというわけではなく、それら
の語句が置かれている文脈を正確に読み取り、それに即したもの
を選べるかどうかを試すものであるとも言えます。文脈を正確に
把握する力には特に比重を置いていますので、前後の文の関係や、
段落相互の関係、呼応している言葉などを、意識的に把握しなが
ら文章を読む癖をつけておくことが肝要です。
　現代文・古文を問わず求められる文脈把握力は、大学で学問を
するうえでも、日常生活を営む中で他人と会話するうえでも、ど
のような局面でも必要になる、すべての基礎になる力です。例え
ば漢字や語彙についての問題も、長文の中に置かれている言葉な
のですから、文章全体、あるいはその段落の文脈の中で、よく意
味を考える必要があるのだ、という意識を持って取り組んでほし
いと思います。
　古文でも、古典文法や古文単語、文学史・古典常識などの基礎
知識を問う問題を多く出題しています。そうした知識を身につけ
ることは、日本の文化を理解する基盤になります。どの学部を受
験するにしても身につけておいてほしい力です。
　本学の古文の出題は、入試問題とはいえ、受験生の皆さんが読
んだときに、内容的にも興味を引かれるような魅力的な文章の
数々を出題しています。ぜひ、多彩な内容の、魅力ある古典の文
章を味わってほしいと思うのですが、そのためには、先に記した
ような基礎的な力が必須であるということを改めて意識してほし
いと思います。何事も、楽しむためにはそのためにかけなければ
ならない労力があるということ、そして、労多くして必要な力を
摑んだときにこそ、その先に開ける世界があるのだ、ということ
をイメージしながら学習に取り組んでください。受験勉強とは、
それそのものが目的ではなく、その先に広がっている豊饒で刺激
ある世界に自らが足を踏み入れ、それまでに見たことのない景色
を見る、そこに至る切符を手にするためにするものです。
　以下、上記のことを少し具体的に説明してみます。

前期Ａ方式（ 1月29日）
　一の現代文は、第一次世界大戦頃から流行した「モダン語」につ
いての文章です。文脈の把握とともに語彙力を試す設問（問一～
問四）の比重が高くなっていますが、特に問三の解答番号12・14
・15や問四の17などは、正答率が低かったです。例えば12であれ
ば直前の「あらゆる」が、14であれば次行にある「次々と必要となっ
ていった」が、それぞれ大きなヒントになります。また14の場合は、
「…として」というふうに文が続くというのもポイントになります。
空欄の前後からしっかり情報を収集することと共に、「陸続」はふ
だんあまり使う言葉ではないだけに、日頃から少し難しいと感じ
るくらいの文章を多く読み、語彙力を身につけられているかどう
かが重要になります。15にしても、「座右の書」という言葉を知っ
てさえいれば、ごく簡単な問題です。「枕元」でも意味は通るので
すが、その場合は、「枕元」ではなく「枕

ちん

頭
とう

」という熟語が用いられ
るのが慣例です。ふだんから文章語としての語彙に習熟している
ことが重要です。読解問題の中では、問五が最も難易度が高かっ
たかと思います。問題文冒頭に傍線が引かれていますので、そこ
だけ見ていても答えに辿り着けるはずはありません。 1頁から 2
頁 3行目までをよく読めば、筆者がなぜ傍線部 1のように言うの

かが説明されています。それなりに長い範囲を見ないと答えが出
せない問題もありますから、慌てずに文脈を捉えてから解答を考
えるようにしましょう。
　二の古文は、『源氏物語』「宇治十帖」と呼ばれる部分からの出
題です。問一の語句の意味を問う問題では、24、25の正答率が低
かったです。24「いとど」は、単に程度が甚だしいことを意味する
言葉ではありませんから、「たいへん」を選ぶと正解になりません。
ますます、いっそう、さらに、というように、程度の甚だしさが
増幅する意味を含んだ「いよいよ」が正解です。25の「心もとなき」
については、古文では「不安である、気がかりである」という意味
だけでなく、「じれったい、待ち遠しい」といった意味で用いられ
ることが多くあります。「例よりも対面心もとなきを」とあること
に留意しましょう。「心配である」を選択すると平素から対面する
ことが心配である、というような意味も出てきてしまいますので、
それでは違和感があるでしょう。古文単語では現代語では用いら
れなくなっている意味があることに留意しつつ、周囲の文脈の
細々したところにも目配りして解答を選ぶようにしてください。
問三の、誰から誰に対する敬意かを問う問題は、会話文（登場人
物の発言）中の言葉であるのか、そうでないのか、というところ
に注意する必要があります。会話文でない場合は、語り手から登
場人物に対する敬意を表していると捉えます。問四の乙35も正答
率が低めでした。ここは推量の意味の助動詞が入るというのはわ
かると思うのですが、視覚に基づいて判断する「めり」や、眼前に
見えない場所で現在生起している物事を推量したり、眼前の事態
からその原因・理由を推量したりする「らむ」に対して、ここは直
前に「鐘の声かすかに響きて」とありますから、音や声、周囲の気
配などから推定する「なり」を入れるのが妥当です。同様に正答率
が低かった問五のX 36については、注 4の説明文の中の「秋」とい
う季節、それからXの次行にある「有明の月」が大きな手がかりに
なります。「有明の月」とは、陰暦十六日以降、夜が明けかけても
空に残る月のことを言います。右二つの要素を満たす選択肢は一
つしかありません。なお、陰暦では「秋」は七月から九月までを指
します。できるだけ多くの古文を読み、こうした現代の感覚とは
異なる古典の常識も身につけておくことが肝要です。

前期Ａ方式（ 1月30日）
　一の現代文は、小説家村上春樹が、『グレート・ギャツビー』と
いう小説を翻訳した際の体験談を綴ったもので、その中から、翻
訳というものの難しさが浮かび上がってくる文章です。読解問題
は前期Ａ方式（ 1 /29）に比して平易で、正答率も低いものはあり
ませんでした。ただし、前期Ａ方式（ 1 /29）同様、語彙力を試す
問題が多くなっており（問一～問四）、このあたりを取りこぼすと
点数がのびません。問一Ａの「腹蔵（のない）」のように日常会話で
は使用しない言葉について正答率が極端に低くなるところからわ
かるように、こういった語彙力は、文章に接することを通して身
につけていくしかありませんので、そういう営みを大切にしま
しょう。また問三では、解答番号 9 、13の正答率が低かったので
すが、 9 は、その直前にある「客観的な」と並列で並べられる言葉
であること、後続の「そんな偉そうなことを言う資格はない」とい
う箇所の傍線部に当てはまること、その両者を満たす言葉を入れ
る、というふうにして解いていきます。13についても同じで、直
前の「流れの中で何の不都合もなく」というところと、直後の「一
瞬にして理解できてしまう」というところ、このように前後から
情報を集めてそれと合致する内容の言葉を選ぶようにすれば難し
いことはないはずです。
　二の古文は、『前々太平記』という、奈良時代から平安時代前半
期までの出来事を題材とした、江戸時代に著された通俗的な歴史
書からの出題です。六歌仙を中心とした、『古今和歌集』に入集し

　記述式設問の出題は、二〇二二年度にはなかったが、過去には
出題されていた。記述式設問が復活しても戸惑わないように、問
題集や参考書で、記述式設問に慣れておこう。そのとき、模範解
答の着眼点及び解答作成の手順を確認して、実際に解答を書いて

みることが大切である。
　最後に、ふだん接する機会が少ないと思われる近世の文学作品
も出題されているため、ふれておくとよいだろう。
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ている著名な歌人たちについての俗説が記されていて、入試問題
ながら面白く読んでもらえる文章です。問四以降は極端に正答率
が低いものはありませんでした。問一の解答番号24の正答率が低
めでしたが、「一節ありける」というのは、他と異なって目立つあ
る一点があった、という意味で、③「見どころのある」が正解です。
②・④・⑤などは内容を限定しすぎであると言えますが、中でも
正答の③よりも選んだ人が多かった④「気骨の備わった」は、自ら
の信念を決して曲げずに貫き通す強い気概を持った、という意味
ですが、それは、問題文に描き出されている「後日の遁れにおの
が名を書き替へ」などといった喜撰法師の身の処し方とは一致し
ないのではないでしょうか。古典の語句に習熟しておくと共に、
やはり古文も文章の内容をよく把握して、それと照らし合わせな
がら考えることが重要です。問二のA 29の空欄補充は直前に「極
楽の」とありますから、②「西」を選ぶのは簡単であるかと思いきや、
意外にも①「東」や④「北」を選んでいる方々もかなりの数に上り、
解答率が分散する結果となりました。問八の文学史の問題などと
共に、こうした古典常識については身につけておいてほしいと思
いますが、特に問二は、本学を受験する方々にはもう少し正答し
てほしいところでした。

前期Ｂ方式（ 1月31日）
　Ⅰの必答現代文は、言語学者ソシュールによる言語の捉え方に
ついて説明したもので、受験生の皆さんには取っつきにくい内容
だったかもしれませんが、論旨自体は把握しにくいものではあり
ません。それを証するように正答率は全体的にかなり高かったの
ですが、その中で、問一の漢字問題Ｅ 5「位相」の正解として⑤「一
子相伝」を選択できた人がずいぶん少なかったです。Ｂ方式では、
Ⅱの選択現代文のⅡに四字熟語を問う語彙問題もありますので、
こうした語彙力の強化を図っておいてください。また、問三の解
答番号15も正答率が低かったのですが、これは正答の「支配（物）」
という言葉が耳慣れないので、ふだんよく耳にする「副産（物）」や
「建造（物）」を深く考えずに選んでしまった人が多かったようです。
こういうところ、要注意です。惑わされず文脈をよく読みましょ
う。前行の「個を規制するものとして働き出す」、直後の「立ち向っ
てくる」に着目できれば、容易に正解に辿り着けたはずなのです。
　Ⅱの選択現代文のⅠ【読解問題】は、我々の日常生活とも関わる

人間による色の識別について、ふだん何気なく見過ごしているよ
うなことに気づかせてくれる文章です。こちらは全体通して正答
率が高く、あまり迷うような選択肢はなかったようです。正答率
が低めだったのは問一漢字問題のＥ35「（正真）正銘」で、③「銘柄」
を選ばず①「明快」を選んでしまった人が正答者と同数程度いまし
た。比較的点数のとりやすい問題だったからこそ、こうしたとこ
ろで差がつきますので、たくさん本を読んで語彙力を高めましょ
う。
　Ⅲの選択問題古文は、江戸時代の後期の歌人「木下幸

たか

文
ぶみ

」が著し
た随筆からの出題です。ユーモアをたたえた滋味あふれる文章で、
入試問題ながら楽しく読める文章と言えましょう。正答率も全体
に高かった中で、問四の（ 1）解答番号67だけが極端に低かったの
ですが、「さ」の指示内容はいずれも前に示されている俊頼の歌の
中の「うつくしよし」を指しており、たしかにそのように聴こうと
思えば聴くことができるか、という意味になります。

後期（ 3月 8日）
　一の現代文は、アクティブ・ラーニングとその問題点について
の文章です。唯一正答率が低かったのは、問五の解答番号19です
が、これは④の「詰め込み」が正解です。「ゆとりの」に続く空欄補
充なので、まず「ゆとり教育」の性格が「「考える力」をうたった」も
のであることを前頁から把握します。その上で空欄の直前を見て、
「これまで以上の学習内容を、単に丸暗記するのではなく意欲を
もって活用する」「自分自身を確実に高度化」などといった文言が
たたみ掛けられているところから判断します。
　二の古典は、中国の逸話を仮名文で記した『唐物語』からの出題
です。正答率が特に低かったのは問四の主語を問う問題の、解答
番号34と35です。34については、問題文第三段落後半の「昔の男
よりも、」以下は「荀爽が娘」が主語ですが、第四段落二行目「事柄・
気色を見るに」以降は、主語が郭奕に変わっています。35につい
ては、傍線部の直前に「中有の旅の空までも」とあるのがポイント
で、夫婦の浅からぬ契りを覚えている、この人は既に亡くなって
いることがわかります（注 2の説明文もヒントになります）。傍線
部の直後で「我もまた」と「荀爽が娘」と並列で並べられているとこ
ろからも判断可能です。空欄の前後にある文言に留意しつつ、文
脈を丁寧に追うことが肝要です。
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�
�

サ
ム
シ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー

や

こ
の
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
に
現
れ
る
は
ず
の
「
新
し
い
何
も
の
か
」
を
追
い
求
め
て
止
む
こ
と
の
な
い
生
き
方
と
そ
れ
を
促
す
言
葉
こ

そ
、
近
代
と
現
代

ｅ

モ
ダ
ン
を
生
み
出
し
た
クＦ
ド
ウ
力
そ
の
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

や
ま
む
ろ
し
ん
い
ち

（
山
室
信
一
『
モ
ダ
ン
語
の
世
界
へ

流
行
語
で
探
る
近
現
代
』
に
よ
る
）

注
1

モ
ダ
ン
＝
現
代
的
で
あ
る
こ
と
、
現
代
風
で
あ
る
こ
と
。
特
に
、
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
か
け
て
大
流
行
し
た
語
で
、
当
時
に
あ
っ
て

最
新
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

注
2

キ
ネ
マ
＝
映
画
の
こ
と
。kin

em
atograph

の
略
。

注
3

高
速
度
時
代
＝
速
度
を
重
視
し
、
ス
ピ
ー
ド
を
第
一
と
す
る
時
代
。

注
4

ニ
ュ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
＝
こ
こ
で
は
、
従
来
の
新
聞
・
雑
誌
に
加
え
て
、
近
代
に
普
及
し
た
電
話
・
ラ
ジ
オ
・
映
画
・
レ
コ
ー
ド
・
写
真
グ

ラ
フ
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
指
す
。

注
5

第
一
次
世
界
大
戦
＝
一
九
一
四
〜
一
八
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
世
界
規
模
の
戦
争
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
主
戦
場
と
な
っ
た
が
、
日
本
も
フ
ラ

ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
シ
ア
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
連
合
国
側
で
参
戦
し
た
。
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ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
い
く
こ
と
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
中
略
）は

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
辞
典
類
も
ま
た
そ
う
し
た
欲
求
に
応
え
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
モ
ダ
ン
語
を
造
っ
て
は
流
行
さ
せ
る
と
い

う
循
環
を
生
ん
だ
。
そ
れ
で
は
、3
な
ぜ
、
モ
ダ
ン
語
辞
典
が
次
々
と
必
要
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
。

そ
の
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
注
5第一

次
世
界
大
戦
後
に
世
界
的
なＤ
チ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
と
な
っ
て
日
本
で
も
広
ま
っ
て
い
た
社
会
生
活
全
般
に
お

よ
ぶ
「
改
造
」
や
「
改
善
」
を
要
求
す
る
声
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
社
会
の
改
造
や
改
善
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
請
と
み
な
さ
れ
た
の
は
、
な
に
よ

り
も
基
本
と
な
る
「
言
葉
の
改
造
」
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
時
代
的
要
請
を
辞
典
編
纂
者
は
、
異
口
同
音
に
次
の
よ
う
に
読
者
に
訴
え
る
。

ご
じ
ん

①
十
年
前
の
新
語
も
も
は
や
清
新
の
威
を
失
う
に
至
っ
た
。
ま
こ
と
に
言
葉
の
進
化
、
辞
典
の
進
化
の
急
速
な
る
は
、
吾
人
を
し
て
余
り
に
そ

あ
わ
た
だ

お

し
ゅ
う

の
慌
し
さ
を
嘆
ぜ
し
め
ず
に
は
措
か
な
い
。
し
か
も
欧
洲
大
戦
の
も
た
ら
し
た
世
界
の
改
造
は
、
同
時
に
思
想
の
改
造
で
あ
り
、
言
葉
の
改
造

し
ょ

す
べ
か

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現
代
に
処
す
る
人
は

ｄ

『
昨
日
』
の
人
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
須
ら
く
『
今
日
』
の
人
で
な
け
れ

い
な

そ
な

ば
な
ら
な
い
。
否
進
ん
で
『
明
日
』
の
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
か
る
時
に
お
い
て
そ
の

に

に
備
う
べ
き
辞
典
は
『
昨
日
』

の
辞
典
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
須
ら
く
『
今
日
』
の
辞
典
で
あ
り
、『
明
日
』
の
辞
典
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（『
現
代
語
解
説
』
上
巻
「
序
」
一
九
二
四
年
）

（
中
略
）

こ
れ
ら
を
読
む
と
、
欧
洲
大
戦
（
戦
乱
）
と
も
呼
ば
れ
る
第
一
次
世
界
大
戦
が
、
い
か
に
世
界
的
に
衝
撃
を
与
え
、
言
葉
や
思
想
か
ら
始
ま
っ
て

「
新
時
代
」
と
し
て
の
「
現
代
」
に
お
い
て
「
い
か
に
生
活
す
べ
き
か
」
が
ど
れ
ほ
ど
ま
で
にイ
喫
緊
の
課
題
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
か
が
、

う
め

セ
ッＥ
パ
ク
し
た
呻
き
声
と
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

せ

絶
え
間
な
く
後
ろ
か
ら
背
中
を
押
さ
れ
、
何
で
あ
れ
新
し
い
も
の
を
求
め
て
、
人
よ
り
半
歩
で
も
頭
一
つ
で
も
先
に
進
む
よ
う
に
急
か
さ
れ
て
い

る
気
が
す
る
。
言
葉
と
時
代
と
人
の
営
み
が
緊
密
に
結
び
つ
き
、

ほ

動
い
て
い
く
と
い
う
時
代
が
目
の
前
に
現
れ
て
い
た
。
だ
が
、
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け
れ
ば
新
時
代
を
理
解
で
き
な
い
。
そ
の
モ
ダ
ン
語
は
外
来
語
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す
語
に
新
た
な
意
味
内
容
が
付
さ
れ
て
新
生

し
て
く
る

と
い
う
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
モ
ダ
ン
語
認
識
は
、

ｂ

雑
然
と
し
て
は
い
る
が
、
当
時
の
モ
ダ
ン
語
観
を
良
く
伝
え
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
中
略
）

も
ち
ろ
ん
、
モ
ダ
ン
語
は
科
学
技
術
用
語
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
は
例
外
的
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
モ
ダ
ン
語
と
い
う

言
葉
が
特
に
使
わ
れ
る
場
合
に
は
、
注
3高速

度
時
代
（
中
略
）
に
入
っ
た
世
界
の
動
向
に
日
々Ｃ
ソ
ク
オ
ウ
し
て
変
化
す
る
た
め
の
必
須
語
彙
と
い
う
意

味
合
い
が
強
く
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
中
略
）

ア
メ
リ
カ
の
Ｗ
・
リ
ッ
プ
マ
ン
は
一
九
二
二
年
に
刊
行
し
た
『
世
論P

u
blic

O
pin

ion

』
に
お
い
て
、
注
4ニュ

ー
・
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
人
々
は
現

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

実
の
環
境
と
思
考
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
疑
似
環
境
を
参
照
し
な
が
ら
行
動
す
る
が
、
そ
こ
で
は
事
実
をア
恣
意
的
に
選
別
す
る
固
定
観
念
が
大
き
く
作

用
す
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
た
。

そ
の2
現
実
の
環
境
と
は
異
な
る
疑
似
環
境
を
生
み
出
す
に
あ
た
っ
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
流
さ
れ
る
情
報

で
あ
り
、
流
行
語
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
モ
ダ
ン
語
の
流
行
も
、
ま
た
間
違
い
な
く
、
疑
似
環
境
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
。
い
や
、

ｃ

か
な
た

ま

モ
ダ
ン
・
ラ
イ
フ
を
導
入
し
よ
う
に
も
、
そ
れ
自
体
が
海
の
彼
方
に
あ
る
以
上
、
そ
の
生
活
様
式
を
現
実
環
境
に
変
え
る
た
め
に
も
先
ず
は
疑
似
環

境
と
し
て
受
け
取
る
し
か
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
モ
ダ
ン
・
ラ
イ
フ
が
そ
れ
な
り
に

ろ

さ
れ
て
い
く
都
市
部
に
生
活
し
て
い
る

人
以
外
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
情
報
を
得
て
イ
メ
ー
ジ
を
育
ん
で
い
く
し
か
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
都
市
部
に
住
む
人
々
を
含
め
て
、
新
刊
の
書
籍
や
新
聞
雑
誌
を
読
む
に
も
、
ラ
ジ
オ
放
送
や
レ
コ
ー
ド
な
ど
を
聞
く
に
も
、
そ
し
て
何

よ
り
も
日
常
会
話
で
の
話
題
に
つ
い
て
い
く
た
め
に
も
、
日
々
に
現
れ
て
く
る
新
語
・
外
来
語
と
し
て
の
モ
ダ
ン
語
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
た
。
視
聴
覚
に
か
か
わ
る
身
体
感
覚
の
変
化

モ
ダ
ン
と
い
う
時
代
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
そ
れ
を
人
々
に
迫
っ
て
い
た
。

モ
ダ
ン
と
い
う
時
代
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
々
に
と
っ
て
そ
れ
が
何
か
と
問
い
つ
め
る
以
前
に
、
生
活
環
境
の
激
変
に
対
応
し
て
自
ら
の
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一
次
の
文
章
は
、
一
九
一
〇
〜
三
〇
年
代
の
流
行
語
「
モ
ダ
ン
語
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

22

。

そ
も
そ
も
、「
注
1モダ

ン
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
は
ず
の
辞
典
で
さ
え
、1「
と
も
か
く
そ
の
ま
ま
モ
ダ
ー
ン
と
い
っ
た
方
が
便
利
な

語
で
あ
る
」（『
世
界
新
語
大
辞
典
』）
と
書
い
て
投
げ
出
す
よ
り
仕
方
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
も
「
と
も
か
く
何
と
な
く
は

新
し
さ
の
よ
う
な
も
の
が
わ
か
る
（
気
が
す
る
）」
と
い
っ
た
よ
う
な
雰
囲
気
や
空
気
感
を
も
た
ら
す
の
が
、
モ
ダ
ン
に
関
連
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
そ
のＡ
カ
チ
ュ
ウ
に
あ
っ
て
は
今
の
時
代
が
次
の
時
代
に
と
っ
て
、
い
か
な
る
新
し
さ
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い
く
の
か
、

を
予
知
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
と
は
い
え
、
モ
ダ
ン
語
を
必
要
と
す
る
時
代
の
あ
り
よ
う
に
全
く
触
れ
な
い
ま
ま
、
モ
ダ
ン
語
辞
典
と
銘
打
っ
て

へ
ん
さ
ん

編
纂
す
る
こ
と
は
無
責
任
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
「
モ
ダ
ン
語
辞
典
」
に
は
、
そ
の
雰
囲
気
や
空
気
感
を
伝
え
る
序
文

が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
『
モ
ダ
ン
流
行
語
辞
典
』（
一
九
三
三
年
）
の
「
序
」
は
、Ｂ
ト
ウ
ト
ツ
に
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

と
ど

と
こ
ろ

も
の
す
ご

つ
ま
り
、
現
代
は
止
ま
る
処
を
知
ら
ず
、
突
進
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。
物
凄
く
時
代
が
進
転
す
る
、
ル
ル
ル
ル
ル

音
を
た
て
て
、
突
進
す

る
ロ
ケ
ッ
ト
の
姿
こ
そ
、
現
代
の
姿
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
代
の
進
展
に
従
っ
て
、
我
々
の
生
活
は
、
意
志
か
ら
独
立
し
て
、
そ
の
様
式
が
発
展

し
て
行
く
、
特
に
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
注
2キネ

マ
、
飛
行
機
、
飛
行
船
等
々
の
、
ス
ピ
ー
ド
科
学
に
よ
っ
て
、
我
々
の
生
活
内
容
は
世

あ

界
的
と
な
っ
て
来
た
。
そ
の
表
現
た
る
言
葉
も
、
秒
一
秒
、
新
生
し
て
、
世
の
中
に
送
り
出
さ
れ
る
。
或
る
言
葉
は
フ
ラ
ン
ス
風
に
、
或
る
言

な

ご

葉
は
ロ
シ
ア
風
に
、
或
る
言
葉
は
ア
メ
リ
カ
風
に
、

ａ

江
戸
の
名
残
り
の
面
影
を
も
っ
た
言
葉
も
、
多
種
多
様
、
実
に
雑
然
と
、
従

い
わ
ゆ
る

う
ま

エ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ボ
ー

来
の
字
引
を
引
い
て
も
出
て
来
そ
う
に
も
な
い
、
所
謂
モ
ダ
ン
語
が
生
れ
る
。
新
し
い
言
葉
を
知
る
こ
と
は
、
新
時
代
精
神
を
知
る
こ
と
で
あ

き
た

お
い

る
。
モ
ダ
ン
語
を
知
ら
ず
し
て
、
新
時
代
を
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
所
謂
時
代
認
識
の
不
足
を
来
す
。
そ
の
意
味
に
於
て
、
本
書
は
あ
ら

へ
ん
し
ゅ
う

ゆ
る
モ
ダ
ン
流
行
語
を

い

し
て
、
こ
こ
に
編
輯
し
た
。

急
激
に
変
化
し
て
い
く
時
代
の
動
き
を
、「
進
転
」
や
「
進
展
」
と
い
う
言
葉
で
示
し
、
そ
の
新
時
代
の
精
神
を
示
す
モ
ダ
ン
流
行
語
を
知
ら
な

表2［右ページ］から問題開始 3
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
二

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
は
一

度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

ａ

が

7

、

ｂ

が

8

、

ｃ

が

9

、

ｄ

が

10

、

ｅ

が

11

。

①

そ
も
そ
も

②

そ
れ
こ
そ

③

つ
ま
り
は

④

な
ぜ
か

⑤

ま
た

⑥

も
は
や

問
三

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

い

が

12

、

ろ

が

13

、

は

が

14

、

に

が

15

、

ほ

が

16

。

い
〔

①

細
分
化

②

再
構
築

③

差
別
化

④

集
大
成

⑤

度
外
視

〕

ろ
〔

①

穏
健
化

②

可
視
化

③

言
語
化

④

一
元
化

⑤

現
代
化

〕

は
〔

①

永
続

②

陸
続

③

接
続

④

航
続

⑤

継
続

〕

に
〔

①

有
利

②

枕
元

③

座
右

④

危
険

⑤

自
然

〕

は
か
な

ほ
〔

①

煩
わ
し
く

②

に
ぎ
に
ぎ
し
く

③

儚
く

④

た
や
す
く

⑤

目
ま
ぐ
る
し
く

〕

3

四
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２２２２０３_6

�
��

�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

6

。

Ａ

1

カ
チ
ュ
ウ

�����������

�

�

�

�

�

①

父
は
カ
モ
ク
な
人
だ
っ
た
。

②

対
流
の
カ
ド
ウ
を
観
察
す
る
。

③

魚
ガ
シ
に
買
い
付
け
に
行
く
。

④

実
力
を
カ
シ
ン
す
る
。

⑤

ド
ラ
マ
が
カ
キ
ョ
ウ
に
入
る
。

Ｂ

2

ト
ウ
ト
ツ

�����������

�
�

�
��
�

�
�

�
�

①

内
心
の
カ
ッ
ト
ウ
。

②

ケ
ン
ト
ウ
シ
の
廃
止
。

③

全
山
を
ト
ウ
ハ
す
る
。

④

ネ
ン
ト
ウ
の
挨
拶
。

⑤

師
の
ク
ン
ト
ウ
を
受
け
る
。

Ｃ

3

ソ
ク
オ
ウ

�����������

�
��
�

�
�

�
�

�
�

①

ジ
ン
ソ
ク
な
対
応
を
心
が
け
る
。

②

当
主
に
ソ
ク
シ
ツ
を
迎
え
る
。

③

距
離
を
モ
ク
ソ
ク
す
る
。

④

ソ
ク
セ
キ
料
理
を
出
す
。

⑤

図
書
の
返
却
を
ト
ク
ソ
ク
す
る
。

Ｄ

4

チ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ

�����������

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

①

マ
ン
チ
ョ
ウ
の
時
の
水
位
。

②

チ
ョ
ウ
ヤ
ク
力
を
競
う
。

③

写
真
を
チ
ョ
ウ
フ
す
る
。

④

自
然
と
の
チ
ョ
ウ
ワ
。

⑤

ツ
イ
チ
ョ
ウ
金
を
払
う
。

Ｅ

5

セ
ッ
パ
ク

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

佳
人
ハ
ク
メ
イ
。

②

ハ
ク
ラ
ン
強
記
を
誇
る
。

③

ガ
イ
ハ
ク
許
可
を
取
る
。

④

沖
を
運
行
す
る
セ
ン
パ
ク
。

⑤

ハ
ク
ガ
イ
と
差
別
の
歴
史
。

Ｆ

6

ク
ド
ウ
力

�����������

�
�

�
��
�

�
�

�
�

①

公
私
コ
ン
ド
ウ
。

②

デ
ン
ド
ウ
入
り
を
果
た
す
。

③

心
理
を
ド
ウ
サ
ツ
す
る
。

④

信
者
を
キ
ョ
ウ
ド
ウ
す
る
。

⑤

キ
ョ
ド
ウ
不
審
な
人
物
。

3

四
校
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２２２２０３_5

問
五

線
部
1
「「
と
も
か
く
そ
の
ま
ま
モ
ダ
ー
ン
と
い
っ
た
方
が
便
利
な
語
で
あ
る
」（『
世
界
新
語
大
辞
典
』）
と
書
い
て
投
げ
出
す
よ
り
仕

方
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
文
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

め
い
せ
き

①

時
代
を
定
義
し
た
上
で
新
し
い
言
葉
の
生
ま
れ
た
背
景
や
意
味
を
明
晰
に
記
録
す
る
こ
と
が
、
辞
典
編
纂
者
に
求
め
ら
れ
る
姿
勢
で
あ
る

と
は
い
え
、
近
代
の
急
激
な
高
速
度
化
に
対
処
で
き
な
い
ま
ま
編
纂
に
携
わ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
。

②

新
し
く
生
ま
れ
た
言
葉
の
意
味
を
正
確
に
知
り
辞
典
に
収
載
す
る
こ
と
が
、
辞
典
編
纂
者
に
課
さ
れ
た
義
務
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
実
現
す

る
上
で
必
要
な
知
識
や
能
力
が
当
時
の
辞
典
編
纂
者
に
は
欠
け
て
い
た
か
ら
。

③

ス
ピ
ー
ド
を
重
視
す
る
新
し
い
時
代
に
あ
っ
て
は
、
新
時
代
の
具
体
相
の
分
析
や
叙
述
に
時
間
を
割
い
て
い
て
は
、
急
激
な
変
化
に
取
り

残
さ
れ
、
旧
来
の
枠
内
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
。

④

時
代
を
定
義
し
端
的
に
叙
述
す
る
に
は
後
の
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
側
面
が
あ
り
、
急
激
な
変
化
を
強
調
し
な
が
ら
も
新
時
代
の
実

態
や
性
格
を
明
晰
に
整
理
し
て
提
示
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
か
ら
。

⑤

言
葉
の
変
化
を
整
理
し
分
析
す
る
こ
と
か
ら
時
代
認
識
を
刷
新
し
て
い
こ
う
と
す
る
辞
典
編
纂
者
の
姿
勢
は
、
言
語
学
に
と
っ
て
も
急
激

に
新
し
い
局
面
へ
と
進
む
可
能
性
を
含
む
も
の
だ
っ
た
か
ら
。

3

四
校
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２２２２０３_8

�
�

問
四

線
部
ア
「
恣
意
的
」、
イ
「
喫
緊
の
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア
が

17

、
イ
が

18

。

ア

17

「
恣
意
的
」

�����������

①

何
か
の
目
的
が
あ
っ
て
わ
ざ
と
そ
う
す
る
こ
と
。

②

意
識
せ
ず
突
然
行
動
す
る
こ
と
。

③

理
屈
に
合
っ
て
い
る
こ
と
。

④

論
理
的
な
必
然
性
が
無
い
こ
と
。

⑤

物
事
を
こ
ま
か
く
と
ら
え
る
こ
と
。

イ

18

「
喫
緊
の
」

�����������

①

差
し
迫
っ
て
い
て
大
切
な

②

非
常
事
態
に
お
け
る

③

さ
し
あ
た
っ
て
当
面
の

④

何
よ
り
も
重
要
な

⑤

解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

3

四
校
紙― 7 ―
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�
�
�
�
�
�

�
�

と
、
い
よ
い
よ
思
し
離
る
べ
き
こ
と
を
聞
こ
え
知
ら
せ
つ
つ
、

「
今
さ
ら
にｆ
な
出
で
た
ま
ひ
そ
」

と
、
い
さ
め
申
す
な
り
け
り
。

ま

Ｘ

の
ほ
ど
な
り
け
り
。
お
ほ
か
た
の
空
の
気
色
も
注
4いと

ど
し
き
こ
ろ
、
君
た
ち
は
、
朝
夕
、

Ｙ

の
晴
る
る
間
も
な
く
、
思
し

お
も
て

し
と
み

嘆
き
つ
つ
な
が
め
た
ま
ふ
。
有
明
の
月
の
い
と
は
な
や
か
に
さ
し
出
で
て
、
水
の
面
も
さ
や
か
に
澄
み
た
る
を
、
そ
な
た
の
蔀
上
げ
さ
せ
て
、
見
出

だ
し
た
ま
へ
る
に
、
鐘
の
声
か
す
か
に
響
き
て
、「
明
け
ぬ

乙

」
と
聞
こ
ゆ
る
ほ
ど
に
、
人
々
来
て
、

う

「
こ
の
夜
中
ば
か
り
に
な
む
亡
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
」

と
、
泣
く
泣
く
申
す
。
心
に
か
け
て
、「
い
か
に
」
と
は
絶
え
ず
思
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
れ
ど
、
う
ち
聞
き
た
ま
ふ
に
は
、
あ
さ
ま
し
く
も
の
お
ぼ
え

こ
こ
ち

い

ぬ
心
地
し
て
、
い
と
ど
か
か
る
こ
と
に
は
、
涙
も
い
づ
ち
か
去
に
け
ん
、
た
だ
う
つ
ぶ
し
臥
し
た
ま
へ
り
。イ
い
み
じ
き
目
も
、
見
る
目
の
前
に
て
お

ぼ
つ
か
な
か
ら
ぬ
こ
そ
常
の
こ
と
な
れ
、
お
ぼ
つ
か
な
さ
添
ひ
て
、
思
し
嘆
く
こ
と
こ
と
わ
り
な
り
。ウ
し
ば
し
に
て
も
、
後
れ
た
て
ま
つ
り
て
世
に

な
に

あ
る
べ
き
も
の
と
思
し
な
ら
は
ぬ
御
心
地
ど
も
に
て
、
い
か
で
か
は
後
れ
じ
と
泣
き
沈
み
た
ま
へ
ど
、
限
り
あ
る
道
な
り
け
れ
ば
、
何
の
か
ひ
な
し
。

の
ち

阿
闍
梨
、
年
ご
ろ
契
り
お
き
た
ま
ひ
け
る
ま
ま
に
、
注
5

後
の
御
こ
と
も
よ
ろ
づ
に
仕
う
ま
つ
る
。

ひ
と

「
亡
き
人
に
な
り
た
ま
へＥ
ら
む
御
さ
ま
か
た
ち
を
だ
に
、
今
一
た
び
見
た
て
ま
つＦ
ら
む
」

と
思
し
の
た
ま
へ
ど
、

「
い
ま
さ
ら
に
、エ
な
で
う
さ
る
こ
と
か
は
べ
る
べ
き
。
日
ご
ろ
も
、
ま
た
会
ひ
た
ま
ふ
ま
じ
き
こ
と
を
聞
こ
え
知
ら
せ
つ
れ
ば
、
今
は
ま
し
て
、

か
た
み
に
御
心
と
ど
め
た
ま
ふ
ま
じ
き
御
心
づ
か
ひ
を
、
な
ら
ひ
た
ま
ふ
べ
き
な
り
」

ひ
じ
り
ご
こ
ろ

と
の
み
聞
こ
ゆ
。
お
は
し
ま
し
け
る
御
あ
り
さ
ま
を
聞
き
た
ま
ふ
に
も
、
阿
闍
梨
の
あ
ま
り
さ
か
し
き
聖
心
を
、オ
憎
く
つ
ら
し
と
な
む
思
し
け
る
。

（『
源
氏
物
語
』
に
よ
る
）
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�
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あ
じ
や
り

二
次
の
文
章
は
、
宇
治
の
八
の
宮
が
、
宇
治
の
自
邸
に
娘
の
大
君
（
姉
）
と
中
の
君
（
妹
）
を
残
し
、
常
日
ご
ろ
か
ら
師
と
仰
ぐ
阿
闍
梨
の
い
る
山

寺
へ
仏
道
修
行
の
た
め
参
籠
す
る
場
面
で
す
。
出
立
を
前
に
八
の
宮
は
姉
妹
の
部
屋
を
訪
れ
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

23

〜

42

。

い

ま
だ
暁
に
出
で
た
ま
ふ
と
て
も
、
こ
な
た
に
渡
り
た
ま
ひ
て
、

お
ぼ

「ａ
な
か
ら
む
ほ
ど
、
心
細
く
な
思
し
わ
び
そ
。
注
1心ば

か
り
は
や
り
て
、
遊
び
な
ど
は
し
た
ま
へ
。
何
ご
と
も
思
ふ
に
え
か
な
ふ
ま
じ
き
世
を
。
思

い
し
焦
らＡ
れ
そ
」

ふ
た

ふ

な
ど
、
返
り
見
が
ち
に
て
出
で
た
ま
ひ
ぬ
。
二
と
こ
ろ
、ｂ
い
と
ど
心
細
く
も
の
思
ひ
つ
づ
け
ら
れ
て
、
起
き
臥
し
う
ち
語
ら
ひ
つ
つ
、

「
一
人
一
人
な
か
ら
ま
し
か
ば
、
い
か
で
明
か
し
暮
ら
さ

甲

。
今
、
行
く
末
も
定
め
な
き
世
に
て
、
も
し
別
る
る
や
う
も
あ
ら
ば
」

な
ど
、
泣
き
み
笑
ひ
み
、
た
は
ぶ
れ
ご
と
も
ま
め
ご
と
も
、
同
じ
心
に
慰
め
か
は
し
て
過
ぐ
し
た
ま
ふ
。

さ
ん
ま
い

注
2かの

行
ひ
た
ま
ふ
三
昧
、
今
日
果
て
ぬＢ
ら
む
と
、
い
つ
し
か
と
待
ち
き
こ
え
た
ま
ふ
夕
暮
れ
に
、
人ⅰ
参
り
て
、

か

ぜ

「
今
朝
よ
り
悩
ま
し
く
て
な
む
、
えⅱ
参
ら
ぬ
。
風
邪
か
と
て
、
と
か
く
つ
く
ろ
ふ
と
も
の
す
る
ほ
ど
に
な
む
。
さ
る
は
、
例
よ
り
も
対
面ｃ
心
も
と

な
き
を
」

ぞ

わ
た

と
聞
こ
え
た
ま
へＣ
り
。
胸
つ
ぶ
れ
て
、「
い
か
な
る
に
か
」
と
思
し
嘆
き
、
御
衣
ど
も
、
綿
厚
く
て
い
そ
ぎ
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
奉Ｄ
れ
な
ど
し
た
ま

ふ
。
二
三
日ｄ
お
こ
た
り
た
ま
は
ず
。「
い
か
に
い
か
に
」
と
人ⅲ
奉
り
た
ま
へ
ど
、

「
こ
と
にｅ
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
は
あ
ら
ず
、
そ
こ
は
か
と
な
く
苦
し
う
な
む
。
少
し
も
よ
ろ
し
く
な
ら
ば
、
い
ま
念
じ
て
」

な
ど
、
注
3言葉

に
て
聞
こ
え
た
ま
ふ
。

あ

ざ

り

つ
か

阿
闍
梨
つ
とⅳ
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
仕
う
ま
つ
り
け
る
。

す
く
せ

「
は
か
な
き
御
悩
み
と
見
ゆ
れ
ど
、
限
り
の
た
び
に
も
お
は
し
ま
す
ら
む
。
君
た
ち
の
御
こ
と
、
何
か
思
し
嘆
く
べ
き
。
人
は
み
な
御
宿
世
と
い

こ
と
こ
と

ふ
も
の
異
々
な
れ
ば
、ア
御
心
に
か
か
る
べ
き
に
も
お
は
し
ま
さ
ず
」

3
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問
七

線
部
3
「
な
ぜ
、
モ
ダ
ン
語
辞
典
が
次
々
と
必
要
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
文
章
と
し
て
最

も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
、
激
し
く
変
化
し
て
ゆ
く
新
し
い
時
代
に
生
き
る
た
め
、
社
会
生
活
全
般
に
改
造
・
改
善
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の

上
で
、
社
会
生
活
の
基
盤
と
な
る
思
想
・
言
葉
の
改
造
も
当
代
の
課
題
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
。

②

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
、
急
速
に
変
化
し
て
ゆ
く
世
界
情
勢
や
生
活
様
式
に
対
応
す
る
た
め
、
社
会
生
活
の
改
造
・
改
善
が
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
国
民
に
強
く
訴
え
か
け
る
言
葉
と
は
、
改
造
さ
れ
た
思
想
・
言
葉
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
。

③

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
、
混
乱
し
た
世
界
情
勢
お
よ
び
社
会
生
活
を
立
て
直
す
た
め
に
は
、
国
・
世
代
の
別
を
越
え
て
思
想
を
共
有
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
言
葉
の
共
通
理
解
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
。

④

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
、
世
界
で
は
社
会
生
活
の
変
化
が
急
速
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
日
本
で
は
そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
思
想
・
言
葉
の
改
造
に
よ
っ
て
日
本
で
も
社
会
生
活
の
改
造
を
促
そ
う
と
考
え
た
か
ら
。

⑤

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
、
ま
ず
第
一
に
求
め
ら
れ
た
の
は
社
会
生
活
の
改
造
・
改
善
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
等
閑
視
さ
れ
た
思
想
・
言
葉

み
い
だ

の
変
化
を
こ
そ
取
り
上
げ
る
べ
き
と
い
う
の
が
日
本
で
見
出
さ
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
か
ら
。

問
八

問
題
文
が
取
り
上
げ
る
一
九
一
〇
〜
三
〇
年
代
に
活
躍
し
た
作
家
と
し
て
あ�

て�

は�

ま�

ら�

な�

い�

人
物
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①

芥
川
龍
之
介

②

菊
池
寛

③

谷
崎
潤
一
郎

④

三
島
由
紀
夫

⑤

堀
辰
雄

3
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問
六

線
部
2
「
現
実
の
環
境
と
は
異
な
る
疑
似
環
境
を
生
み
出
す
に
あ
た
っ
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

流
さ
れ
る
情
報
で
あ
り
、
流
行
語
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中

か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

①

日
本
に
お
い
て
現
実
で
新
し
い
生
活
様
式
を
経
験
し
た
人
々
が
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
情
報
や
新
語
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

疑
似
環
境
を
構
築
す
る
固
定
観
念
を
生
み
出
し
た
と
い
う
こ
と
。

②

現
実
で
は
新
し
い
生
活
様
式
の
変
化
を
経
験
で
き
な
か
っ
た
人
々
が
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
発
信
す
る
情
報
や
新
語
を
も
と
に
、
自
分
た

ち
の
現
実
に
あ
て
は
め
な
が
ら
疑
似
環
境
を
構
築
し
た
と
い
う
こ
と
。

③

生
活
様
式
の
変
化
に
現
実
で
直
面
す
る
前
に
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
発
信
す
る
情
報
や
新
語
を
通
じ
て
醸
成
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て

構
築
さ
れ
た
疑
似
環
境
を
、
ま
ず
は
享
受
し
た
と
い
う
こ
と
。

④

日
本
に
お
い
て
は
生
活
様
式
の
変
化
は
現
実
に
お
い
て
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
こ
と
さ
ら
に
変
化
を
強
調
し
た

情
報
や
新
語
を
発
信
し
た
こ
と
に
よ
り
、
疑
似
環
境
の
み
が
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
。

⑤

生
活
様
式
の
変
化
は
現
実
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
良
い
結
果
を
生
み
出
す
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
変
化
を
新
し
さ

と
し
て
発
信
し
た
こ
と
に
よ
り
、
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
調
さ
れ
た
疑
似
環
境
が
構
築
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。
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国語〔前期Ａ方式 1 /２9〕



185

入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

ｃ

25

「
心
も
と
な
き
」

�����������

①

困
難
で
あ
る

②

心
配
で
あ
る

③

た
め
ら
わ
れ
る

④

待
ち
遠
し
い

⑤

も
の
さ
び
し
い

ｄ

26

「
お
こ
た
り
た
ま
は
ず
」

�����������

①

快
方
に
向
か
い
な
さ
ら
な
い

②

絶
え
ず
お
見
舞
い
な
さ
る

③

治
療
に
専
念
な
さ
る

④

報
告
な
さ
ら
ず

⑤

休
ま
ず
介
護
な
さ
る

ｅ

27

「
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
」

�����������

①

大
げ
さ
な
こ
と
で

②

恐
ろ
し
く

③

驚
く
ほ
ど
で

④

さ
ほ
ど
軽
く

⑤

薬
が
必
要
で

3
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�
�

注
1

心
ば
か
り
は
や
り
て
＝
気
持
ち
だ
け
は
前
向
き
に
明
る
く
す
る
よ
う
心
が
け
て
。

注
2

か
の
行
ひ
た
ま
ふ
三
昧
＝
八
の
宮
が
山
寺
で
行
っ
て
い
る
念
仏
三
昧
の
仏
道
修
行
。

注
3

言
葉
に
て
＝
手
紙
で
は
な
く
、
使
者
に
よ
る
口
頭
だ
け
の
伝
言
で
。

注
4

い
と
ど
し
き
こ
ろ
＝
秋
の
も
の
さ
び
し
さ
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
ろ
。

注
5

後
の
御
こ
と
＝
葬
送
や
法
要
。

問
一

線
部
ａ
〜
ｆ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

23

〜

28

。

ａ

23

「
な
か
ら
む
ほ
ど
」

�����������

①

合
奏
で
き
な
い
時
間

②

死
ん
で
し
ま
っ
た
後

③

食
物
の
乏
し
い
季
節

④

手
紙
の
来
な
い
期
間

⑤

留
守
に
し
て
い
る
間

ｂ

24

「
い
と
ど
」

�����������

①

い
よ
い
よ

②

お
た
が
い
に

③

少
し

④

ず
っ
と

⑤

た
い
へ
ん

3
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問
五

Ｘ

・

Ｙ

に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

Ｘ

が

36

、

Ｙ

が

37

。

Ｘ

①

七
月
七
日

②

八
月
十
五
日

③

八
月
二
十
日

④

九
月
九
日

⑤

十
月
二
十
日

Ｙ

①

か
す
み

②

霧

③

時
雨

④

梅
雨

⑤

み
ぞ
れ

問
六

線
部
ア
「
御
心
に
か
か
る
べ
き
に
も
お
は
し
ま
さ
ず
」、
イ
「
い
み
じ
き
目
も
、
見
る
目
の
前
に
て
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
ぬ
こ
そ
常
の
こ

と
な
れ
」、
エ
「
な
で
う
さ
る
こ
と
か
は
べ
る
べ
き
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず

つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア
が

38

、
イ
が

39

、
エ
が

40

。

ア
「
御
心
に
か
か
る
べ
き
に
も
お
は
し
ま
さ
ず
」

①

大
君
と
中
の
君
の
将
来
に
つ
い
て
は
心
配
な
さ
る
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

②

軽
い
風
邪
に
過
ぎ
な
い
の
で
大
君
も
中
の
君
も
も
う
安
心
で
ご
ざ
い
ま
す

③

ご
自
身
の
病
気
の
予
後
に
つ
い
て
気
に
な
さ
る
べ
き
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

④

人
間
の
寿
命
と
い
う
も
の
は
考
え
て
も
し
か
た
な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す

⑤

来
世
の
こ
と
は
今
さ
ら
願
っ
て
み
て
も
意
味
の
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

イ
「
い
み
じ
き
目
も
、
見
る
目
の
前
に
て
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
ぬ
こ
そ
常
の
こ
と
な
れ
」

①

父
の
死
去
と
い
う
悲
し
い
こ
と
も
、
姉
と
妹
で
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
と
い
つ
も
あ
き
れ
か
え
る
ば
か
り
で
あ
る
の
に

②

父
の
死
去
と
い
う
悲
し
い
こ
と
も
、
遺
骸
を
確
認
し
て
か
ら
は
っ
き
り
告
げ
ら
れ
る
の
が
尋
常
の
こ
と
で
あ
る
の
に

③

父
の
死
去
と
い
う
悲
し
い
こ
と
も
、
実
際
目
に
し
な
い
か
ぎ
り
は
疑
わ
し
い
と
思
う
の
が
当
然
の
こ
と
で
あ
る
の
に

④

父
の
死
去
と
い
う
悲
し
い
こ
と
も
、
直
接
そ
ば
に
い
て
状
況
が
確
か
め
ら
れ
る
の
が
世
間
普
通
の
こ
と
で
あ
る
の
に

⑤

父
の
死
去
と
い
う
悲
し
い
こ
と
も
、
目
の
前
で
見
た
な
ら
ば
極
楽
往
生
を
遂
げ
た
と
信
じ
が
ち
な
も
の
で
あ
る
の
に

3
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28

「
な
出
で
た
ま
ひ
そ
」

�����������

①

決
し
て
口
外
な
さ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

②

手
紙
を
お
出
し
に
な
り
ま
す
な

③

寺
か
ら
お
出
に
な
り
ま
す
な

④

ま
さ
か
出
家
な
さ
ら
な
い
で
し
ょ
う

⑤

も
う
下
山
は
な
さ
ら
な
い
で
し
ょ
う

問
二

線
部
Ａ
〜
Ｆ
に
つ
い
て
、
Ｅ
「
ら
」
と
文
法
的
に
同
じ
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

29

。

①

Ａ
「
れ
」

②

Ｂ
「
ら
」

③

Ｃ
「
り
」

④

Ｄ
「
れ
」

⑤

Ｆ
「
ら
」

問
三

線
部
ⅰ
〜
ⅳ
は
誰
か
ら
誰
に
対
す
る
敬
意
を
表
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑧
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ

選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は
ｉ
が

30

、
ⅱ
が

31

、
ⅲ
が

32

、
ⅳ
が

33

。

①

八
の
宮
か
ら
大
君
と
中
の
君
に

②

八
の
宮
か
ら
阿
闍
梨
に

③

使
者
か
ら
大
君
と
中
の
君
に

④

大
君
と
中
の
君
か
ら
阿
闍
梨
に

⑤

阿
闍
梨
か
ら
八
の
宮
に

⑥

阿
闍
梨
か
ら
大
君
と
中
の
君
に

⑦

語
り
手
か
ら
八
の
宮
に

⑧

語
り
手
か
ら
大
君
と
中
の
君
に

問
四

甲

・

乙

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

甲

が

34

、

乙

が

35

。

甲

①

ざ
る

②

な
む

③

ば
や

④

ま
し

⑤

ま
ほ
し

乙

①

け
り

②

な
り

③

ま
じ

④

め
り

⑤

ら
む

3
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

�
�
�

逆
の
言
い
方
を
す
る
な
ら
、
今
回
の
僕
の
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
翻
訳
は
、
き
わ
め
て
個
人
的
な
レ
ベ
ル
で
な
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
、

と
考
え
て
い
た
だ
い
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
僕
は
こ
の
小
説
に
つ
い
て
僕
が
こ
れ
ま
で
個
人
的
に
抱
い
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
し
、
そ
の
リ

ンＢ
カ
ク
や
色
合
い
や
注
2テク

ス
チ
ャ
ー
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
、
触
知
で
き
る
文
脈
で
読
者
の
み
な
さ
ん
に
差
し
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の

翻
訳
を
お
こ
な
っ
た
。
訳
文
と
し
て
は
あ
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
実
質
が
よ
く
つ
か
め
な
い
、

ろ

、
と
い
う

こ
と
は
極
力
避
け
る
よ
う
に
努
め
た
。

翻
訳
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
親
切
心
が
も
の
を
言
う
作
業
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
る
。
意
味
が
合
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
文
章
の
イ
メ
ー
ジ
が
メ
イＣ
リ
ョ
ウ
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
に
は
、
そ
こ
に
こ
め
ら
れ
た
作
者
の
思
い
は
消
え
て
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
僕
は
と
く
に

本
書
に
お
い
て
は
、
出
来
得
る
限
り
親
切
な
翻
訳
者
に
な
ろ
う
と
試
み
た
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
文
章
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
意
味
を
、
日
本
語
と
し
て
少
し

で
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
か
っ
た
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
何
ご
と
に
も
限
界
は
あ
る
。
全
力
を
尽
く
し
た
と
し
か
、
僕
に
は
言
え
な
い
。（

①

）

（
中
略
）

「『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
っ
て
読
み
ま
し
た
け
ど
、
あ
れ
っ
て
村
上
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
そ
ん
な
に
す
ご
い
作
品
な
ん
で
す
か
ね
？
」
と

口
に
す
る
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る
。
僕
に
は
そ
れ
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下
さ
い
。『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
が
す
ご
い
作

品
じ
ゃ
な
く
て
、
ほ
か
の
何
が
い
っ
た
い
「
す
ご
い
作
品
」
な
ん
で
す
か
…
…
、
と
つ
い
詰
め
寄
り
た
く
も
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
ま

た
、
そ
う
い
う
こ
と
を
口
に
す
る
人
々
の
心
情
も
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
は
す
べ
て
の

情
景
が
き
わ
め
て
繊
細
に
鮮
や
か
に
描
写
さ
れ
、
す
べ
て
の
情
念
や
感
情
が
き
わ
め
てⅱ
精
緻
に
、
そ
し
て
多
義
的
に
言
語
化
さ
れ
た
文
学
作
品
で
あ

り
、
英
語
で
一
行
一
行
丁
寧
に
読
ん
で
い
か
な
い
こ
と
に
は
そ
の
素
晴
ら
し
さ
が
十
全
に
理
解
で
き
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
も
結
局
は
あ
る
か
ら
だ
。

（

②

）『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
に
お
い
て
、
文
章
家
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
筆
は
、
二
十
八
歳
に
し
て

ｂ

い
や
お
う

そ
の
頂
点
に
達
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
否
応
な
く
多
く
の
美
点
が
損
な
わ
れ
、
差
し
引
か
れ
て
い
く
。

（

③

）

だ
か
ら
こ
う
い
う
小
説
は
原
文
で
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
い
ち
ば
ん
い
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
と
こ
ろ
が
こ
の
原
文
が

4
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一
次
の
文
章
は
、
小
説
家
の
村
上
春
樹
が
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
と
い
う
作
品
の
翻
訳
に
付
し
た
あ
と
が
き
の
一
節
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

23

。

翻
訳
と
い
う
も
の
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
「
賞
味
期
限
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

Ｘ

翻
訳
と
い
う
の
は
、

詰
ま
る
と
こ
ろ
言
語
技
術
の
問
題
で
あ
り
、
技
術
は
細
部
か
ら
古
び
て
い
く
も
の
だ
か
ら
だ
。ⅰ
不
朽
の
名
作
と
い
う
も
の
は
あ
っ
て
も
、
不
朽
の
名

訳
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
原
理
的
に
存
在
し
な
い
。
ど
の
よ
う
な
翻
訳
も
時
代
の
推
移
と
と
も
に
、
辞
書
が
古
び
て
い
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
古
び
て
い
く
も
の
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
僕
の
翻
訳
だ
っ
て
そ
の
例
外
で
は
な
い
）。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
特
定
の
翻
訳
を
通
し
て

の
原
作
の
「
刷
り
込
み
」
み
た
い
な
も
の
は
時
と
し
て
む
し
ろ
作
品
そ
の
も
の
を
損
な
う
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
さ
え

Ⅰ
僕
は
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
時
代
そ
の
時
代
に
よ
っ
て
、
翻
訳
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
な
の

は
る

だ
。
少
な
く
と
も
多
様
な
選
択
肢
と
い
う
も
の
は
、
読
者
に
と
っ
て
な
い
よ
り
は
あ
っ
た
方
が
遥
か
に
好
ま
し
い
は
ず
だ
。

そ
れ
か
ら
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
注
1『グ

レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
い
く
つ
か
の
翻
訳
書
を
ひ
と
と
お
り
読
ん
で
み
て
思
っ
た
の
は
、
そ
の
翻

訳
の
質
と
は
べ
つ
に
、「
こ
れ
は
僕
の
考
え
る
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
と
は
ち
ょ
っ
と
（
あ
る
い
は
か�

な�

り�

）
違
う
話
み
た
い
に
思
え
る
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
僕
が
こ
の
小
説
に
つ
い
て
抱
い
て
き
た
個
人
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

客
観
的
な

あ
る
い
は

い

的
な

批
判
あ
る
い
は
評
価
と
い
う
風
に
と
っ
て
も
ら
い
た
く
な
い
。
僕
に
は
そ
ん
な
偉
そ
う

な
こ
と
を
言
う
資
格
は
な
い
。
た
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
翻
訳
に
対
し
て
、
多
少
の
差
こ
そ
あ
れ
、「
僕
の
感
じ
て
い
る
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
と

い
う
物
語
と
は
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
印
象
が
違
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
首
を
か
し
げ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る

ａ

一
人
の
読
者
と
し
て
の
、
純
粋
に
個
人
的
な
観
点
か
ら
。
ほ
か
の
本
に
つ
い
て
は
こ
う
い
う
余
計
な
こ
と
は

ま
ず
口
に
し
な
い
の
だ
が
、『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
だ
か
ら
あ
え
てＡ
フ
ク
ゾ
ウ
の
な
い
と
こ
ろ
を
言
わ
せ
て
い
た
だ
く
。
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

表2［右ページ］から問題開始 4
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問
八

線
部
オ
「
憎
く
つ
ら
し
と
な
む
思
し
け
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
大
君
と
中
の
君
が
そ
う
思
う
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最

も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

42

。

①

生
き
て
い
る
間
に
今
一
度
娘
た
ち
に
会
い
た
い
と
い
う
願
い
を
参
籠
中
に
訴
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
阿
闍
梨
が
対
面
を
許
さ
な
か
っ
た

た
め
、
執
着
を
抱
い
た
ま
ま
八
の
宮
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
と
不
安
に
思
っ
た
か
ら
。

②

現
世
に
執
着
を
残
さ
な
い
た
め
に
は
今
後
親
子
の
対
面
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
阿
闍
梨
が
諭
し
た
た
め
に
、
八
の
宮
が
娘
た
ち
と
の
縁

を
絶
ち
切
っ
て
山
寺
に
籠
り
、
仏
の
道
へ
入
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
恨
め
し
く
感
じ
た
か
ら
。

い
ち
ず

③

父
八
の
宮
の
亡
骸
と
の
対
面
を
い
さ
め
た
り
、
山
寺
参
籠
中
も
厳
し
い
修
行
生
活
を
八
の
宮
に
課
し
た
り
し
た
阿
闍
梨
の
仏
道
一
途
に
悟

り
き
っ
た
態
度
に
、
娘
の
気
持
ち
と
し
て
は
非
人
情
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
か
ら
。

④

父
八
の
宮
の
臨
終
に
立
ち
会
う
こ
と
を
拒
否
し
た
り
、
山
寺
で
仏
道
修
行
を
し
て
い
る
最
中
に
は
娘
た
ち
と
会
う
こ
と
を
禁
じ
た
り
し
た

阿
闍
梨
の
冷
酷
な
性
格
に
、
遺
族
と
し
て
は
納
得
で
き
な
い
点
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
か
ら
。

⑤

山
寺
に
参
籠
し
て
修
行
を
続
け
る
八
の
宮
が
娘
た
ち
に
対
面
し
た
り
、
娘
た
ち
が
八
の
宮
の
亡
骸
を
見
た
り
す
る
と
こ
の
世
へ
の
執
着
が

残
る
の
で
よ
く
な
い
と
禁
じ
る
仏
教
の
教
理
が
、
あ
ま
り
に
人
間
的
で
な
い
と
考
え
た
か
ら
。

（
国
語
問
題

お
わ
り
）

3
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エ
「
な
で
う
さ
る
こ
と
か
は
べ
る
べ
き
」

①

あ
の
世
に
行
っ
た
八
の
宮
を
何
と
か
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
る
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か

②

い
つ
ま
た
八
の
宮
の
出
家
し
た
生
前
の
姿
を
見
る
機
会
が
こ
の
世
で
あ
る
で
し
ょ
う
か

③

ど
う
し
て
八
の
宮
の
遺
骸
を
葬
っ
た
き
り
宇
治
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か

④

な
ぜ
死
ん
で
し
ま
っ
た
八
の
宮
と
最
後
の
対
面
を
し
た
い
な
ど
と
思
う
の
で
し
ょ
う
か

な
き
が
ら

⑤

も
う
一
度
八
の
宮
の
亡
骸
と
対
面
す
る
こ
と
な
ど
ど
う
し
て
あ
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
か

問
七

線
部
ウ
「
し
ば
し
に
て
も
、
後
れ
た
て
ま
つ
り
て
世
に
あ
る
べ
き
も
の
と
思
し
な
ら
は
ぬ
御
心
地
ど
も
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

41

。

①

大
君
と
中
の
君
が
、
八
の
宮
か
ら
後
に
残
さ
れ
た
な
ら
ば
た
ち
ま
ち
生
活
に
行
き
詰
ま
る
と
は
全
く
聞
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

②

大
君
と
中
の
君
が
、
八
の
宮
か
ら
自
分
の
死
後
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
何
も
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

③

大
君
と
中
の
君
が
、
八
の
宮
が
死
ん
だ
な
ら
ば
自
分
た
ち
も
す
ぐ
に
父
の
後
を
追
っ
て
死
の
う
と
い
つ
も
思
っ
て
い
た
こ
と
。

④

大
君
と
中
の
君
が
、
八
の
宮
の
臨
終
の
時
に
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
て
も
か
い
が
な
い
と
ず
っ
と
信
じ
て
い
た
こ
と
。

⑤

大
君
と
中
の
君
が
、
八
の
宮
に
先
立
た
れ
て
し
ま
っ
た
時
に
は
喪
が
明
け
た
な
ら
ば
出
家
し
よ
う
と
常
に
考
え
て
い
た
こ
と
。
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183

入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
し
ゃ
べ
り
方
も
規
定
さ
れ
て
く
る
。
し
か
し
彼
ら
は
決
し
て
ひ
と
つ
の
か
た
ち
に
固
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
行
動
キＦ
ハ
ン
は

一
貫
し
て
い
る
も
の
の
、
状
況
に
よ
っ
て
環
境
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
心
や
視
点
は

あ
な
た
や
僕
と
同
じ
生
身
の
人
間
と
し
て

微
妙
に
ぶ

れ
て
い
く
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
彼
ら
の
し
ゃ
べ
り
方
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
く
。
そ
う
、
彼
ら
の
会
話
は
生
き
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、

息
づ
か
い
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
意
味
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

も
う
ひ
と
つ
僕
が
心
が
け
た
の
は
、
文
章
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
文
章
に
は
独
特
の
素
晴
ら
し
い
リ
ズ
ム
が

つ
る

あ
る
。
そ
れ
は
す
ぐ
れ
た
音
楽
を
思
わ
せ
る
優
美
な
リ
ズ
ム
だ
。
彼
は
文
章
を
そ
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
、
童
話
に
出
て
く
る
魔
法
の
豆
の
木
の
蔓
の
よ

う
に
、
空
に
向
け
て
ど
こ
ま
で
も
す
る
す
る
と
の
ば
し
て
い
く
。

に

な
言
葉
が
次
か
ら
次
へ
と
生
ま
れ
て
、
成
長
し
て
い
く
。
空

中
の
ス
ペ
ー
ス
を
求
め
て
滑
ら
か
に
移
動
し
て
い
く
。
美
し
い
光
景
だ
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
時
と
し
て
理
屈
も
整
合
性
も
、
ど
こ
か
に
追
い
や

ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
も
す
る
。
多
く
の
言
葉
は
多
義
的
で
曖
昧
な
ま
ま
に
、
い
ろ
ん
な
可
能
性
や
暗
示
を
抱
え
て
ぼ
て
ぼ
て
に
な
っ
た
ま
ま
に
、
空

中
に
ふ
っ
と
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

ｄ

何
で
こ
こ
に
こ
ん
な
言
葉
が
急
に
出
て
く
る
ん
だ
ろ
う
と
、
ま
じ
め
な
翻
訳
者
と
し
て

は
真
剣
に
首
を
か
し
げ
て
し
ま
っ
た
り
も
す
る
。
し
か
し
す
ら
す
ら
と
読
ん
で
い
る
読
者
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
気
に
も
な
ら
な
い
。
そ
の

文
章
の
比
類
な
き
美
し
さ
が
、
そ
の
言
葉
の
響
き
が
す
べ
て
を
語
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
彼
が
何
を
言
い
た
い
の
か
、
そ
れ
が
読
者
に
は
読
書
と
い
う

流
れ
の
中
で
何
の
不
都
合
も
な
く

ほ

な
く
一
瞬
に
し
て
理
解
で
き
て
し
ま
う
。
ま
さ
に
天
才
肌
の
文
章
家
な
の
だ
。
と
こ
ろ
が
そ

の
よ
う
な
文
章
を
現
実
の
日
本
語
に
移
し
替
え
る
と
な
る
と
、
こ
れ
は
ま
さ
に

へ

業
だ
。

そ
う
い
う
場
合
に
は
僕
は
、
文
章
の
奏
で
る
リ
ズ
ム
を
な
に
よ
り
も
重
視
し
た
。
そ
れ
が
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
文
章
に
と
っ
て
の
ひ
と
つ
の

根
幹
だ
と
感
じ
た
か
ら
だ
。
だ
か
ら
ま
ず
そ
の
リ
ズ
ム
を
な
ん
と
か
日
本
語
と
い
う
土
壌
に
移
植
し
、
そ
の
ま
わ
り
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
サ
ウ
ン
ド
や

ア
ナ
ロ
ジ
ー

注
5リリ

ッ
ク
を
く
っ
つ
け
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
た
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
文
章
に
は
、
音
楽
と
い
う
類
推
を
使
う
と
、
よ
り
自
然
に
理
解
で
き

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
時
と
し
て
彼
の
文
章
は
耳
を
使
っ
て
読
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
声
に
出
し
な
が
ら
移
し
替
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た
か
ど
う
か
は
、
僕
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
僕
の
翻
訳
に
と
っ
て
の
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
基
本
方

ふ
さ
わ

針
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
ま
ず
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
流
れ
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
に
相
応
し
く
密
着
し
た
言
葉
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ま
た
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
空
気
の
微
妙
な
流
れ
に
あ
わ
せ
て
色
合
い
や
模
様
や
リ
ズ
ム
を
刻
々
と
変
化
さ
せ
て
い
く
、
そ
の
自
由
自
在
、Ｄ
ユ
ウ

む

げ

ズ
ウ注3
無
碍
な
美
し
い
文
体
に
つ
い
て
い
く
の
は
、
正
直
言
っ
て
か
な
り
の
読
み
手
で
な
い
と
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
。
た
だ
あ
る
程
度
英
語
が
で
き
れ

ば
わ
か
る
、
と
い
う
ラ
ン
ク
の
も
の
で
は
な
い
。（

④

）

と
い
う
わ
け
で
、
い
く
ぶ
ん
強
引
に
、Ｅ
コ
チ
ョ
ウ
さ
れ
た
言
い
方
を
許
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
と
い
う
小
説
は
こ

れ
ま
で
日
本
の
大
部
分
の
読
者
に
、
本�

当�

に�

正
当
に
は
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
少
な
く
と

も
、
こ
れ
ま
で
に
こ
の
小
説
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
人
々
（
そ
の
多
く
は
多
か
れ
少
な
か
れ
職
業
的
に
文
学
に
関
わ
っ
て
い
る
人
々
で
あ
る
）

の
言
い
ぶ
ん
を
総
合
す
る
と
、
僕
と
し
て
は
残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な

は

な
結
論
に
ず
る
ず
る
と
に
じ
り
寄
っ
て
い
か
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
お
そ
ら
く
は
、
翻
訳
の
限
界
と
い
う
大
き
な
障
害
が
存
在
し
て
い
た
。（

⑤

）

（
中
略
）

僕
が
こ
の
村
上
訳
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
に
つ
い
て
心
が
け
た
こ
と
は
い
く
つ
か
あ
る
。Ⅱ
翻
訳
の
基
本
方
針
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

ま
ず
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
を
「
現
代
の
物
語
」
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
一
九
二
四
年
に
書
か
れ
て
お
り
、
舞
台
は
一
九
二
二
年
に
設
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
翻
訳
を
行
っ
た
時
点
で
も
、
そ
れ
か
ら
既
に
八
十
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。
大
昔
の
話
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら
い
だ
。
し
か

し
僕
は
こ
れ
を
あ
り
き
た
り
の
古
典
作
品
に
し
て
し
ま
い
た
く
な
か
っ
た
。
僕
に
と
っ
て
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
は
、
何
が
あ
ろ
う
と
現
代

に
生
き
て
い
る
話
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
れ
が
今
回
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
の
僕
の
最
優
先
事
項
だ
っ
た
。
だ
か
ら
古
風
な
言
い
回
し
や
時

代
的
な
装
飾
は
、
本
当
に
必
要
な
も
の
だ
け
を
残
し
、
あ
と
は
で
き
る
限
り
お
引
き
と
り
を
願
う
こ
と
に
し
た
。
あ
る
い
は
色
合
い
を
一
段
階
弱
め

た
。
注
4ニッ

ク
や
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
や
デ
イ
ジ
ー
や
ジ
ョ
ー
ダ
ン
や
ト
ム
は
、
文
字
通
り
僕
ら
の
隣
で
生
き
て
、
同
じ
空
気
を
呼
吸
し
て
い
る
同
時
代
人
で

な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
我
々
の
肉
親
で
あ
り
、
友
だ
ち
で
あ
り
、
知
り
合
い
で
あ
り
、
隣
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

に
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
会
話
が
生
命
を
持
っ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
小
説
に
と
っ
て
会
話
と
い
う
も
の
が

ｃ

大
事
な
要

素
に
な
り
得
る
か
、
そ
れ
を
僕
が
身
に
し
み
て
学
ん
だ
の
も
、
実
を
言
え
ば
こ
の
小
説
か
ら
な
の
だ
。

お
読
み
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
小
説
の
登
場
人
物
の
一
人
ひ
と
り
に
は
、
く
っ
き
り
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
造
形
が
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問
一

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

6

。

Ａ

1

フ
ク
ゾ
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

フ
ク
ジ
テ
キ
な
効
果
を
得
る
。

②

で
き
ば
え
に
カ
ン
プ
ク
す
る
。

③

感
情
の
キ
フ
ク
が
激
し
い
。

④

ホ
ウ
フ
ク
絶
倒
の
面
白
さ
。

⑤

ゼ
ン
プ
ク
の
信
頼
を
置
く
。

Ｂ

2

リ
ン
カ
ク

�����������

�
�

�
�

�
�

�
��
�

①

カ
ク
ダ
ン
に
腕
を
上
げ
る
。

②

カ
ク
ギ
決
定
を
経
た
方
針
。

③

カ
ク
セ
イ
の
感
を
覚
え
る
。

④

優
れ
た
サ
イ
カ
ク
を
持
つ
。

⑤

文
科
省
の
ガ
イ
カ
ク
団
体
。

Ｃ

3

メ
イ
リ
ョ
ウ

�����������

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

①

ギ
リ
ョ
ウ
が
問
わ
れ
る
。

②

一
目
リ
ョ
ウ
ゼ
ン
の
結
果
。

③

キ
ュ
ウ
リ
ョ
ウ
地
帯
。

④

ゼ
ン
リ
ョ
ウ
な
市
民
。

⑤

一
挙
リ
ョ
ウ
ト
ク
。

Ｄ

4

ユ
ウ
ズ
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

無
担
保
で
ユ
ウ
シ
す
る
。

②

リ
ョ
ウ
ユ
ウ
並
び
立
た
ず
。

③

ユ
ウ
シ
ュ
ウ
の
美
。

④

各
地
を
レ
キ
ユ
ウ
す
る
。

⑤

ユ
ウ
ユ
ウ
自
適
の
生
活
。

Ｅ

5

コ
チ
ョ
ウ

�����������

�

�

�

�

�

①

コ
ウ
コ
の
憂
い
な
し
。

②

コ
タ
ン
の
境
地
。

③

エ
ン
コ
を
頼
る
。

④

蔵
書
量
を
コ
ジ
す
る
。

⑤

士
気
を
コ
ブ
す
る
。

Ｆ

6

キ
ハ
ン

�����������

�
�

�
��
�

�
�

�
�

①

生
涯
の
ハ
ン
リ
ョ
を
得
る
。

②

ハ
ン
ヨ
ウ
性
が
高
い
。

③

シ
ハ
ン
代
を
務
め
る
。

④

ハ
ン
ザ
ツ
な
手
続
き
。

⑤

ハ
ン
ボ
ウ
期
を
迎
え
る
。
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が

ｅ

わ
き
出
て
く
る
、
そ
れ
が
僕
の
考
え
る
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
文
章
の
美
点
な
の
だ
。

む
ら
か
み
は
る
き

（
村
上
春
樹
「
翻
訳
者
と
し
て
、
小
説
家
と
し
て

訳
者
あ
と
が
き
」
に
よ
る
）

注
1
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
＝
ア
メ
リ
カ
の
小
説
家
、
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
（
一
八
九
六
年
〜
一
九
四
〇
年
）
の
代
表

作
。
村
上
春
樹
訳
は
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
、
中
央
公
論
新
社
刊
。

注
2

テ
ク
ス
チ
ャ
ー
＝
手
ざ
わ
り
や
質
感
。

注
3

無
碍
＝
邪
魔
す
る
も
の
が
な
い
さ
ま
。

注
4

ニ
ッ
ク
＝
以
下
、
ト
ム
ま
で
、『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
登
場
人
物
。

注
5

リ
リ
ッ
ク
＝
歌
詞
。
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

問
八

線
部
Ⅱ
「
翻
訳
の
基
本
方
針
」
と
あ
り
ま
す
が
、『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
を
訳
す
に
当
た
っ
て
筆
者
が
重
ん
じ
た
事
柄
と
し
て

適
当
で�

は�

な�

い�

も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

23

。

①

筆
者
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
文
章
の
性
格
が
音
楽
に
近
し
い
こ
と
か
ら
、
リ
ズ
ム
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
・
リ
リ
ッ
ク
な
ど
音
楽
の
制
作

を
意
識
し
、
原
作
の
リ
ズ
ム
を
で
き
る
限
り
崩
さ
ず
に
日
本
語
に
置
き
か
え
る
よ
う
試
み
た
。

②

原
作
の
執
筆
時
期
や
舞
台
に
設
定
さ
れ
て
い
る
時
期
を
思
わ
せ
る
も
の
を
で
き
る
限
り
排
除
し
、
登
場
人
物
た
ち
に
自
分
た
ち
と
身
近
な

存
在
の
よ
う
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
生
き
生
き
と
し
た
会
話
を
重
視
し
た
。

③

筆
者
は
、
個
性
的
に
造
形
さ
れ
た
登
場
人
物
た
ち
の
心
や
言
葉
に
揺
れ
が
見
え
る
の
が
本
作
の
魅
力
で
あ
り
、
そ
れ
が
本
作
の
リ
ア
リ

い

テ
ィ
に
繫
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
意
識
し
て
、
そ
れ
を
翻
訳
に
お
い
て
も
活
か
そ
う
と
し
た
。

④

筆
者
は
、
翻
訳
し
た
時
点
で
八
十
年
以
上
昔
の
作
品
で
あ
っ
た
本
作
を
、
原
作
の
発
表
当
時
や
舞
台
に
な
っ
て
い
る
時
代
の
色
を
残
し
つ

つ
も
、
自
分
の
側
に
引
き
寄
せ
、
間
に
横
た
わ
る
時
代
の
差
を
埋
め
よ
う
と
努
め
た
。

⑤

筆
者
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
、
リ
ズ
ム
は
良
い
が
多
く
の
意
味
が
重
ね
ら
れ
た
曖
昧
な
言
葉
が
、
原
文
に
お
い
て
も
理
解
さ
れ
に

く
い
こ
と
に
留
意
し
、
す
ら
す
ら
と
読
者
が
把
握
し
や
す
い
訳
文
を
書
く
こ
と
を
追
求
し
た
。
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�
�

問
七

線
部
Ⅰ
「
僕
は
考
え
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
が
考
え
て
い
る
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①

あ
る
特
定
の
訳
者
に
よ
る
翻
訳
が
特
権
的
な
位
置
を
保
ち
、「
こ
の
作
品
の
訳
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
よ
う
な
意
識
が
読
み
手
に

浸
透
し
て
い
く
の
は
、
読
み
手
を
そ
の
作
品
を
め
ぐ
る
権
威
主
義
に
加
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
一
方
で
、
原
作
が
本
来
持
っ
て
い
た
は
ず
の

持
ち
味
を
十
分
把
握
し
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
う
る
の
で
、
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

②

あ
る
特
定
の
翻
訳
を
通
し
て
原
作
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
翻
訳
の
言
葉
が
古
び
て
い
く
の
と
共
に
そ
の
作
品
も
経
年

劣
化
は
避
け
ら
れ
ず
古
く
さ
い
作
品
と
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
原
作
が
本
来
持
っ
て
い
た
は
ず
の
生
き
生
き
と
し
た
生
命
力
を
失
う

つ
な

こ
と
に
繫
が
り
か
ね
な
い
の
で
、
翻
訳
を
刷
新
し
、
そ
の
時
代
そ
の
時
代
に
息
づ
く
文
章
で
訳
し
か
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

③

あ
る
特
定
の
訳
者
に
よ
る
翻
訳
に
よ
っ
て
、「
こ
の
作
品
は
こ
う
い
っ
た
作
品
だ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
例

か
な

え
ば
そ
の
訳
者
の
操
る
言
葉
が
時
代
遅
れ
の
も
の
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
翻
訳
に
よ
っ
て
し
か
原
作
を
享
受
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
読
者
は
、

実
は
作
品
が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
お
き
か
ね
な
い
の
で
、
翻
訳
を
読
む
う
え
で
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

④

あ
る
特
定
の
訳
者
に
よ
る
翻
訳
だ
け
に
頼
る
と
い
う
の
は
、
翻
訳
と
い
う
も
の
が
言
語
技
術
の
問
題
と
常
に
連
動
し
合
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
以
上
、
仮
に
そ
の
訳
文
に
技
術
面
の
問
題
が
あ
る
場
合
、
原
作
の
持
つ
力
が
伝
わ
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

よ

翻
訳
者
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
も
の
が
提
供
さ
れ
、
読
者
も
複
数
の
訳
に
拠
る
こ
と
が
、
原
作
理
解
の
た
め
に
は
必
須
で
あ
る
と
言
え
る
。

⑤

あ
る
特
定
の
訳
者
に
よ
る
翻
訳
の
み
が
流
通
す
る
よ
う
な
状
況
で
は
、
読
者
は
選
択
の
自
由
が
奪
わ
れ
た
状
態
と
な
り
、
そ
の
刷
り
込
ま

れ
た
イ
メ
ー
ジ
に
そ
っ
て
作
品
を
読
む
し
か
な
く
な
る
の
は
で
き
れ
ば
避
け
た
い
こ
と
で
あ
る
の
で
、
常
に
多
様
な
選
択
肢
を
用
意
し
て
、

定
期
的
に
翻
訳
を
刷
新
し
て
時
代
を
先
取
り
し
た
訳
文
を
読
者
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
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問
五

次
の
文
章
が
入
る
最
も
適
当
な
箇
所
を
、
問
題
文
中
（

①

）
〜
（

⑤

）
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

20

。

デ
リ
ケ
ー
ト
な
ワ
イ
ン
が
長
旅
を
し
な
い
の
と
同
じ
こ
と
だ
。
独
特
の
ア
ロ
マ
や
ま
ろ
み
や
舌
触
り
が
、
避
け
が
た
く
微
妙
に
失
わ
れ
て

い
く
。

問
六

問
題
文
中
の

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
文
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

賞
味
期
限
の
な
い
文
学
作
品
と
い
う
も
の
自
体
考
え
に
く
い
わ
け
だ
が
、
ま
し
て
や
翻
訳
と
な
る
と
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

②

賞
味
期
限
の
な
い
文
学
、
翻
訳
を
、
作
家
と
し
て
は
目
指
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
実
際
は
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

③

賞
味
期
限
の
な
い
翻
訳
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
相
当
な
レ
ベ
ル
の
言
語
技
術
が
翻
訳
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

④

賞
味
期
限
の
な
い
文
学
作
品
は
数
多
く
あ
る
が
、
賞
味
期
限
の
な
い
翻
訳
と
い
う
の
は
ま
ず
存
在
し
な
い
。

め
っ
た

⑤

賞
味
期
限
の
な
い
翻
訳
が
滅
多
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
だ
け
に
、
翻
訳
者
は
常
に
技
術
の
向
上
を
求
め
る
。
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問
二

線
部
ⅰ
・
ⅱ
の
漢
字
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

7

・

8

。

ⅰ

不
朽

7

〔

①

ふ
く
つ

②

ふ
き

③

ふ
も
う

④

ふ
き
ゅ
う

⑤

ふ
こ
う

〕

ⅱ

精
緻

8

〔

①

せ
い
ち

②

せ
い
び

③

し
ょ
う
ち

④

し
ょ
う
び

⑤

せ
い
み
つ

〕

問
三

い

〜

へ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

い

が

9

、

ろ

が

10

、

は

が

11

、

に

が

12

、

ほ

が

13

、

へ

が

14

。

さ
ま
つ

い
〔

①

瑣
末

②

学
術

③

具
体

④

世
俗

⑤

倫
理

〕

ろ
〔

①

じ
ん
と
来
な
い

②

ぐ
っ
と
来
な
い

③

キ
ュ
ン
と
来
な
い

④

ピ
ン
と
来
な
い

⑤

カ
チ
ン
と
来
な
い

〕

は
〔

①

暫
定
的

②

流
動
的

③

絶
対
的

④

便
宜
的

⑤

悲
観
的

〕

き
ょ
う
じ
ん

ぜ
い
じ
ゃ
く

に
〔

①

流
麗

②

知
的

③

鮮
烈

④

強
靱

⑤

脆
弱

〕

と

ほ
〔

①

根
も
葉
も

②

希
望
も

③

感
慨
も

④

遅
延
も

⑤

取
り
と
め
も

〕

か
っ
こ
う

へ
〔

①

崇
高
な

②

恰
好
の

③

至
難
の

④

天
賦
の

⑤

劣
悪
な

〕

問
四

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同

じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

ａ

が

15

、

ｂ

が

16

、

ｃ

が

17

、

ｄ

が

18

、

ｅ

が

19

。

①

ど
れ
く
ら
い

②

い
っ
た
い

③

必
ず
し
も

④

ま
さ
に

⑤

お
の
ず
と

⑥

あ
く
ま
で
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

よ
を
攀
ぢ
て
、
か
の
怨
言
を
う
ち
返
し
、
一
首
の
歌
に
、

オ
人
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
に
匂
ひ
け
る

と
詠
み
し
は
、
ま
こ
と
に
秀
逸
な
る
を
や
。

ま
た
忠
岑
が
、

有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
憂
き
も
の
は
な
し

そ
う
た
い

と
詠
み
た
る
歌
は
、
上
の
句
の
は
じ
め
の
文
字
と
下
の
句
の
は
じ
め
の
文
字
の
仮
名
同
じ
く
て
、
両
頭
病
と
云
ふ
も
の
な
れ
ど
も
、
惣
体
秀
歌
な
る

ゆ
る

や
ま
ひ

に
免
し
て
こ
れ
を
と
が
め
ず
加
入
し
け
る
は
、
い
よ
い
よ
面
目
と
云
ひ
つ
べ
し
。
お
よ
そ
歌
に
は
四
病
八
病
種
々
の
病
の
あ
る
こ
と
を
、
注
6人丸

の
娘

い
は
み
を
ん
な

は
ま
な
り

石
見
女
な
ら
び
に
浜
成
と
云
ふ
者
の
式
に
も
戒
め
た
り
け
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
に
基
づ
き
て
、
後
代
に
は
歌
の
病
の
禁
、
少
し
沙
汰
し
や
み
侍
る
に
、

こ
の
忠
岑
はカ
こ
の
道
に
お
い
て
良
医
の
徳
ま
で
具
足
す
る
な
り
。

ひ
ら
ず
み
せ
ん
あ
ん

（
平
住
専
庵
『
前
々
太
平
記
』
に
よ
る
）

た
か

注
1

栗
栖
野
＝
京
都
市
北
区
の
鷹
ヶ
峰
の
東
側
の
地
。

注
2

宇
佐
＝
大
分
県
の
宇
佐
八
幡
宮
。

注
3

阿
党
せ
ず
＝
権
力
を
持
つ
者
に
お
も
ね
る
こ
と
な
く
。

注
4

諒
闇
＝
天
皇
が
父
母
の
喪
に
服
す
る
期
間
。

注
5

長
谷
＝
奈
良
県
の
長
谷
寺
。

い
わ
み
の
じ
よ
し
き

か
き
よ
う
ひ
よ
う
し
き

注
6

人
丸
の
娘
石
見
女
な
ら
び
に
浜
成
と
云
ふ
者
の
式
＝
『
石
見
女
式
』、
藤
原
浜
成
『
歌
経
標
式
』
は
、
い
ず
れ
も
作
歌
の
た
め
の
規
則
を

記
し
た
歌
学
書
。
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二
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

24

〜

38

。

い

ふ
し

ま
た
序
に
い
は
ゆ
る甲
六
歌
仙
と
は
、
喜
撰
、
猿
丸
、
遍
照
、
業
平
、
小
町
、
黒
主
が
た
ぐ
ひ
な
り
。
中
に
も
喜
撰
法
師
と
云
ふ
者
、ａ
一
節
あ
り
け

く
せ

み

だ

る
曲
者
な
り
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
、
そ
の
身
念
仏
者
に
て
浮
世
を
い
と
ひ
、
宇
治
山
に
引
き
籠
り
つ
つ
弥
陀
を
念
じ
、
そ
の
名
を
基
泉
と
称
し
つ
つ
、

く
る
す
の

ひ
と
と
せ
注
1
栗
栖
野
に
お
い
て
も
尾
花
の
歌
と
て
、

た
ぶ
さ

け
が
れ
た
る
手
房
は
ふ
れ
じ
極
楽
の

Ａ

の
風
吹
く
秋
の
初
花

よ

の
が

と
詠
み
け
る
者
が
、
こ
の
た
び
は
、「ア
愚
僧
が
詠
歌
は
一
代
に
た
だ
一
首
に
て
候
ふ
」
と
言
上
し
つ
つ
、ｂ
後
日
の
遁
れ
に
お
の
が
名
を
書
き
替
へ
、

せ
ん

そ
う

喜
撰
と
称
す
。
こ
れ
も乙
今
度
の
撰
集
を
喜
悦
の
心
に
か
く
書
く
な
り
。
惣
じ
て
、
凡
心
の
な
ら
ひ
に
は
我
を
知
る
こ
と
難
く
し
て
欲
心
必
ず
離
れ

お
の

え
ら

Ｂ

な
り
。
し
か
る
に
己
が
詠
み
置
く
歌
数
百
に
及
ぶ
中
を
撰
ん
で
、
皆
そ
の
不
可
を
捨
て
け
る
こ
と
、
貫
之
、
躬
恒
に
も
勝
り
、
友
則
、

忠
岑
も
及
び
難
きイ
名
誉
の
歌
仙
と
云
ひ
つ
べ
く
、
恐
ろ
し
か
り
け
る
法
師
か
な
。
ま
た
小
欲
に
も
あ
り
け
る
か
な
。

さ
る
ま
る
だ
い
ふ

ゆ
げ
の

か
た
じ
け
な

か
う
け
ん
に
よ
て
い

次
に
猿
丸
大
夫
と
云
ふ
は
、
そ
れ
元
弓
削
道
鏡
と
て
威
猛
気
高
き
大
臣
な
り
し
が
、
帝
位
に
望
み
を
掛
け
ま
く
も
忝
く
も
時
の
天
子
孝
謙
女
帝

わ
け
の
き
よ
ま
ろ

に
密
通
し
て
譲
位
の
沙
汰
に
及
ぶ
こ
ろ
ほ
ひ
、
和
気
清
麿
を
注
2宇佐

へ
下
し
、「
神
勅
を
偽
り
候
へ
」
と
命
じ
け
れ
ど
も
、
清
麿
も
と
よ
り
廉
直
潔
白

を
の
こ

す
ぢ

あ

み
か
ど

は
ば
か

な
る
男
に
て
、
注
3阿党

せ
ず
し
て
筋
を
断
た
れ
、
流
刑
に
遇
ひ
つ
。
そ
の
後
、
帝
崩
御
あ
り
し
か
ば
、「
道
鏡
を
今
は
憚
る
所
な
く
重
科
に
処
す
べ
き

い
つ
く
し

り
や
う
あ
ん

い
さ

し
も
つ
け
の
く
に

者
な
れ
ど
も
、
さ
し
も
先
帝
の
寵
み
深
か
り
し
者
を
注
4

諒
闇
に
い
か
が
」
と
諫
む
る
人
も
あ
れ
ば
、
下
野
国
に
流
し
け
り
。
な
ほ
そ
の
上
に
も
、
昨
日

た
な
か
み

あ
ひ
だ

今
日
ま
で
大
臣
た
る
を
、
そ
の
ま
ま
配
所
へ
遣
は
さ
ん
こ
とｃ
さ
す
が
な
り
と
て
、
江
州
田
上
の
別
業
にウ
一
年
旧
主
の
喪
を
終
ら
せ
、
そ
の
間
に
髪
を

お生
ほ
し
つ
つ
名
を
改
め
て
、
猿
丸
大
夫
と
名
づ
け
て
下
せ
し
ほ
ど
の
身
な
れ
ど
、
歌
に
お
い
て
は
秀
逸
多
く
撰
び
入
れ
ら
れ
た
り
け
る
が
、
な
ほエ
こ

の
猿
丸
と
云
ふ
名
を
も
記
さ
ざ
り
し
は
朝
廷
の
勅
撰
を
憚
る
所
以
な
り
。

じ
さ
ん

を
は

こ
の
ほ
か
小
町
、
業
平
はｄ
無
双
の
歌
人
な
る
ゆ
ゑ
に
、
多
く
こ
の
集
に
入
れ
ら
れ
た
り
。
貫
之
、
躬
恒
、
忠
岑
ら
も
、
自
讃
の
歌
は
入
れ
畢
ん
ぬ
。

は

せ

の
ち

へ

と
ぶ
ら

こ
と
に
貫
之
は
童
形
の
時
、
阿
古
丸
と
て
注
5
長
谷
に
手
習
ひ
し
て
住
み
侍
り
つ
つ
、
帰
京
の
後
、
年
を
歴
て
ま
た
か
の
坊
へ
訪
ひ
た
り
し
時
、
坊
主ｅ
か

わ

い

こ
ち
て
、「
人
は
久
し
く
音
せ

Ｃ

ど
も
宿
り
は
さ
だ
か
に
あ
り
」
と
う
ち
侘
び
立
ち
出
で
け
れ
ば
、
貫
之
す
な
は
ち
庭
に
あ
り
け
る
梅
花
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ｄ

27

「
無
双
の
」

�����������

①

傑
出
し
た

②

競
合
し
な
い

③

堅
忍
不
抜
の

④

後
塵
を
拝
す
る

ふ
ぐ
た
い
て
ん

⑤

不
倶
戴
天
の

ｅ

28

「
か
こ
ち
て
」

�����������

①

急
い
で
出
て
来
て

②

口
実
に
使
っ
て

③

懐
か
し
ん
で

④

話
を
蒸
し
返
し
て

⑤

不
満
を
口
に
し
て

問
二

Ａ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

29

。

①

東

②

西

③

南

④

北

問
三

Ｂ

・

Ｃ

に
は
同
じ
助
動
詞
が
入
り
ま
す
。
そ
の
助
動
詞
の
終
止
形
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か

ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

30

。

①

き

②

け
り

③

ず

④

ま
じ

⑤

む
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�
�

問
一

線
部
ａ
〜
ｅ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

24

〜

28

。

ａ

24

「
一
節
あ
り
け
る
」

�����������

び

①

一
世
を
風
靡
し
た

②

歌
舞
音
曲
を
得
意
と
す
る

③

見
ど
こ
ろ
の
あ
る

④

気
骨
の
備
わ
っ
た

⑤

風
流
を
第
一
と
す
る

ｂ

25

「
後
日
の
遁
れ
に
」

�����������

①

後
に
な
っ
て
の
言
い
わ
け
の
た
め
に

②

い
ず
れ
は
極
楽
往
生
で
き
る
よ
う
に

③

苦
境
を
や
が
て
抜
け
出
せ
る
よ
う
に

④

今
後
は
修
行
に
専
念
で
き
る
よ
う
に

⑤

将
来
宇
治
山
か
ら
出
て
行
く
た
め
に

ｃ

26

「
さ
す
が
な
り
」

�����������

①

あ
ま
り
に
急
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る

②

い
く
ら
な
ん
で
も
問
題
が
あ
る

③

こ
れ
ま
で
例
の
な
い
こ
と
で
あ
る

④

そ
う
は
い
っ
て
も
当
然
で
あ
る

⑤

な
か
な
か
思
い
切
っ
た
こ
と
で
あ
る

4

念
校
紙―13―

13

Ａ2（国）

２２２２０４ Page 13 2021.12.14 16.36.01

２２２２０４_13

国語〔前期Ａ方式 1 /30〕



180

入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

問
七

線
部
カ
「
こ
の
道
に
お
い
て
良
医
の
徳
ま
で
具
足
す
る
な
り
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次

の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

36

。

①

石
見
女
や
浜
成
が
作
っ
た
厳
密
な
和
歌
の
詠
み
方
の
規
則
に
、
忠
岑
が
和
歌
の
実
作
者
の
立
場
か
ら
異
を
唱
え
て
改
訂
し
た
こ
と
。

②

伝
統
的
に
和
歌
の
四
病
八
病
と
呼
ば
れ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
た
詠
み
方
を
、
忠
岑
が
整
理
し
な
お
し
て
制
限
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
。

③

名
人
が
詠
ん
だ
歌
に
も
例
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
忠
岑
の
お
か
げ
で
厳
し
か
っ
た
和
歌
の
詠
み
方
の
禁
則
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
。

④

や
っ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
た
詠
み
方
を
用
い
て
秀
歌
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
病
で
は
な
い
と
忠
岑
が
証
明
し
た
こ
と
。

⑤

詠
み
方
の
規
則
か
ら
は
ず
れ
て
詠
ま
れ
た
た
め
非
難
さ
れ
た
和
歌
を
、
名
手
忠
岑
が
や
す
や
す
と
添
削
し
修
正
し
て
み
せ
た
こ
と
。

問
八

線
部
甲
「
六
歌
仙
」、
乙
「
今
度
の
撰
集
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
1
）、（
2
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
1
）
問
題
文
冒
頭
の
「
喜
撰
、
猿
丸
、
遍
照
、
業
平
、
小
町
、
黒
主
」
の
う
ち
、
誤
っ
て
「
六
歌
仙
」
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

は
誰
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

37

。

①

喜
撰

②

猿
丸

③

遍
照

④

業
平

⑤

小
町

⑥

黒
主

（
2
）
「
今
度
の
撰
集
」
の
仮
名
序
の
作
者
は
誰
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

38

。

①

在
原
業
平

②

大
伴
家
持

③

紀
貫
之

④

醍
醐
天
皇

⑤

藤
原
定
家

（
国
語
問
題

お
わ
り
）
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オ
「
人
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
」

①

あ
な
た
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
さ
あ
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど

②

今
で
は
も
う
子
ど
も
の
こ
ろ
の
気
持
ち
は
全
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど

③

人
間
は
い
つ
ま
で
も
同
じ
気
持
ち
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど

④

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
人
の
考
え
は
す
ぐ
に
は
理
解
で
き
な
い
け
れ
ど

⑤

人
は
私
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
少
し
も
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
け
れ
ど

問
五

線
部
イ
「
名
誉
の
歌
仙
と
云
ひ
つ
べ
く
、
恐
ろ
し
か
り
け
る
法
師
か
な
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

34

。

①

人
生
を
通
じ
て
詠
ん
で
き
た
多
数
の
和
歌
は
駄
作
だ
と
悟
り
、
欲
を
捨
て
た
こ
と
に
よ
っ
て
見
事
に
勅
撰
集
に
入
っ
た
か
ら
。

さ
ん

②

勅
撰
集
編
纂
を
知
り
こ
れ
ま
で
詠
ん
で
き
た
多
く
の
自
分
の
詠
歌
の
代
表
作
一
首
だ
け
を
残
し
、
ほ
か
は
潔
く
捨
て
た
か
ら
。

③

僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
仏
道
だ
け
で
な
く
和
歌
の
道
に
も
卓
越
し
、
専
門
の
歌
人
た
ち
と
肩
を
並
べ
て
勅
撰
集
に
入
っ
た
か
ら
。

④

仏
道
修
行
で
体
得
し
た
欲
を
捨
て
る
と
い
う
境
地
を
、
和
歌
の
道
で
も
示
す
こ
と
で
勅
撰
集
に
入
る
宿
願
を
達
成
し
た
か
ら
。

⑤

和
歌
に
対
す
る
自
分
の
眼
力
を
信
じ
て
、
一
首
を
残
し
す
べ
て
破
棄
す
る
と
い
う
無
謀
な
企
て
が
幸
運
に
も
成
功
し
た
か
ら
。

問
六

線
部
エ
「
こ
の
猿
丸
と
云
ふ
名
を
も
記
さ
ざ
り
し
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

35

。

①

権
威
あ
る
勅
撰
集
な
の
で
本
名
で
あ
る
道
鏡
の
名
前
で
出
る
こ
と
を
希
望
し
た
と
い
う
こ
と
。

②

猿
丸
と
い
う
の
は
罪
人
に
付
け
ら
れ
る
名
前
な
の
で
勅
撰
集
に
載
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。

ち
ょ
う
あ
い

③

寵
愛
を
受
け
て
い
た
天
皇
が
崩
御
し
た
こ
と
に
遠
慮
し
て
猿
丸
の
名
を
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
。

④

本
名
を
記
す
勅
撰
集
の
慣
例
に
改
名
後
の
猿
丸
と
い
う
名
前
が
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
こ
と
。

⑤

和
歌
の
作
者
と
し
て
猿
丸
と
い
う
名
前
が
こ
の
勅
撰
集
の
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
。
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問
四

線
部
ア
「
愚
僧
が
詠
歌
は
一
代
に
た
だ
一
首
に
て
候
ふ
」、
ウ
「
一
年
旧
主
の
喪
を
終
ら
せ
」、
オ
「
人
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
」
の
現
代

語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
ア
が

31

、
ウ
が

32

、
オ
が

33

。

ア
「
愚
僧
が
詠
歌
は
一
代
に
た
だ
一
首
に
て
候
ふ
」

①

和
歌
の
下
手
な
僧
が
詠
ん
だ
の
は
生
涯
に
こ
の
一
首
き
り
で
ご
ざ
い
ま
す

②

才
能
の
な
い
僧
も
勅
撰
集
に
せ
め
て
一
首
は
採
ら
れ
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す

③

未
熟
者
が
和
歌
を
詠
む
の
は
帝
一
代
に
つ
き
一
首
が
限
度
で
ご
ざ
い
ま
す

④

凡
庸
な
僧
の
詠
ん
だ
和
歌
は
こ
の
帝
の
治
世
に
は
一
首
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

⑤

私
の
よ
う
な
者
が
詠
ん
だ
和
歌
は
一
生
の
間
に
こ
の
一
首
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

ウ
「
一
年
旧
主
の
喪
を
終
ら
せ
」

①

一
年
経
っ
て
清
麿
の
喪
が
明
け
た
の
で

②

一
年
に
わ
た
っ
て
帝
の
喪
に
服
さ
せ
て

③

昨
年
亡
く
な
っ
た
元
の
主
君
の
葬
儀
を
済
ま
せ
て

④

仕
え
て
い
た
帝
が
一
年
前
に
崩
御
し
て

⑤

昔
仕
え
て
い
た
主
君
の
喪
を
一
年
で
打
ち
切
っ
て

4
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

な
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
ほ
と
ん
ど
反
省
的
に
言
葉
を
考
え
て
み
る
こ
と
も
な
い
。

特
に
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
途
方
も
な
く
豊
富
に
な
っ
た
現
代
に
あ
っ
て
は
、
不
特
定
の
相
手
に
一
方
的
に
送
り
出
さ
れ
る
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
の
っ
た
言
葉
は
、
そ
の
非
相
互
性
に
よ
っ
て
大
衆
の
意
識
操
作
の
手
段
と
化
し
、
人
び
と
は

ｃ

そ
の
情
報
カ

Ｃ
ジ
ョ
ウ
に
よ
る
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
悩
ま
さ
れ
る
。
同
じ
日
本
語
を
語
っ
て
も
通
じ
な
い
い
ら
だ
ち
、
無
意
味
な
流
行
語
の
氾
濫
、
真

の
対
話
の
不
在
、
等
々
、
言
葉
一
般
に
対
す
る
不
信
と
絶
望
感
を
多
少
と
も
感
じ
な
い
人
は
恐
ら
く
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
切
語
る
こ
と
を
拒
否
し
て
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
世
界
へ
と
ト
ウＤ
ヒ
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
に
思
考
す
る
こ
と
自
体
が
す
で
に
言
葉
に

よ依
っ
て
い
る
こ
と
に甲
慄
然
と
し
て
気
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
物
質
的
生
産
の
支
配
者
に
所
有
さ
れ

ろ

さ
れ
て
い
て
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
公
教
育
や
マ
ス
・
コ
ミ
文
化
に
よ
っ
て
上
か
ら
、
外
か
ら
与
え
ら
れ
、
押
し
つ
け
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
ん
と
う

ま
こ
と
に
「
言
語
は
も
っ
と
も
巧
妙
に
内
部
に
注
2
滲
透
す
る
抑
圧
の
武
器
と
な
る
」（
注
3サル

ト
ル
）
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
言
語
状
況
は
、
実
は
言
葉
自
身
の
も
つ
宿
命
的
と
も
い
う
べ
き
二
重
の
疎
外
現
象
の
結
果
で
あ
る
。
第
一
に
、
人
間
を
他
の
動
物
か

せ
つ
ぜ
ん

ら
截
然
と
分
か
つ
分
節
言
語
＝
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
は
、
そ
の
間
接
性
、
代
替
性
、
非
現
実
性
に
よ
っ
て
人
間
の
一
切
の
文
化
的
エ
イ
イ
を
可
能
に
し
た

が
、
こ
れ
は
同
時
にⅡ
人
間
の
栄
光
で
も
あ
り
悲
惨
で
も
あ
っ
た
。
人
間
は
言
葉
を
も
っ
た
そ
の
瞬
間
か
ら
モ
ノ
と
の乙
疎�

隔�

の
道
を
た
ど
り
は
じ
め
た

の
で
あ
る
。（

①

）
幼
時
、
モ
ノ
の
名
を
知
ら
な
か
っ
た
頃
の
あ
の
新
鮮
な
モ
ノ
と
の
交
流
、
注
4プラ

ト
ン
が
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
に
述
べ
た

〈
注
5コー

ラ
〉
の
場
の
欲
動
と

は

は
言
語
習
得
と
と
も
に
失
わ
れ
、

ｄ

抑
圧
さ
れ
て
い
く
。

第
二
に
、
こ
れ
が
ラ
ン
グ
の
次
元
に
い
た
る
と
、
そ
の
社
会
制
度
的
性
格
か
ら
、
言
語
に
よ
る
疎�

外�

は
よ
り
深
刻
な
様
相
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。

ラ
ン
グ
と
は
、
い
く
つ
か
の
イＥ
ソ
ウ
を
も
つ
集
団
的
言
語
活
動
が
そ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
も
し
く
は
集
団
に
お
け
る
主
体
的
な
価
値
意
識
が丙
捨

象
さ
れ
対
象
化
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
制
度
の
な
か
に
そ
の
自
発
性
を
ほ
と
ん
ど
死
物
化
さ
せ
て
し
ま
うＦ
ダ
セ
イ
化
と
平
行
し
て
、〈
構
成
さ

れ
た
構
造
〉
は
個
を
規
制
す
る
も
の
と
し
て
働
き
出
す
。（

②

）
い
わ
ば
類�

と
し
て
の
人
間
の
創
造
物
で
あ
る
言
葉
が
、
個�

と
し
て
の
人
間
に

む
か

と
っ
て
は
既
成
の

に

物
と
な
っ
て
立
ち
向
っ
て
く
る
。
注
6メル

ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
も
言
う
よ
う
に
、「
私
た
ち
は
言
葉
が
制
度
化
し
て
い

る
世
界
の
な
か
に
生
き
て
い
る
」（『
知
覚
の
現
象
学
』）
の
で
あ
る
。（

③

）
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�

�
�

必
答
問
題

�

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

23

。

初
期
の
注
1ソシ

ュ
ー
ル
は
ま
ずⅠ
人
間
の
も
つ
普
遍
的
な
言
語
能
力
・
シ
ン
ボ
ル
化
活
動
を
〈
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
〉
と
呼
び
、
こ
れ
を
そ
の
社
会
的
側
面

で
あ
る
〈
ラ
ン
グ
〉（
＝
社
会
制
度
と
し
て
の
言
語
）
と
個
人
的
側
面
で
あ
る
〈
パ
ロ
ー
ル
〉（
＝
現
実
に
行
わ
れ
る
発
話
行
為
）
と
に
分
け
た
。

て
い

本
来
的
に
は
、
言
語
学
が
人
間
の
〈
文
化
化�

さ
れ
た
自
然
〉
の
根
柢
に
あ
る
分
節
言
語
を
探
ろ
う
と
す
る
エ
イＡ
イ
で
あ
る
限
り
、
そ
の
対
象
は
ラ

ン
ガ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
研
究
者
は
現
実
に
存
在
す
る
日
本
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
い
っ
た
ラ
ン
グ
を
通
し
て
し
か
そ
の
本
質
に
は
迫

れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
、
母
国
語
で
あ
れ
ば
幼
年
時
代
に
、
第
二
言
語
で
あ
れ
ば
も
っ
と
後
に
作
ら
れ
る
心
的
構
造
を
ラ
ン
グ
と
名
づ

け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
は
自
己
の
経
験
を
分
析
し
、
発
話
の
際
に
必
要
な
選
択
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
特
定
の

ラ
ン
グ
の
な
か
に
あ
っ
て
は
、
音
声
の
組
み
合
わ
せ
か
た
、
語
同
士
の
結
び
つ
き
な
ど
に
一
定
の
法
則
が
あ
り
、
こ
の
法
則
の
総
体
が
ラ
ン
グ
で

あ
っ
て
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
超
個
人
的
な
抽
象
的
条
件
で
あ
る
と
す
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
は
一
つ
の
社
会
制
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ａ

、
ラ
ン
グ
は
社
会
生
活
の
所
産
で
あ
り
、
生
理
器
官
の
本
能
的
使
用
と
は
本
質
的
に
異
な
る
そ
の
社
会
固
有
の
価
値
観
を
も
つ
構

造
で
あ
り
、
社
会
成
員
の
暗
黙
の
契
約
の
ご
と
き
も
の
に
も
と
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ｂ

、
現
実
の
発
話
に
現
れ
た
言
行
為
は
、
特
定
の
話
者
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
具
体
音
の
連
続
で
あ
り
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
こ
れ
を

パ
ロ
ー
ル
と
呼
ん
だ
。
ラ
ン
グ
は
パ
ロ
ー
ル
の
条
件
で
あ
り
規
則
の
体
系
で
あ
っ
て
も
、
パ
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
し
か
顕
在
化
し
な
い
潜
在
構
造
で
あ

る
。以

上
の
一
見
抽
象
的
な
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
、
ラ
ン
グ
、
パ
ロ
ー
ル
の
概
念
が
意
味
す
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ご

く
身
近
な
日
常
の
言
語
状
況
に
目
を
向
け
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
私
た
ち
は
地
上
に
生
を
受
け
た
瞬
間
か
ら
言
葉
に
囲
ま
れ
、
言
葉
に
よ
っ
て
育
て

ら
れ
、
言
葉
を
通
し
て
も
の
を
考
え
、
言
葉
に
よ
っ
て
他
者
と
の
関
係
をＢ
ジ
ュ
リ
ツ
し
て
い
く
。
あ
ま
り
に
も
身
近
で
あ
り

い

的

Ｂ

国

語
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�
�

�
�
�

�
�
�

�

注
8

構
造
主
義
＝
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
理
論
に
端
を
発
す
る
言
語
学
上
の
立
場
。

注
9

闡
明
＝
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
が
ら
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
。

注
10

形
而
上
学
＝
個
々
に
実
在
す
る
事
物
を
超
え
た
真
理
を
探
究
す
る
学
問
。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

6

。

Ａ

1

エ
イ
イ

�����������

�

�

�

�

�

①

イ
シ
ン
デ
ン
シ
ン
の
仲
。

②

女
王
陛
下
が
タ
イ
イ
さ
れ
た
。

③

先
輩
に
コ
ウ
イ
を
抱
い
て
い
る
。

④

ム
イ
な
時
間
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。

⑤

条
例
に
イ
キ
ョ
す
る
。

Ｂ

2

ジ
ュ
リ
ツ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

テ
ン
ジ
ュ
を
全
う
し
た
。

②

奥
義
を
デ
ン
ジ
ュ
す
る
。

③

合
成
ジ
ュ
シ
。

④

ジ
ュ
ヨ
ウ
に
応
じ
る
。

⑤

ジ
ュ
キ
ョ
ウ
を
学
ぶ
。

Ｃ

3

カ
ジ
ョ
ウ

�����������

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

①

ジ
ョ
ウ
ソ
ウ
教
育
を
施
す
。

②

ブ
ー
ム
に
ビ
ン
ジ
ョ
ウ
す
る
。

③

ジ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
志
向
が
強
い
。

④

ジ
ョ
ウ
ニ
ン
理
事
。

⑤

ヨ
ジ
ョ
ウ
人
員
を
移
籍
さ
せ
る
。

Ｄ

4

ト
ウ
ヒ

�����������

�

�

��

�

①

論
理
が
ヒ
ヤ
ク
し
て
い
る
。

②

お
見
合
い
を
キ
ヒ
す
る
。

③

訴
訟
の
ヒ
コ
ク
人
と
な
る
。

④

大
臣
を
ヒ
メ
ン
す
る
。

⑤

ダ
ク
ヒ
を
伝
え
る
。
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注
7アナ

グ
ラ
ム
研
究
以
前
の
前
期
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
、
右
の
よ
う
な
言
語
と
い
う
物
神
の
解
明
と
批
判
か
ら
出
発
し
た
。
そ
の
た
め
に
注
8構造

主
義
の
祖

シ
ス
テ
ム

と
み
な
さ
れ
た
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
、
し
か
し
な
が
ら
、〈
構
造
〉
と
い
う
術
語
を
用
い
な
か
っ
た
。
彼
が
依
っ
て
立
つ
キ
ー
・
コ
ン
セ
プ
ト
は
〈
体
系
〉

で
あ
り
、
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム

Ⅲ
彼
の
考
え
た
〈
体
系
〉
と
は
、
個
々
の
要
素
が
相
互
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
総
体
で
は
あ
っ
て
も
、
個
は
自
存
的
実
体
で
は
な
く
て
他
の
個
と
の

共
存
と
全
体
と
の
関
連
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
存
在
す
る
関
係
態
な
の
で
あ
る
。
私�

と
い
う
個
人
も
、
社
会
・
歴
史
的
な
関
係
の
網
目
の
産
物
と
し
て

の
間�

我�

に
ほ
か
な
ら
な
い
。（

④

）
し
か
し
現
実
に
は
そ
の
関
係
が
物
化
さ
れ
た
形
で
現
れ
、
私
た
ち
は
こ
れ
を
自
存
的
実
体
と
錯
視
し
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。（

⑤

）
せ
ん
め
い

ほ

の
本
質
を
注
9

闡
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
化
一
般
の
記
号
性
と
そ
の
物
象
化
現
象
を
明
る
み
に
出
す
方
法
を
示
唆
し
た
ソ
シ
ュ
ー

け
い
じ
じ
ょ
う
が
く

ル
の
戦
略
は
、

ｅ

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
以
降
の
西
欧
注
10
形
而
上
学
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
、
近
代
科
学
の
い
ず
れ
を

も
否
定
し
、
一
切
の
実
体
論
的
思
考
を
解
体
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

ま
る
や
ま
け
い
ざ
ぶ
ろ
う

（
丸
山
圭
三
郎
『
言
葉
と
無
意
識
』
に
よ
る
）

注
1

ソ
シ
ュ
ー
ル
＝
一
八
五
七
年
〜
一
九
一
三
年
。
ス
イ
ス
の
言
語
学
者
、
言
語
哲
学
者
。

注
2

滲
透
＝
次
第
に
広
い
範
囲
に
行
き
渡
る
こ
と
。

注
3

サ
ル
ト
ル
＝
一
九
〇
五
年
〜
一
九
八
〇
年
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
小
説
家
。

注
4

プ
ラ
ト
ン
＝
紀
元
前
五
〜
四
世
紀
頃
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
。
彼
の
著
作
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
は
、
哲
学
的
な
理
論
を
用
い
つ
つ
、

宇
宙
や
神
々
、
人
間
の
仕
組
み
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

注
5

コ
ー
ラ
＝
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
そ
の
中
に
何
か
が
あ
る
と
こ
ろ
の
空
間
や
場
所
」
の
意
。

注
6

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
＝
一
九
〇
八
年
〜
一
九
六
一
年
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
。

注
7

ア
ナ
グ
ラ
ム
＝
言
葉
遊
び
の
一
種
。
単
語
や
文
の
中
の
文
字
を
い
く
つ
か
入
れ
替
え
て
、
全
く
別
の
意
味
に
す
る
遊
び
。
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
七

線
部
Ⅱ
「
人
間
の
栄
光
で
も
あ
り
悲
惨
で
も
あ
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
「
悲
惨
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
理
由
を
説
明
し
た
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①

言
語
を
持
っ
て
い
な
い
人
間
は
動
物
と
同
等
レ
ベ
ル
の
存
在
で
あ
る
か
ら
。

②

言
語
は
人
間
社
会
の
分
断
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
か
ら
。

③

言
語
を
使
用
す
る
と
独
自
の
文
化
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
。

④

言
語
の
習
得
に
よ
っ
て
幼
児
の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
し
ま
う
か
ら
。

⑤

言
語
を
用
い
て
し
ま
う
と
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
認
識
で
き
な
い
か
ら
。

問
八

線
部
Ⅲ
「
彼
の
考
え
た
〈
体
系
〉
と
は
、
個
々
の
要
素
が
相
互
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
総
体
で
は
あ
っ
て
も
、
個
は
自
存
的
実
体
で
は

な
く
て
他
の
個
と
の
共
存
と
全
体
と
の
関
連
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
存
在
す
る
関
係
態
な
の
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
「〈
体
系
〉」
を
説

明
し
た
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

23

。

①

個
は
あ
く
ま
で
も
個
で
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
〈
体
系
〉
に
あ
っ
て
も
そ
の
特
徴
は
一
定
し
て
い
る
。

②
〈
体
系
〉
に
お
け
る
個
の
特
徴
は
自
動
的
に
決
定
は
せ
ず
、
他
の
要
素
と
の
相
違
や
類
似
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
明
ら
か
に
な
る
。

③
〈
体
系
〉
に
お
い
て
は
中
心
と
な
っ
て
い
る
唯
一
無
二
の
個
が
あ
り
、
そ
の
個
と
の
関
係
に
よ
っ
て
他
の
個
は
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

④
〈
体
系
〉
を
構
成
す
る
個
の
中
に
は
、
他
と
の
関
係
を
有
さ
な
い
独
立
し
た
個
も
存
在
す
る
。

⑤

個
と
〈
体
系
〉
の
関
係
は
、
個
が
〈
体
系
〉
の
特
徴
を
決
定
づ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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問
五

次
の
一
文
が
入
る
最
も
適
当
な
箇
所
を
、
問
題
文
中
（

①

）
〜
（

⑤

）
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

20

。

ま
た
生
産
物
そ
れ
自
体
が
有
す
る
か
に
見
え
る
使
用
価
値
も
、
実
は
交
換
価
値
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
社
会
内
の
関
係
に
媒
介
さ
れ
て
の
み

存
在
す
る
。

問
六

線
部
Ⅰ
「
人
間
の
も
つ
普
遍
的
な
言
語
能
力
・
シ
ン
ボ
ル
化
活
動
を
〈
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
〉
と
呼
び
、
こ
れ
を
そ
の
社
会
的
側
面
で
あ
る

〈
ラ
ン
グ
〉（
＝
社
会
制
度
と
し
て
の
言
語
）
と
個
人
的
側
面
で
あ
る
〈
パ
ロ
ー
ル
〉（
＝
現
実
に
行
わ
れ
る
発
話
行
為
）
と
に
分
け
た
」
と
あ

り
ま
す
が
、〈
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
〉〈
ラ
ン
グ
〉〈
パ
ロ
ー
ル
〉
の
説
明
の
う
ち
適
当
で�

は�

な�

い�

も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

言
語
を
形
成
す
る
要
素
の
う
ち
、
具
体
的
に
発
音
さ
れ
る
音
声
は
〈
パ
ロ
ー
ル
〉
に
含
ま
れ
る
。

②
〈
ラ
ン
グ
〉
と
〈
パ
ロ
ー
ル
〉
を
合
わ
せ
た
言
語
の
全
体
像
が
〈
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
〉
で
あ
る
。

③
〈
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
〉
の
本
質
を
探
ろ
う
と
す
る
場
合
、〈
パ
ロ
ー
ル
〉
の
考
察
か
ら
だ
け
で
は
迫
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

④
〈
ラ
ン
グ
〉
と
は
、
そ
の
言
語
が
使
用
さ
れ
る
社
会
に
お
い
て
人
々
が
共
通
に
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
素
で
あ
り
、
同
時
に
、

規
則
と
し
て
人
々
に
強
制
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

⑤

現
実
の
発
話
に
お
い
て
、
意
味
の
伝
達
の
た
め
に
複
数
の
具
体
音
が
使
用
さ
れ
て
発
声
さ
れ
る
。
こ
の
具
体
音
の
選
択
に
際
し
て
、〈
ラ

ン
グ
〉
は
関
与
し
て
い
な
い
。
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�
�

問
四

線
部
甲
「
慄
然
」、
乙
「
疎
隔
」、
丙
「
捨
象
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
甲
が

17

、
乙
が

18

、
丙
が

19

。

甲

17

「
慄
然
」

�����������

①

び
っ
く
り
し
た
さ
ま
。

②

う
ん
ざ
り
し
た
さ
ま
。

③

あ
き
ら
め
た
さ
ま
。

④

わ
く
わ
く
し
た
さ
ま
。

⑤

お
そ
れ
、
お
の
の
い
た
さ
ま
。

乙

18

「
疎
隔
」

�����������

①

反
発
し
て
い
る
こ
と
。

②

う
と
ん
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

③

親
し
み
を
も
て
な
い
こ
と
。

④

距
離
が
生
じ
て
い
る
こ
と
。

⑤

お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
こ
と
。

丙

19

「
捨
象
」

�����������

①

不
要
な
も
の
を
無
視
す
る
こ
と
。

②

同
類
の
中
に
埋
没
さ
せ
る
こ
と
。

③

間
接
的
に
否
定
す
る
こ
と
。

④

具
体
的
に
例
を
挙
げ
る
こ
と
。

⑤

抽
象
的
に
ま
と
め
る
こ
と
。
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�
�

�

Ｅ

5

イ
ソ
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

ソ
ウ
シ
ョ
ク
を
省
い
た
簡
素
な
建
築
。

②

ソ
ウ
ソ
ウ
儀
礼
は
変
化
し
て
い
る
。

③

多
様
な
カ
イ
ソ
ウ
に
訴
え
か
け
る
。

④

あ
り
え
な
い
こ
と
を
カ
ソ
ウ
す
る
。

⑤

イ
ッ
シ
ソ
ウ
デ
ン
の
拳
法
。

Ｆ

6

ダ
セ
イ

�����������

�

���

�

①

食
べ
物
が
ダ
メ
に
な
る
。

②

ダ
ミ
ン
を
む
さ
ぼ
る
。

③

ダ
コ
ウ
運
転
。

④

ダ
ト
ウ
な
見
解
。

⑤

全
身
を
オ
ウ
ダ
す
る
。

問
二

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同

じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

ａ

が

7

、

ｂ

が

8

、

ｃ

が

9

、

ｄ

が

10

、

ｅ

が

11

。

①

一
方

②

あ
る
い
は

③

ま
ず

④

な
ぜ
な
ら
ば

⑤

た
と
え
ば

⑥

か
え
っ
て

問
三

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

い

が

12

、

ろ

が

13

、

は

が

14

、

に

が

15

、

ほ

が

16

。

い
〔

①

自
覚

②

無
意
識

③

象
徴

④

没
個
性

⑤

抽
象

〕

ろ
〔

①

保
護

②

無
視

③

管
理

④

搾
取

⑤

認
知

〕

は
〔

①

み
ず
み
ず
し
さ

②

た
ど
た
ど
し
さ

③

か
ぐ
わ
し
さ

④

や
か
ま
し
さ

⑤

た
く
ま
し
さ

〕

に
〔

①

道
化

②

副
産

③

勝
利

④

建
造

⑤

支
配

〕

ほ
〔

①

言
語

②

人
間

③

歴
史

④

現
実

⑤

作
品

〕
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�
�

�

こ
う
し
て
獲
得
し
た
概
念
色
は
、
ケ
ンＣ
ジ
ョ
ウ
者
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
（
注
1口絵

10
）。（

①

）

こ
う
し
た
概
念
色
の
知
識
が
処
理
さ
れ
る
脳
部
位
は
、
先
天
盲
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
左
半
球
の
側
頭
葉
前
部
に
あ
る
よ
う
だ
。
視
覚
ケ
ン

ジ
ョ
ウ
者
に
お
い
て
、
こ
の
脳
部
位
は
、
物
体
色
を
処
理
す
る
視
覚
野
と
、
言
語
を
処
理
す
る
言
語
野
の
両
方
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
感

覚
情
報
と
し
て
の
物
体
色
と
、
言
語
情
報
と
し
て
の
概
念
が
こ
こ
で
統
合
さ
れ
て
、
概
念
に
色
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ｂ

先
天
盲
で
は
、
概
念
色
を
処
理
す
る
左
側
頭
葉
前
部
は
、
言
語
野
と
し
か
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

ｃ

、
こ
れ

ま
で
一
度
も
視
覚
で
と
ら
え
た
こ
と
の
な
い
野
菜
や
果
物
の
概
念
色
は
、
視
覚
ケ
ン
ジ
ョ
ウ
者
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
概

念
色
の
形
成
に
、
物
体
色
は
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。（

②

）
こ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
視
覚
ケ
ン
ジ
ョ
ウ
者
の
概
念
色
も
、
か

な
り
の
程
度
、

は

で
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
物
体
色
の
な
い
も
の
に
色
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
と
く
に
不
思
議
で
は
な
い
気
が
し
て
く
る
。
実
際
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
、
脳
の
視
覚
処
理
で
日
常
的
に
起
こ
っ
て
い
る
。（

③

）

注
2ヘッ

ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
3
6
0
度
の
注
3バー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
の
風
景
を
提
示
す
る
と
き
、
風
景
映
像
か
ら
部
分
的
に
色
を
抜
い
て

み
た
実
験
が
あ
る
。
す
る
と
条
件
に
よ
っ
て
は
、
視
野
全
体
の
95
％
か
ら
色
が
消
え
て
無
彩
色
に
な
っ
て
も
、Ｄ
ヒ
ケ
ン
者
は
そ
の
こ
と
に
気
付
か
な

か
っ
た
。
つ
ま
り
我
々
が
視
覚
で
と
ら
え
て
い
る
（
と
思
っ
て
い
る
）
風
景
の
色
は
、
か
な
り
の
程
度
、
実
際
の
物
体
色
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

ｄ

、
現
実
の
風
景
で
森
が
緑
で
空
が
青
く
見
え
る
（
と
思
っ
て
い
る
）
の
も
、
概
念
色
が
物
体
色
に
逆
投
影
さ
れ
て
い
る
だ
け
な

の
か
も
し
れ
な
い
、
と
疑
わ
し
く
な
っ
て
く
る
。
実
際
、
も
と
も
と
物
体
色
が
あ
る
場
合
で
さ
え
、
そ
れ
が
概
念
色
の
逆
投
影
で
上
書
き
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
。（

④

）

（
中
略
）

面
白
い
の
は
、
概
念
色
だ
け
が
先
に
あ
り
、
そ
れ
が
物
体
色
と
し
て
現
実
化
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
二
つ
の
チ
ー
ム
を
分
け
る
紅
白
は
、
メ
ン

バ
ー
の
区
別
の
た
め
の
抽
象
的
な
色
な
の
だ
か
ら
、
物
理
的
実
体
と
は
無
関
係
な
概
念
色
に
違
い
な
い
（
だ
か
ら
、
青
と
黄
の
注
4ビブ

ス
で
色
分
け
し
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

か
ぶ

も
の

て
も
紅
白
戦
と
呼
ば
れ
る
）。
し
か
し
、
こ
の
あ
く
ま
で
も

に

の
概
念
色
は
、
小
学
校
の
赤
白
帽
と
い
う
特
殊
な
被
り
物
と
し
て
実

体
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
お
手
洗
い
の
赤
と
青
の
シ
ン
ボ
ル
も
、
男
女
の
区
別
を
示
す
概
念
色
が
現
実
の
物
体
色
に
現
実
化
し
て
デ
ザ

イ
ン
化
さ
れ
た
も
の
だ
。（

⑤

）
も
ち
ろ
ん
、
い
っ
た
ん
赤
白
帽
な
ど
が
作
ら
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
正
真
シ
ョ
ウＥ
メ
イ
の
物
体
色
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
自
然
界
に
も
と
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

ほ

な
の
だ
か
ら
、
そ
の
色
は
概
念
の
区
別
の
た
め

の
概
念
色
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

Ⅱ
概
念
色
か
ら
物
体
色
へ
の
逆
投
影
が
こ
れ
ほ
ど
普
遍
的
だ
と
す
る
と
、
我
々
の
感
じ
て
い
る
（
と
思
っ
て
い
る
）
色
が
、

ｅ

物

体
色
な
の
か
概
念
色
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。

い
と
う
こ
う
す
け

（
伊
藤
浩
介
『
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
は
虹
の
七
色
？

知
ら
れ
ざ
る
「
共
感
覚
」
の
世
界
』
に
よ
る
）

注
1

口
絵
10
＝
今
回
の
問
題
文
に
お
い
て
は
口
絵
を
省
略
し
て
い
る
。

注
2

ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
＝
頭
部
に
装
着
す
る
、
映
像
を
表
示
す
る
装
置
。

ご
と

注
3

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
＝
ま
る
で
現
実
で
あ
る
か
の
如
く
知
覚
す
る
よ
う
に
仮
想
の
空
間
を
人
工
的
に
作
り
出
す
技
術
。
仮
想
現
実
。

注
4

ビ
ブ
ス
＝
競
技
者
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
上
か
ら
着
る
、
チ
ー
ム
の
区
別
を
つ
け
る
た
め
の
ベ
ス
ト
状
の
も
の
。
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国語〔前期Ｂ方式 1 /31〕

�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

選
択
問
題

�

�
【
読
解
問
題
】

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

31

〜

49

。

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
色
分
け
は
、
四
色
を
超
え
る
と
、Ａ
ジ
ョ
ジ
ョ
に
虹
の
よ
う
な
配
色
にＢ
シ
ュ
ウ
ソ
ク
し
て
く
る
。

（
中
略
）

た
だ
し
、
こ
の
色
分
け
は
七
色
で
限
界
を
迎
え
る
。
七
の
壁
を
超
え
る
と
、
色
が
尽
き
る
の
だ
。

ａ

、
色
そ
の
も
の
は
無
数
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
あ
く
ま
で
も

い

化
の
た
め
の
色
分
け
な
の
だ
と
す
る
と
、

互
い
に
明
確
に
区
別
で
き
る
有
彩
色
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
こ
の
数
が
実
質
的
に
七
つ
程
度
で
あ
る
こ
と
は
、
空
の
虹
が
八
色
以
上
に
な
ら

な
い
こ
と
を
は
じ
め
、
様
々
な
例
が
実
証
し
て
い
る
。

（
中
略
）

世
界
の
言
語
に
は
、
数
量
を
表
す
言
葉
が
二
や
三
ま
で
し
か
な
く
、
そ
れ
以
上
は
「
た
く
さ
ん
」
と
表
現
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
我
々

に
は
も
っ
と
多
く
の
数
量
を
表
す
言
葉
が
あ
る
が
、
同
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
要
素
を
区
別
す
る
と
い
う
脳
機
能
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
容
量
は
決
し

て

ろ

で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
、
一
か
ら
七
ま
で
は
個
別
に
要
素
を
区
別
す
る
が
、
七
の
壁
を
超
え
る
と
、
同
じ
も
の
が
た
く
さ
ん
、

と
い
う
と
ら
え
方
に
な
っ
て
し
ま
う
。

七
の
壁
の
内
側
で
、
概
念
の
色
分
け
に
使
わ
れ
る
抽
象
的
な
色
を
、
概
念
色
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
例
え
ば
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
左
右
が
青
と
赤

で
区
別
さ
れ
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
Ｔ
Ｖ
の
リ
モ
コ
ン
の
ボ
タ
ン
が
青
赤
緑
黄
に
色
分
け
さ
れ
た
り
す
る
の
が
概
念
色
で
、
こ
れ
は
空
が
青
か
っ
た
り
ト

マ
ト
が
赤
か
っ
た
り
す
る
物
体
色
と
は
、
ま
っ
た
く
の
別
物
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、Ⅰ
こ
れ
ら
二
種
類
の
色
は
し
ば
し
ば
一
致
し
な
い
。
青
信
号
の

物
体
色
は
緑
だ
が
、
そ
の
概
念
色
は
青
で
あ
る
。（
中
略
）

概
念
色
の
極
端
な
例
に
、
生
ま
れ
つ
き
（
も
し
く
は
生
後
早
い
時
期
か
ら
）
目
の
見
え
な
い
先
天
盲
に
お
け
る
「
色
」
が
あ
る
。
こ
う
し
た
人
は
、

り
ん
ご
が
赤
い
こ
と
や
バ
ナ
ナ
が
黄
色
い
こ
と
を
、
視
覚
で
は
な
く
、
言
語
を
介
し
た
概
念
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
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�
��
�

�
�
�

�
�
�

�

�
�

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｅ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

31

〜

35

。

Ａ

31

ジ
ョ
ジ
ョ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

チ
ツ
ジ
ョ
を
乱
す
行
為
。

ま
ん
え
ん

②

ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
を
ジ
ョ
チ
ョ
ウ
す
る
。

③

害
虫
を
ク
ジ
ョ
す
る
。

④

ジ
ョ
コ
ウ
運
転
に
よ
る
安
全
確
認
。

⑤

紳
士
シ
ュ
ク
ジ
ョ
の
皆
様
。

Ｂ

32

シ
ュ
ウ
ソ
ク

�����������

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

①

シ
ュ
ウ
バ
ツ
な
作
品
。

②

シ
ュ
ウ
ト
ウ
な
準
備
。

③

証
拠
物
件
の
オ
ウ
シ
ュ
ウ
。

④

シ
ュ
ウ
ア
ク
な
風
貌
。

⑤

今
後
の
キ
ョ
シ
ュ
ウ
に
迷
う
。

Ｃ

33

ケ
ン
ジ
ョ
ウ

�����������

�
�
�

�
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�

①

ジ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
酌
量
の
余
地
。

②

ジ
ョ
ウ
キ
を
逸
し
た
ふ
る
ま
い
。

③

空
気
を
ジ
ョ
ウ
カ
す
る
。

④

商
売
が
ハ
ン
ジ
ョ
ウ
す
る
。

⑤

会
話
中
に
ハ
ン
ジ
ョ
ウ
を
入
れ
る
。

Ｄ

34

ヒ
ケ
ン
者

�����������

�

�

�

��

①

仕
事
に
ヒ
ジ
ュ
ウ
を
置
く
。

②

ヒ
キ
ョ
ウ
を
探
検
す
る
。

③

罪
状
を
ヒ
ニ
ン
す
る
。

④

ヒ
ギ
ャ
ク
的
美
感
へ
の
傾
倒
。

⑤

ヒ
ソ
ウ
浅
薄
な
知
識
。

Ｅ

35

シ
ョ
ウ
メ
イ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

メ
イ
カ
イ
な
論
旨
。

②

コ
ン
メ
イ
を
極
め
た
状
況
。

③

メ
イ
ガ
ラ
重
視
の
商
品
選
択
。

④

固
く
結
ば
れ
た
メ
イ
ユ
ウ
。

⑤

メ
イ
ジ
ツ
共
に
一
流
の
人
。

7

念
校
紙―101―

12

Ｂ（選）

２２２２０７Ｊ Page 12 2021.12.14 17.51.31

２２２２０７Ｊ_12



176

入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

国語〔前期Ｂ方式 1 /31〕

�
�

�
�

問
五

線
部
Ⅰ
「
こ
れ
ら
二
種
類
の
色
は
し
ば
し
ば
一
致
し
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
具
体
例
を
示
し
た
も
の
と
し
て
適
当
で�

は�

な�

い�

も

の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

47

。

①

オ
レ
ン
ジ
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
原
稿
に
「
朱
を
入
れ
る
」。

②

静
脈
血
は
、
図
で
示
さ
れ
る
時
は
「
青
色
」
で
描
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
実
際
は
赤
色
で
あ
る
。

③
「
バ
ラ
色
」「
セ
ピ
ア
色
」「
灰
色
」
な
ど
の
色
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
青
春
。

④

サ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
や
ピ
ン
ク
色
の
「
ワ
イ
シ
ャ
ツ
（
＝w

h
ite

sh
irt

白
い
シ
ャ
ツ
）」。

⑤

白
い
雪
が
降
り
積
も
っ
た
光
景
を
「
銀
世
界
」
と
表
現
す
る
。

問
六

線
部
Ⅱ
「
概
念
色
か
ら
物
体
色
へ
の
逆
投
影
が
こ
れ
ほ
ど
普
遍
的
だ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

48

。

①

物
体
色
が
現
実
に
存
在
し
て
い
て
も
、
そ
れ
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
の
物
体
色
と
は
異
な
る
概
念
色
が
確
固
と
し
て
存
在
す

る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
。

②

概
念
色
の
形
成
に
物
体
色
が
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
こ
と
が
証
し
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
物
体
色
の
知
覚
は
常
に
概
念
色
に
よ
っ
て
制

御
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。

③

物
体
色
が
な
い
も
の
に
も
色
を
知
覚
し
て
し
ま
う
例
が
あ
る
こ
と
が
証
し
て
い
る
よ
う
に
、
概
念
色
の
影
響
下
に
あ
っ
て
実
際
に
は
存
在

し
な
い
物
体
色
が
日
常
的
に
数
々
生
み
出
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。

④

物
体
色
が
概
念
色
の
影
響
で
別
の
色
と
し
て
知
覚
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
概
念
色
が
先
に
あ
っ
て
後
か
ら
物
体
色
と
し
て
実
体
化
す
る
事

例
も
あ
り
、
概
念
色
の
及
ぼ
す
力
は
一
般
に
大
き
い
、
と
い
う
こ
と
。

⑤

我
々
が
知
覚
し
て
い
る
の
が
現
実
に
あ
る
物
体
色
な
の
か
、
概
念
色
に
よ
っ
て
塗
り
か
え
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
判
断
不
能
な
も
の
も
多

く
、
混
乱
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
事
例
が
一
般
に
多
く
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
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問
二

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同

じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

ａ

が

36

、

ｂ

が

37

、

ｃ

が

38

、

ｄ

が

39

、

ｅ

が

40

。

①

し
か
し

②

い
っ
た
い

③

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

④

と
す
る
と

⑤

も
ち
ろ
ん

⑥

だ
か
ら
こ
そ

問
三

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

い

が

41

、

ろ

が

42

、

は

が

43

、

に

が

44

、

ほ

が

45

。

い
〔

①

同
一

②

差
異

③

具
体

④

抽
象

⑤

多
様

〕

ろ
〔

①

尋
常

②

定
量

③

万
能

④

無
限

⑤

適
量

〕

は
〔

①

視
覚

②

能
力

③

物
体

④

環
境

⑤

言
語

〕

に
〔

①

架
空

②

限
定

③

現
実

④

天
賦

⑤

対
照

〕

き
ょ
う
ざ
つ
ぶ
つ

ほ
〔

①

夾
雑
物

②

想
像
物

③

実
物

④

人
造
物

⑤

副
産
物

〕

問
四

次
の
一
文
が
入
る
最
も
適
当
な
箇
所
を
、
問
題
文
中
（

①

）
〜
（

⑤

）
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

46

。

緑
色
の
青
信
号
を
青
だ
と
感
じ
る
の
も
そ
う
だ
し
、
空
の
虹
が
七
色
に
見
え
る
の
は
、
我
々
の
知
識
と
し
て
概
念
色
が
そ
の
よ
う
に
見
え

さ
せ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
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ウ

疑
心
暗

52

�����������

①

危

②

忌

③

鬼

④

奇

⑤

飢

エ

53

言
令
色

�����������

①

甘

②

高

③

空

④

巧

⑤

放

オ

鶏
口

54

後

�����������

①

虎

②

牛

③

人

④

鶴

⑤

獣

カ

呉
越
同

55

�����������

①

穴

②

縁

③

戦

④

舟

⑤

乗

7
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問
七

問
題
文
の
内
容
と
一
致
す
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

49

。

①

視
覚
や
そ
の
関
連
機
能
は
き
わ
め
て
精
緻
な
構
造
を
有
し
て
い
る
た
め
、
私
た
ち
が
視
覚
で
捉
え
る
色
と
実
際
の
色
は
同
じ
で
あ
る
。

②

私
た
ち
の
脳
の
処
理
機
能
に
は
、
実
際
に
色
が
な
く
て
も
、
色
が
存
在
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
せ
る
は
た
ら
き
が
あ
る
。

③

二
十
四
本
や
六
十
本
の
色
鉛
筆
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
脳
機
能
に
は
無
数
の
色
を
明
確
に
区
別
で
き
る
は
た
ら
き
が
あ
る
。

④

目
の
見
え
な
い
先
天
盲
の
人
が
色
の
相
違
を
処
理
す
る
脳
の
機
能
は
、
全
く
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

⑤

虹
が
七
色
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
間
は
七
色
以
上
の
有
彩
色
を
知
覚
で
き
な
い
。

�
【
語
彙
問
題
】
解
答
番
号
は

50

〜

55

。

問

ア
〜
カ
は
四
字
熟
語
で
す
。

50

〜

55

に
入
る
最
も
適
当
な
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア
が

50

、
イ
が

51

、
ウ
が

52

、
エ
が

53

、
オ
が

54

、
カ
が

55

。

け
ん

ア

牽

50

付
会

�����������

①

共

②

強

③

凶

④

境

⑤

協

イ

51

唐
無
稽

�����������

①

荒

②

高

③

広

④

公

⑤

口
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

国語〔前期Ｂ方式 1 /31〕

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�

よ

い
ま
は
む
か
し
、
注
2宇多

の
み
か
ど
と
申
す
、
い
ま
そ
が
り
け
り
。
そ
の
お
ほ
ん
代
に
、
注
3兼芸

法
師
と
い
へ
る
歌
よ
み
の
ひ
じ
り
あ
り
け
り
。

年
い
た
く
老
い
て
、
い
と
あ
や
し
げ
な
る
を
見
て
、
女
ど
も
の
く
つ
く
つ
と
わ
ら
ひ
た
り
け
れ
ば
、
法
師
と
り
あ
へ
ず
、

み
や
ま

か
た
ち
こ
そ
深
山
が
く
れ
の
朽
ち
木
な
れ
心
は
花
に
な
さ
ば
な
り乙
な
ん

と
ぞ
言
ひ
け
る
。
さ
ば
か
り
の
ひ
じ
り
な
れ
ば
、
わ
ら
ひ
た
る
を
に
く
む
執
深
き
心
は
侍
ら
ざ
り
け
れ
ど
、
さ
る
ひ
じ
り
を
わ
ら
ひ
た
る
報
い

い
ま
し

さ
い
な

に
よ
り
て
、
そ
の
女
ど
も
はｂ
か
か
る
虫
と
生
ま
れ
出
で
て
、ｃ
汝
の
ご
と
き
え
せ
も
の
の
手
に
苛
ま
れ
侍
る
な
り
。
人
を
わ
ら
へ
る
報
い
す
ら

し
か

す
く
せ
が
た

然
り
。
も
の
殺
せ
る
法
師
の
後
の
世
こ
そ
思
ひ
や
る
に
も
過
ぎ
て
は
侍
れ
。
く
つ
く
つ
ほ
う
し
の
注
4
宿
世
語
り
、
ま
づ
か
く丙
な
ん
」
と6
を
か
し
き

を
ね
ん
じ
て
言
ひ
つ
づ
く
れ
ば
、ｄ
人
び
と
え
た
へ
ず
、
く
つ
く
つ
と
わ
ら
ひ
ぬ
。

さ
や
さ
や

（『
亮
々
草
紙
』
に
よ
る
）

注
1

糺
＝
今
の
京
都
市
左
京
区
の
下
鴨
神
社
の
境
内
の
森
。

注
2

宇
多
の
み
か
ど
＝
宇
多
天
皇
。
八
八
七
年
か
ら
八
九
七
年
ま
で
在
位
。

注
3

兼
芸
法
師
＝
陽
成
・
光
孝
・
宇
多
天
皇
時
代
（
八
七
六
年
〜
八
九
七
年
）
の
人
。「
か
た
ち
こ
そ
」
の
和
歌
は
『
古
今
集
』
所
収
。

注
4

宿
世
語
り
＝
前
世
か
ら
の
因
縁
話
。
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�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

た
か
ぶ
み

せ
み

選
択
問
題

�

次
の
文
章
は
江
戸
時
代
後
期
の
歌
人
、
木
下
幸
文
（
一
七
七
九
年
〜
一
八
二
一
年
）
の
記
し
た
、
蟬
に
つ
い
て
の
文
章
で
す
。
こ
れ
を

読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

61

〜

79

。

き
ほ

み
や
ま
べ

日
盛
り
に
競
へ
る
蟬
の
声
は
、
よ
に
か
し
ま
し
く
、
か
し
ら
い
た
き
心
地
し
て
、1
に
く
き
も
の
の
う
ち
に
も
入
れ
つ
べ
し
。
ひ
ぐ
ら
し
は
深
山
辺

く
さ

の
も
の
に
や
、
里
わ
た
り
に
は2
を
さ
を
さ
聞
こ
え
ず
。
た
だ
雨
の
名
残
り
涼
し
き
夕
か
げ
な
ど
、
も
の
あ
は
れ
に
鳴
く
一
種
あ
り
。
こ
れ
に
や
と
思

と
し
よ
り

あ

ひ
し
を
、
山
里
辺
に
聞
け
ば
、
こ
よ
な
か
り
け
り
。
ま
た
、
み
む
み
む
と
鳴
く
蟬
あ
り
。
あ
る
山
陰
に
す
ま
ひ
せ
し
ほ
ど
聞
き
し
な
り
。3
俊
頼
の
朝

そ
ん臣

の
「
う
つ
く
し
よ
し
」
と
詠
ま
れ
し
は
、
く
つ
く
つ
ほ
う
し
に
こ
そ
。
げ
に
さ
聞
け
ば
、
さ
ぞ
聞
き
な
さ
る
る
や
。

た
だ
す

京
に
あ
り
し
ほ
ど
、
文
月
の
つ
ご
も
り
、
葉
月
の
つ
い
た
ち
ば
か
り
に
や
、
友
だ
ち
い
ざ
な
ひ
て
注
1

糺
に
ま
う
で
た
り
し
に
、
涼
み
の
名
残
り
、

さ
じ
き

も
り

桟
敷
な
どア
さ
な
が
ら
あ
る
に
昇
り
て
、
酒
飲
み
な
ど
し
て
あ
そ
び
け
る
に
、
杜
の
あ
た
り
は
、
た
だａ
こ
の
蟬
の
声
な
り
き
。

を
と
と
し

ま
こ
と
や
、
一
昨
年
の
夏
ば
か
り
、
あ
る
所
に
て
蟬
と
い
ふ
題
に
て
書
き
た
り
し
ふ
み
。

ふ
み

こ
う

い

土
裂
く
ば
か
り
暑
き
ひ
る
ま
、
書
よ
む
わ
ざ
に
も
困
じ
は
て
て
、
眠
り
の
す
す
め
る
折
し
も
、
友
だ
ち
ひ
と
り
ふ
た
りイ
ゆ
く
り
な
く
出
で
来

や

は
ち
す

て
、「
い
で
や
、
何
が
し
の
禅
師
の
坊
こ
そ
木
立
ち
・
遣
り
水
い
と
を
か
し
く
て
、
蓮
も
盛
り
な
り
と
聞
く
を
、
い
ざ
給
へ
」
と
そ
そ
の
か
さ

れ
て
行
き
ぬ
。
あ
る
じ
は
な
き
ほ
ど
な
り
け
り
。
池
に
つ
く
り
か
け
た
る
釣
殿
め
く
楼
に
登
り
て
、「
あ
な
す
ず
し
。
か
く
夏
し
ら
ぬ
極
楽
世

き
ぬ

界
も
あ
り
け
る
を
」
と
て
、
衣
脱
ぎ
ち
ら
し
な
ど
、ウ
か
た
み
に
う
ち
み
だ
れ
た
る
さ
ま
も
を
か
し
。

さ
る
ほ
ど
に
、
小
法
師
の
茶
・
く
だ
も
の
な
ど
持
ち
出
で
た
る
が
、
近
き
木
に
鳴
き
た
る
蟬
を
、
つ
と
及
び
か
か
り
て
と
ら
へ
た
れ
ば
、

「
あ
な
う
た
て
、
法
師
は
も
の
の
命
た
す
く
る
こ
と
を
こ
そ
す
れ
、4
さ
る
さ
が
な
き
わ
ざ
す
る
も
の
か
は
」
と
言
へ
ば
、「
い
な
、
何
事
か
。

て
な
ら
ひ

あ

さ

て

手
習
の
草
紙
ひ
き
は
な
ち
、
袋
に
も
の
し
侍
り
て
、
昨
日
今
日
に
四
十
五
十
も
や
取
り
侍
り
つ
ら
ん
。
明
後
日
ば
か
り
に
は5
百
は
も
の
に
も
侍

こ
ず
ゑ

ら
ず
」
な
ど
言
ふ
に
、エ
あ
さ
ま
し
く
な
り
て
、「
あ
は
れ
今
に
お
そ
ろ
し
き
報
い甲
見
ん
ず
る
小
法
師
に
こ
そ
。
か
し
こ
の
梢
に
声
あ
や
し
く
て

鳴
く
蟬
の
名
を
ば
何
と
か
言
ふ
」
と
言
へ
ば
、「
か
れ
は
く
つ
く
つ
ほ
う
し
な
り
」
と
言
ふ
。「
し
か
名
付
き
た
る
ゆ
ゑ
を
ば
知
る
や
」
と
言
へ

ば
、
答
へ
は
せ
で
、
か
し
ら
う
ち
ふ
る
め
り
。「
い
で
、
さ
は
、
わ
れ
説
教
者
と
な
り
て
、
説
き
聞
か
せ
て
ん
。
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問
二

線
部
1
「
に
く
き
も
の
の
う
ち
に
も
入
れ
つ
べ
し
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

65

。

①

心
ひ
か
れ
る
も
の
と
し
て
聞
き
た
い
も
の
で
あ
る

②

聞
き
分
け
に
く
い
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う

③

不
快
な
も
の
の
一
つ
に
数
え
て
も
よ
い
に
違
い
な
い

④

う
ら
や
ま
し
く
思
わ
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る

⑤

嫌
な
も
の
を
袋
の
中
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
い
た
い

問
三

線
部
2
「
を
さ
を
さ
聞
こ
え
ず
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

66

。

①

ほ
と
ん
ど
声
を
聞
か
な
い

②

は
っ
き
り
と
は
聞
こ
え
な
い

③

ど
の
場
所
で
も
聞
こ
え
な
い

④

い
つ
も
は
声
を
聞
か
な
い

⑤

し
だ
い
に
聞
こ
え
な
く
な
る

7
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�
�

問
一

線
部
ア
「
さ
な
が
ら
」、
イ
「
ゆ
く
り
な
く
」、
ウ
「
か
た
み
に
」、
エ
「
あ
さ
ま
し
く
な
り
て
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

61

〜

64

。

ア

61

「
さ
な
が
ら
」

�����������

①

そ
う
は
い
っ
て
も

②

す
べ
て

③

そ
の
ま
ま

④

造
り
か
け
で

⑤

昔
か
ら

イ

62

「
ゆ
く
り
な
く
」

�����������

①

思
い
が
け
ず

②

あ
て
も
な
く

③

示
し
合
わ
せ
て

④

大
騒
ぎ
で

⑤

軽
率
に

ウ

63

「
か
た
み
に
」

�����������

①

堅
苦
し
く

②

片
肌
見
せ
て

③

部
分
的
に

④

大
げ
さ
に

⑤

互
い
に

エ

64

「
あ
さ
ま
し
く
な
り
て
」

�����������

①

み
す
ぼ
ら
し
く
な
っ
て

②

欲
深
く
な
っ
て

③

無
関
心
に
な
っ
て

④

感
心
し
て

⑤

あ
き
れ
果
て
て

7
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
��
�

問
十

線
部
甲
「
見
ん
ず
る
」
の
品
詞
分
解
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

77

。

①

見
／
ん
／
ず
る

②

見
ん
／
ず
る

③

見
ん
ず
／
る

④

見
／
ん
ず
／
る

⑤

見
／
ん
ず
る

問
十
一

線
部
乙
と
丙
の
「
な
ん
（
な
む
）」
の
文
法
的
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は
乙
が

78

、
丙
が

79

。

①

助
動
詞
「
ず
」
＋
助
動
詞
「
む
」

②

終
助
詞

③

助
動
詞
「
ぬ
」
＋
助
動
詞
「
む
」

④

ナ
行
変
格
活
用
動
詞
未
然
形
活
用
語
尾
＋
助
動
詞
「
む
」

⑤

係
助
詞

（
国
語
問
題

お
わ
り
）

7
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�
�

問
七

線
部
5
「
百
は
も
の
に
も
侍
ら
ず
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

73

。

①

百
匹
に
は
遠
く
及
ば
な
い

②

百
匹
取
ろ
う
が
関
係
な
い

③

百
匹
で
は
話
に
な
ら
な
い

④

百
匹
く
ら
い
は
簡
単
だ

⑤

百
匹
以
上
は
望
め
な
い

問
八

線
部
ｃ
「
汝
の
ご
と
き
え
せ
も
の
」、
ｄ
「
人
び
と
」
は
誰
の
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か

ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は
ｃ
が

74

、
ｄ
が

75

。

①

説
教
者

②

友
だ
ち
ひ
と
り
ふ
た
り

③

小
法
師

④

兼
芸
法
師

⑤

女
ど
も

問
九

線
部
6
「
を
か
し
き
を
ね
ん
じ
て
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

76

。

①

笑
い
た
く
な
る
の
を
こ
ら
え
て

②

風
情
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て

③

怪
し
げ
な
と
こ
ろ
を
心
配
し
て

④

優
れ
た
趣
き
を
心
懸
け
て

⑤

面
白
く
な
る
よ
う
に
祈
っ
て

7
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�
�

問
四

線
部
3
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
1
）、（
2
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、「
俊
頼
の
朝
臣
の
「
う
つ
く
し
よ
し
」
と
詠
ま
れ
し
」

を
み
な
へ
し

と
は
、
源
俊
頼
（
一
〇
五
五
年
頃
〜
一
一
二
九
年
以
前
）
の
和
歌
「
女
郎
花
な
ま
め
き
た
て
る
す
が
た
を
や
う
つ
く
し
よ
し
と
蟬
の
鳴
く
ら

ん
」
の
こ
と
で
す
。

（
1
）
「
げ
にⅰ
さ
聞
け
ば
、ⅱ
さ
ぞ
聞
き
な
さ
る
る
や
」
の

線
部
ⅰ
と
ⅱ
の
「
さ
」
の
指
示
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は
ⅰ
が

67

、
ⅱ
が

68

。

①

み
む
み
む

②

く
つ
く
つ

③

を
み
な
へ
し

④

も
の
あ
は
れ

⑤

う
つ
く
し
よ
し

へ
ん
さ
ん

（
2
）
源
俊
頼
が
編
纂
し
た
勅
撰
和
歌
集
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

69

。

①

万
葉
集

②

山
家
集

③

新
古
今
集

④

金
葉
集

⑤

古
今
集

問
五

線
部
ａ
「
こ
の
蟬
」、
ｂ
「
か
か
る
虫
」
の
指
示
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず

つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は
ａ
が

70

、
ｂ
が

71

。

①

友
だ
ち

②

く
つ
く
つ
ほ
う
し

③

ひ
ぐ
ら
し

④

み
む
み
む
と
な
く
蟬

⑤

女
ど
も

問
六

線
部
4
「
さ
る
さ
が
な
き
わ
ざ
す
る
も
の
か
は
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

72

。

①

そ
の
よ
う
な
た
ち
の
悪
い
こ
と
を
す
る
べ
き
で
な
い

②

そ
の
よ
う
に
天
命
に
反
す
る
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い

③

そ
れ
ほ
ど
無
慈
悲
な
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い

④

そ
の
よ
う
に
ず
け
ず
け
と
も
の
を
言
う
も
の
で
は
な
い

⑤

そ
ん
な
愚
か
な
こ
と
を
し
た
り
は
し
な
い
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173

入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

一
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

23

。

資
質
・
能
力
こ
そ
は
、
つ
ね
に
学
び
育
ち
つ
つ
あ
る
「
力
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
「
ま
る
ご
と
」
の
子
ど
も
そ
れ
自
体
で
あ
る
。

ａ

教
育
課
程
、
な
か
で
も
各
教
科
の
授
業
の
系
列
は
、
そ
の
よ
う
な
学
び
育
ち
つ
つ
あ
る
「
力
」
と
し
て
の
子
ど
も
の
、
そ
の
学
び

育
つ
「
力
」
を
ど
の
よ
う
に
引
き
出
し
増
大
さ
せ
て
い
く
か
、
と
い
う
問
題
構
制
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

（

①

）

こ
こ
で
再
び
学
習
指
導
要
領
や
そ
の
解
説
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
資
質
・
能
力
と
連
動
す
るⅠ
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で

き

よ
ほ
う
へ
ん

深
い
学
び
（
い
わ
ゆ
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」）」
で
あ
る
。Ⅱ
毀
誉
褒
貶
の
相
半
ば
す
る
こ
の
概
念
に
つ
い
て
の
、
歴
史
的
背
景
を
含
め
た
詳
細

な
検
討
は
ほ
か
に
ゆ
ず
る
と
し
て
（
中
略
）、
こ
こ
で
は
必
要
な
限
り
で
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。

こ
のＡ
ヒ
ョ
ウ
ゴ
が
主
張
さ
れ
る
背
景
に
は
、「
教
師
の
一
方
的
な
説
明
に
つ
い
て
子
ど
も
が
黙
々
と
ノ
ー
ト
を
取
り
続
け
る
」「
と
き
お
り
教
師
の

発
問
に
児
童
生
徒
が
答
え
る
一
問
一
答
式
の
や
り
と
り
を
挟
み
つ
つ
、

い

進
ん
で
い
く
」
と
い
う
よ
う
な
、「
教
師
主
導
」
の
、「
子
ど
も

が
主
体
性
や
能
動
性
を
発
揮
で
き
な
い
受
動
的
な
従
来
型
の
授
業
」
と
い
う
改
革
・
改
善
さ
れ
る
べ
き
現
状
の
想
定
が
あ
る
。
子
ど
も
（
学
習
者
）

が
「
受
け
身
」
に
な
っ
て
し
ま
う
現
行
の
授
業
を
、
子
ど
も
が
自
ら
対
象
に
取
り
組
み
、
他
者
と
協
働
す
る
、
能
動
的
で
活
動
的
な
新
し
い
授
業
に

転
換
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、
こ
の
ヒ
ョ
ウ
ゴ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
書
く
、
話
す
、
発
表
す
る
な
ど
子
ど
も
が
発
信
（
外

化
）
す
る
活
動
、
他
者
と
協
働
し
つ
つ
自
ら
問
題
を
発
見
し
ま
た
解
決
を
探
る
よ
う
な
問
題
解
決
学
習
・
探
究
型
学
習
な
ど
が
重
視
さ
れ
る
。
さ
き

に
触
れ
た
よ
う
に
探
究
型
学
習
と
は
、
教
材
な
ど
だ
け
で
な
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
実
験
な
ど
も
含
ん
で
、
子
ど
も
が
自
ら
掲
げ
た
問
い
に
自
律

的
に
回
答
を
与
え
て
い
く
学
習
の
型
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
子
ど
も
は
、
手
持
ち
の
知
識
や
技
能
を
用
い
て
他
者
と
協

働
し
な
が
ら
対
象
と
関
わ
り
、
そ
の
過
程
で
資
質
・
能
力
を
増
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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化
の
教
育
、
主
権
者
教
育
、
消
費
者
教
育
、
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど
、
教
育
／
学
習
内
容
は
増
え
こ
そ
す
れ
、
減
る
こ
と
は
な
い
。
明

ら
か
に
教
育
は
、
質
・
量
と
も
に
増
加
・
高
度
化
・
高
密
度
化
し
て
い
る
。

結
局
、
子
ど
も
に
も
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
学
習
内
容
を
、
単
に
丸
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
意
欲
を
も
っ
て
活
用
す
る
こ
と
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
力
と
し
て
の
自
分
自
身
を
確
実
に
高
度
化
し
て
い
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
、「
ゆ
と
り
の

に

」
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
事
態
で
あ
る
。

（

④

）

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
教
育
課
程
の
質
・
量
の
増
加
・
高
度
化
・
高
密
度
化
を
踏
ま
え
た
時
、
資
質
・
能
力
の
強
調
は
、
表
面
的
に
は
希
望
に
あ
ふ

れ
た
、
し
か
し
そ
の
内
実
は
極
め
て

ほ

な
コ
ン
セ
プ
ト
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
資
質
・
能
力
論
は
、「
子
ど
も
の
学
び
育
つ
力

が
発
揮
さ
れ
れ
ば
、
理
論
上
、
そ
の
よ
う
な
高
度
な
生
を
生
き
抜
く
こ
と
は
可
能
だ
」
と
、
そ
の
よ
う
に
主
張
す
る
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
か

ら
で
あ
る
。
理
想
的
な
子
ど
も
の
理
想
的
な
学
習
活
動
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
つ
ま
り
は
「
理
論
値
」
で
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
正
し

い
。
し
か
し
、
理
論
値
ぎ
り
ぎ
り
い
っ
ぱ
い
で
回
る
教
育
課
程
を
実
装
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
実
際
に
は
、

ｄ

高
度
に
組
織
さ
れ

た
教
育
課
程
は
、
子
ど
も
の
学
び
を
う
た
い
な
が
ら
、
う
ま
く
学
び
得
な
い
子
ど
も
を
振
り
落
と
し
な
が
ら
進
む
、
巨
大
な
選
抜
機
械
に
変
質
し
て

い
き
か
ね
な
い
。
そ
れ
が

ｅ

シ
ビ
ア
に
な
る
の
は
発
達
障
害
を
抱
え
て
い
る
な
ど
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
だ
ろ
う

よ
ど

た
ゆ

が
、
そ
う
で
な
く
と
も
、
一
切
の
「
行
き
つ
戻
り
つ
」
が
許
さ
れ
て
い
な
い
、
高
度
か
つ
高
密
度
の
教
育
課
程
を
淀
み
な
く
弛
み
な
く
歩
む
こ
と
は
、

子
ど
も
期
を
生
き
る
こ
と
そ
の
も
の
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

（

⑤

）

ⅱ
純
化
し
た
理
想
の
教
育
の
中
心
と
し
て
の
資
質
・
能
力
、
そ
れ
は
、
子
ど
も
の
顔
を
し
て
い
な
い
。

く
ま
し
ろ
た
け
ひ
こ

サ
バ
イ
バ
ル

（
神
代
健
彦
『「
生
存
競
争
」
教
育
へ
の
反
抗
』
に
よ
る
）
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社
会
に
貢
献
す
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
確
か
に
、
近
代
以
降
の
い
わ
ゆ
る
進
歩
的
な
教
育
思
想
に
共
通
の
理
想
で
あ
り
、
教
育
の
制
度
や
実
践
が
目

指
し
て
き
た
「
夢
」
で
す
ら
あ
る
。

ｃ

そ
ん
な
理
想
的
な
学
び
、
あ
る
い
は
そ
の
理
想
的
な
学
び
の
連
続
と
し
て
の
育
ち
と
は
、
あ
く
ま
で
、
抽
象
化
さ
れ
た
理
念
上

の
人
間
が
、
理
論
的
に
推
定
さ
れ
た
能
力
の
最
大
値
、
あ
る
種
の
「
理
論
値
」
を
発
揮
し
続
け
て
い
る
と
い
う
想
定
の
も
と
で
の
み
可
能
な
事
柄
に

す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
現
実
の
子
ど
も
の
育
ち
は
つ
ね
に
予
想
外
の
中
断
や
逸
脱
、
後
退
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
子
ど
も
の
現
実
の
生
活
が
、

た
ゆ
た

つ
ね
に
揺
れ
動
き
、
揺
蕩
っ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
子
ど
も
の
学
び
育
つ
力
を
最
大
限
に
肯
定
す
る
資
質
・
能
力
も
、
ま
た
社
会

を
生
き
る
上
で
／
社
会
に
と
っ
て
有
意
味
な
教
育
課
程
も
、
そ
ん
な
現
実
の
子
ど
も
の
生
の
不
確
実
性
にＤ
バ
ン
ソ
ウ
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
高
度
か

つ
過
大
で
あ
る
。
資
質
・
能
力
と
し
て
の
子
ど
も
に
は
、
前
進
／
向
上
／
増
大
／
高
度
化
の
み
が
あ
っ
て
、
後
退
／
停
滞
／
減
少
／
以
前
に
で
き
た

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
問
題
を
発
見
し
、
大
量
の
情
報
を
自
由
に
駆
使
し
て
、
複
雑
高
度
な
活
動
を

や
り
こ
な
し
、
困
難
に
ぶ
つ
か
る
や
否
や
、
誰
も
思
い
も
し
な
か
っ
たⅢ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
て
の
け
、
確
実
に
成
果
を
打
ち
立
て
る
力
で
あ
り
、

存
在
で
も
あ
る
よ
う
な
も
の
、
そ
れ
こ
そ
が
資
質
・
能
力
で
あ
る
。

（

③

）

も
う
少
し
実
態
に
即
し
て
言
い
直
そ
う
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」、
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
をＥ
ネ
ン
ト
ウ
に
お
い
た
授
業
を
強
調
し

て
い
る
。
教
師
の
教
え
込
み
を
排
し
、
子
ど
も
の
主
体
性
や
協
働
性
を
尊
重
し
、
子
ど
も
の
う
ち
に
生
き
た
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
成
さ
れ
る
こ

と
（
深
い
学
び
）
は
、
な
る
ほ
ど
重
要
で
あ
り
魅
力
的
で
も
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
指
導
要
領
の
改
訂
に
関
わ
っ
て
、
文
部
科
学
省
は
一
貫
し
て
「
学

習
内
容
の
削
減
は
行
わ
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
て
き
た
。
こ
の
背
景
に
、
文
部
官
僚
の
側
で
の
、「
考
え
る
力
」
を
う
た
っ
た
「
注
3ゆと

り
教
育
」
が

被
っ
た
厳
し
い
批
判
の
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
実
際
教
育
内
容
は
、
削
減
し
な
い
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
増
え

て
い
る
。
例
え
ば
、
注
4さき

に
触
れ
た
よ
う
に
二
〇
一
八
・
二
〇
一
九
年
度
に
小
学
校
と
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
「
特
別
の
教
科

道
徳
」
が
完
全
実
施

と
な
っ
た
ほ
か
、
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
は
小
学
校
英
語
（
外
国
語
）
が
教
科
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
理
数
教
育
、
言
語
能
力
の
育
成
、
伝
統
文

8
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�
�

�
�

（
中
略
）

じ
つ
の
と
こ
ろ
わ
た
し
は
、
資
質
・
能
力
に
対
し
て
、「
本
来
の
教
育
か
ら
外
れ
た
教
育
」「
ゆ
が
め
ら
れ
た
教
育
」「
非
教
育
的
な
教
育
」
な
ど

とＢ
ハ
イ
ゲ
キ
す
る
よ
う
な
、
一
般
的
な
教
育
語
り
で
し
ば
し
ば
生
ま
れ
る
否
定
の甲
所
作
を
繰
り
返
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ｂ

わ
た
し
は
、
資
質
・
能
力
や
注
1コン

ピ
テ
ン
シ
ー
が
描
く
教
育
／
学
習
論
の
こ
と
を
、ⅰ「
真
の
教
育
」「
純
化
さ
れ
た
教
育
」
と
す
ら
、

呼
ん
で
も
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
個
人
の
人
生
の
成
功
」
と
「
う
ま
く
機
能
す
る
社
会
」
に
必
要
な
人
間
像
・
能
力
観
を
定
義
し
、
そ
れ
を

子
ど
も
の
発
達
の
プ
ロ
セ
ス
に
落
と
し
込
む
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、乙
苦
役
で
し
か
な
か
っ
た
「
無
意
味
」
な
暗
記
や
単
調
な
技
能
訓
練
（
ドい

な

リ
ル
学
習
）
が
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ら
せ
ん
状
に
通
過
す
る
過
程
で
、
子
ど
も
は
、
本
来
の
学
び
育
つ
力
を
解
放
さ
れ
、
否

む
し
ろ
、
一
つ
の
学
び
育
つ
力
そ
の
も
の
と
な
り
、
自
己
自
身
を
ま
す
ま
す
高
度
化
し
て
い
く
、
学
び
の
注
2自己

運
動
そ
の
も
の
と
な
る

そ
れ

ち
ゅ
う
ち
ょ

を
教
育
が
夢
み
て
き
た
、
真
の
教
育
、
教
育
な
る
も
の
の
理
想
と
呼
ぶ
こ
と
に
、
わ
た
し
は
じ
つ
は
そ
れ
ほ
ど
躊
躇
が
な
い
。

（

②

）

問
題
の
第
一
は
、
社
会
の
要
請
に

ろ

応
え
よ
う
と
し
て
あ
ま
り
に
純
化
・
高
度
化
し
た
教
育
論
は
、
子
ど
も
と
い
う
存
在
、
あ
る
い
は

人
間
と
い
う
も
の
の
可
能
性
を
、
あ
ま
り
に
高
度
に
想
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

い
な
が
き
か

よ

確
か
に
人
間
は
、
ま
た
子
ど
も
は
、
生
ま
れ
つ
き
主
体
的
に
学
び
育
つ
力
を
も
っ
た
、「
能
動
的
」
で
「
有
能
」
な
学
習
者
で
あ
る
（
稲
垣
佳
世

こ

は

た

の

ぎ

よ

お

子
・
波
多
野
誼
余
夫
一
九
八
九
）。
彼
ら
は
自
律
的
に
学
ぶ
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
学
び
方
を
学
び
、
フＣ
ダ
ン
に
自
己
を
調
整
し
て
い
く
存
在
（
自
己

調
整
学
習
者
）
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
観
は
、「
所
定
の
知
識
や
技
能
の
習
得
で
は
な
く
、
学
習
者
が
モ
ノ
や
人
を
媒
介
と
す
る
活
動
を

さ
と
う
ま
な
ぶ

通
し
て
意
味
と
関
係
を
構
成
す
る
学
び
」（
佐
藤
学
一
九
九
六
）
と
い
う
考
え
方
を
中
心
に
教
授
／
学
習
活
動
を
考
え
る
、
い
わ
ゆ
る
構
成
主
義
的
学

習
観
と
整
合
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
教
科
書
に
書
か
れ
た
知
識
を
子
ど
も
に
伝
達
す
る

子
ど
も
は
受
動
的
に
知
識
を
獲
得
す
る

と
い
う

伝
統
的
な
教
育
観
を
否
定
す
る
。
む
し
ろ
知
識
と
そ
の
意
味
は
、
学
習
者
が
モ
ノ
や
他
者
と
試
行
錯
誤
し
つ
つ
関
わ
る
な
か
で
、
学
習
者
自
身
に

よ
っ
て
主
体
的
に
生
み
出
さ
れ
る
（
構
成
さ
れ
る
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
子
ど
も
は
、
モ
ノ
や
人
を
媒
介
と
し
て
つ
ね
に
新
し
い
知

識
を
生
み
出
し
続
け
、
ま
た
自
己
自
身
を
絶
え
ず

は

化
さ
せ
続
け
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
と
し
て
の
成
功
に
加
え
て
よ
り
よ
い
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

Ⅱ

14

「
毀
誉
褒
貶
」

�����������

①

成
功
と
失
敗

②

歓
喜
と
悲
哀

③

賛
成
と
反
対

④

褒
賞
と
懲
罰

⑤

称
賛
と
非
難

Ⅲ

15

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

�����������

①

独
自
の
発
想

②

教
育
の
再
建

③

技
術
の
革
新

④

知
識
の
転
用

⑤

思
考
の
転
換

問
五

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

い

が

16

、

ろ

が

17

、

は

が

18

、

に

が

19

、

ほ

が

20

。

い
〔

①

淡
々
と

②

懇
々
と

③

得
々
と

④

和
や
か
に

⑤

活
発
に

〕

お
お
ざ
っ
ぱ

ろ
〔

①

早
急
に

②

愚
直
に

③

大
雑
把
に

④

大
胆
に

⑤

か
た
く
な
に

〕

は
〔

①

相
対

②

合
理

③

卓
越

④

正
当

⑤

形
骸

〕

に
〔

①

揺
り
戻
し

②

骨
抜
き

③

打
ち
消
し

④

詰
め
込
み

⑤

隠
し
立
て

〕

ほ
〔

①

陰
湿

②

無
駄

③

残
酷

④

軽
薄

⑤

単
純

〕

8
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�
�

問
二

線
部
甲
・
乙
の
漢
字
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

6

・

7

。

甲

所
作

6

〔

①

そ
さ

②

つ
く
れ
る

③

と
こ
ろ
さ

④

し
ょ
さ

⑤

し
ょ
さ
く

〕

乙

苦
役

7

〔

①

く
や
く

②

に
が
や
く

③

く
え
き

④

こ
え
き

⑤

く
ろ
う

〕

問
三

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同

じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

ａ

が

8

、

ｂ

が

9

、

ｃ

が

10

、

ｄ

が

11

、

ｅ

が

12

。

①

あ
ま
り
に

②

し
か
し

③

だ
と
す
る
な
ら
ば

④

と
り
わ
け

⑤

そ
れ
ど
こ
ろ
か

⑥

つ
い
に

問
四

線
部
Ⅰ
「
コ
ン
セ
プ
ト
」、
Ⅱ
「
毀
誉
褒
貶
」、
Ⅲ
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜

⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
Ⅰ
が

13

、
Ⅱ
が

14

、
Ⅲ
が

15

。

Ⅰ

13

「
コ
ン
セ
プ
ト
」

�����������

①

作
業
過
程

②

基
本
構
想

③

自
己
決
定

④

抽
象
概
念

⑤

共
通
認
識

8
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�
�

�
�

�
�

Ｃ

3

フ
ダ
ン

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

ダ
ン
カ
イ
を
踏
ん
だ
丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

②

冬
に
合
っ
た
ダ
ン
シ
ョ
ク
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
。

③

国
王
の
下
し
た
エ
イ
ダ
ン
が
多
く
の
人
命
を
救
っ
た
。

④

今
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
不
正
な
ダ
ン
ゴ
ウ
が
発
覚
し
た
。

⑤

想
定
外
の
事
態
に
ダ
ン
ジ
ョ
ウ
で
立
ち
往
生
す
る
。

Ｄ

4

バ
ン
ソ
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

略
奪
の
よ
う
な
バ
ン
コ
ウ
を
認
め
て
は
い
け
な
い
。

②

好
き
な
小
説
の
バ
ン
ガ
イ
編
を
読
み
進
め
る
。

③

要
人
警
護
の
た
め
外
国
ま
で
ズ
イ
ハ
ン
す
る
。

④

バ
ン
シ
ョ
ウ
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

⑤

大
雨
が
原
因
で
起
き
た
悲
惨
な
ラ
ク
バ
ン
事
故
。

Ｅ

5

ネ
ン
ト
ウ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

ひ
と
昔
前
の
ブ
ー
ム
が
サ
イ
ネ
ン
し
て
い
る
。

②

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
足
首
を
ネ
ン
ザ
し
て
し
ま
っ
た
。

③

陶
芸
に
向
い
た
ネ
ン
リ
ョ
ク
の
強
い
土
。

④

ネ
ン
キ
が
入
っ
た
職
人
技
を
見
せ
る
。

⑤

今
度
の
仕
事
が
う
ま
く
い
く
よ
う
キ
ネ
ン
す
る
。

8
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�
��
�
�

�
�

注
1

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
＝
特
定
の
状
況
や
環
境
に
対
す
る
適
性
。

注
2

自
己
運
動
＝
自
身
に
内
在
す
る
動
機
に
基
づ
い
て
の
活
動
。

注
3

ゆ
と
り
教
育
＝
過
度
の
受
験
戦
争
等
へ
の
対
策
と
し
て
、
教
科
内
容
と
授
業
時
間
数
を
削
減
し
て
児
童
・
生
徒
の
負
担
を
軽
減
し
、
余
っ

た
時
間
を
教
科
の
枠
に
縛
ら
れ
な
い
総
合
的
な
学
習
に
当
て
る
取
り
組
み
だ
っ
た
が
、
一
方
で
学
力
低
下
も
問
題
と
な
っ
た
。

注
4

さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
＝
掲
出
の
文
章
の
前
に
、
二
〇
一
七
・
二
〇
一
八
年
度
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
関
す
る
説
明
が
あ
る
。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｅ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

5

。

Ａ

1

ヒ
ョ
ウ
ゴ

�����������

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

①

引
っ
越
し
に
当
た
っ
て
ジ
ュ
ウ
ミ
ン
ヒ
ョ
ウ
を
申
請
す
る
。

②

日
本
で
も
っ
と
も
ヒ
ョ
ウ
コ
ウ
の
高
い
山
は
富
士
山
だ
。

③

作
者
の
感
情
が
ヒ
ョ
ウ
シ
ュ
ツ
さ
れ
た
作
品
だ
。

④

先
週
提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
の
コ
ウ
ヒ
ョ
ウ
を
受
け
る
。

⑤

あ
っ
け
な
い
結
末
に
皆
が
ヒ
ョ
ウ
シ
抜
け
し
た
。

Ｂ

2

ハ
イ
ゲ
キ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

①

あ
の
人
は
何
冊
も
句
集
を
出
し
て
い
る
ハ
イ
ジ
ン
だ
。

②

度
重
な
る
内
乱
に
よ
っ
て
コ
ウ
ハ
イ
し
た
国
土
。

③

今
日
の
将
棋
の
名
人
戦
は
、
挑
戦
者
の
ハ
イ
キ
ョ
ク
が
濃
厚
だ
。

④

度
重
な
る
不
祥
事
が
原
因
で
ハ
イ
セ
キ
運
動
が
起
こ
る
。

⑤

彼
の
行
動
は
ハ
イ
シ
ン
行
為
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

8
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
六

次
の
一
文
が
入
る
最
も
適
当
な
箇
所
を
、
問
題
文
中
（

①

）
〜
（

⑤

）
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

21

。

お

た
だ
し
、
教
育
が
教
育
と
し
て
純
化
・
高
度
化
し
て
い
く
こ
と
と
人
間
の
幸
福
は
別
で
あ
る
、
と
い
う
点
を
措
い
て
な
ら
ば
、
だ
が
。

問
七

線
部
ⅰ
「「
真
の
教
育
」「
純
化
さ
れ
た
教
育
」」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
教
育
が
該
当
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。
最

も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

①
「
個
人
の
人
生
の
成
功
」
と
「
う
ま
く
機
能
す
る
社
会
」
に
必
要
な
正
し
い
人
間
像
や
能
力
観
を
、
あ
ら
か
じ
め
教
師
が
決
定
し
て
お
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
は
っ
き
り
し
た
目
的
意
識
を
持
ち
、
本
来
持
っ
て
い
る
学
ぶ
力
を
十
全
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
教
育
。

②

暗
記
や
単
調
な
技
能
訓
練
と
い
っ
た
、
目
的
意
識
が
な
い
ま
ま
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
無
意
味
と
し
か
感
じ
な
い
学
習
に
つ
い
て
も
、
子

ど
も
た
ち
自
身
が
能
動
的
に
取
り
組
む
よ
う
動
機
付
け
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
積
極
的
な
意
義
を
与
え
て
い
く
よ
う
な
教
育
。

③

教
科
書
な
ど
の
教
材
だ
け
を
学
習
の
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
実
験
な
ど
も
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
の
知
識
に
基
づ
い
て
問
い
を
生
み
出
し
、
そ
の
問
い
に
対
し
て
、
教
師
が
適
切
な
回
答
を
示
し
て
い
く
よ
う
な
教
育
。

④

教
師
か
ら
一
方
的
に
授
業
の
内
容
を
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
、
能
動
的
か
つ
活
動
的
に
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
促
し

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
教
師
や
周
囲
と
距
離
を
置
い
て
、
独
力
で
問
題
解
決
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
教
育
。

⑤

子
ど
も
た
ち
が
受
け
身
で
授
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
書
く
、
話
す
、
発
表
す
る
と
い
っ
た
発
信
の
機
会
を
重
視
し
、
他

者
と
も
協
働
し
て
い
く
な
か
で
、
自
ら
の
力
で
問
題
を
発
見
し
、
そ
の
問
題
の
解
決
が
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
教
育
。
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に
、
鐘
も
打
ち
、
鳥
さ
へ
鳴
き
ぬ
れ
ば
、
こ
の
女
、
何
と
な
く
すｄ
べ
き
こ
と
有
り
顔
に
も
て
な
し
て
、
身
親
し
き
女
房
一
人
二
人
を
具
し
て
、
端
の

妻
戸
の
う
ち
に
入
り
ぬ
。

ま

か
く
て
の
ち
、
い
た
く
う
ち
泣
き
て
、
女
房
に
語
り
て
言
は
く
、「
我
、
昔
の
契
り
を
思
ふ
に
、
時
の
間
も
耐
へ
忍
ぶｅ
べ
き
心
地
せ
ず
。
さ
り
な

が
ら
、
父
に
背
け
る
罪
を
恐
り
て
、
な
ま
じ
ひ
に
こ
こ
ま
で
は
来
た
れ
ど
、
生
き
な
が
ら
二
人
の
人
に
契
り
を
結
ぶ
べ
き
こ
と
わ
り
無
け
れ
ば
、
今

は
限
り
の
我
が
身
と
は
知
ら
ず
や
」
と
て
、

親
に
こ
そ
背
か
ぬ
道
に
入
り
ぬ

ハ

古
き
契
り
を
い
か
で
忘
れ
ん

ち
り

ち
ゆ
う
う

「
生
き
て
は
一
つ
床
の
交
は
り
に
絶
ゆ
る
こ
と
無
く
、2
死
な
ば
ま
た
同
じ
塚
の
塵
に
も
な
り
な
ん
と
誓
ひ
し
こ
と
は
、
注
2

中
有
の
旅
の
空
ま
で
もＤ
覚

え
ん
。
我
も
ま
た
忘
れ
め
や
」
と
言
ひ
果
つ
れ
ば
、
ら
う
た
き
ま
な
じ
り
よ
り
、
紅
の
涙
流
れ
出
づ
る
気
色
、
ま
こ
と
にオ
匂
ひ
こ
と
な
る
八
重
紅
梅

あ
し
た

し
を

い
だ

の
春
の
朝
の
雨
に
萎
れ
て
、
装
ひ
寂
し
き
に
通
ひ
た
り
。
か
く
て
し
ば
し
ば
か
り
あ
る
に
、
身
の
有
様
を
や
思
ひ
定
め
け
ん
、
指
よ
り
血
を
出
し
て
、

か
ば
ね

妻
戸
の
上
に
書
き
て
言
は
く
、「
我
が
屍
を
ば
、
隠
瑜
が
墓
の
傍
ら
に
置
け
」
と
書
き
付
く
る
に
、
人
の
気
色
の
し
け
れ
ば
、
騒
ぎ
て
、
果
て
の
文

字
二
、
三
を
ば
書
き
さ
し
つ
。
み
づ
か
ら
の
帯
を
解
き
て
、
首
を
引
き
ま
と
ひ
て
、
み
づ
か
ら
は
か
な
く
な
り
ぬ
。

3
紅
の
涙
に
ま
が
ふ
水
茎
の

末
を
だ
に
こ
そ
書
き
も
流
さ
ね

し
ば
し
あ
れ
ば
、
絶
え
入
り
ぬ
。
女
房
、
抱
へ
て
泣
き
を
れ

ニ

、
言
ふ
か
ひ
な
く
て
、
明
け
ぬ
れ
ば
、
男
、
入
り
来
て
見
る
に
、
い
か

が
覚
え
け
ん
、
し
ば
し
ば
か
り
、Ｅ
死
に
入
り
て
、
起
き
も
上
が
ら
ず
。

我
さ
へ
や
慕
ひ
や
死
な
ん

契
りｆ
け
ん
人
ゆ
ゑ
人
の
絶
ゆ
る
命
に

え
い
せ
ん

時
の
人
、
泣
き
悲
し
み
け
り
。
こ
の
女
は
、
潁
川
の
荀
爽
が
娘
、
南
陽
の
隠
瑜
が
妻
な
り
。
今
の
夫
は
、
注
3太子

師
郭
奕
と
言
ふ
人
な
り
。

（『
唐
物
語
』
に
よ
る
）

注
1

お
ろ
か
に
＝
「
言
ふ
も
お
ろ
か
に
」「
言
へ
ば
お
ろ
か
に
」
の
略
で
、
言
う
ま
で
も
な
く
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
と
い
う
意
味
。

注
2

中
有
＝
死
ん
で
か
ら
次
の
生
を
受
け
る
ま
で
の
四
十
九
日
間
。
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二
次
の
文
章
は
、
中
国
の
逸
話
を
仮
名
文
で
記
し
た
『
唐
物
語
』
中
の
一
話
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

24

〜

45

。

じ
ゆ
ん

昔
、
後
漢
の
世
に
、
荀
爽
と
言
ふ
人
あ
り
け
り
。
心
賢
く
、
顔
美
し
き
娘
を
ぞ
持
ち
た
り
け
る
。
見
目
・
心
の
た
ぐ
ひ
な
き

イ

に
あ
ら

ち
ち
は
は

ず
、
ざ
え
・
才
学
並
び
な
く
て
、
せ
ぬ
様
々
無
か
り
け
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
父
母
も
、
い
つ
き
、
か
し
づ
く
こ
と
、
限
り
無
し
。
か
か
り
け
れ
ば
、

ゆ

高
き
卑
し
き
、
さ
な
が
ら
心
を
懸
け
て
、
懇
ろ
に
挑
み
言
は
せ
け
る
中
に
、
隠
瑜
と
き
こ
ゆ
る
人
、
心
に
足
れ
る
こ
と
や
あ
りａ
け
ん
、
こ
の
娘
にＡ
あ

み
と
せ

は
せ
て
け
り
。
夫
、
こ
こ
ろ
ざ
し
深
く
て
、ア
ま
た
な
き
も
の
に
思
ひ
け
る
も
、
ま
こ
と
に
こ
と
わ
り
深
く
見
え
け
り
。
三
年
ば
か
り
に
な
り
ぬ
れ
ば
、

月
日
の
過
ぐ
る
ま
ま
に
は
、
い
と
ど
た
ぐ
ひ
な
く
の
み
覚
え
て
、
様
々
に
浅
か
ら
ず
契
り
お
き
け
る
こ
と
ど
も
、
あ
ま
た
た
び
に
な
り
ぬ
。

つ
ひ

か
か
る
ほ
ど
に
、
こ
の
男
、
病
に
患
ひ
て
の
ち
、
い
く
ほ
ど
な
く
て
、
遂
に
は
か
な
く
な
り
ぬ
。
女
の
気
色
、イ
あ
る
に
も
あ
ら
ぬ
心
地
し
て
、
悲

し
さ
の
あ
ま
り
に
や
、
命
も
絶
え
ぬ
と
ぞ
見
え
け
る
。
よ
そ
に
見
る
人

ロ

、
い
とウ
は
し
た
な
き
ほ
ど
に
覚
え
け
り
。
月
日
は
改
ま
れ
ど
も
、

か
な

別
れ
の
涙
は
乾
く
時
無
か
り
け
り
。
父
母
、「
い
か
に
し
て
、1
忘
る
る
草
の
種
を
と
り
て
し
が
な
」
と
思
へ
ど
、

甲

叶
ふ
べ
く
も
見
え
ず
。

え
き

こ
の
時
に
、
同
じ
里
に
住
み
け
る
郭
奕
と
言
ふ
人
、
世
に
と
り
て
卑
し
か
ら
ず
、
時
に
用
ゐｂ
ら
れ
た
り
。
こ
の
男
、
思
ひ
の
ほ
か
に
、
年
ご
ろ
住

め

み
わ
た
り
け
る
妻
、
は
か
な
く
な
り
て
、
嘆
き
、
や
う
や
う
お
こ
た
る
ほ
ど
に
、
こ
の
女
を
「
あ
は
れ
い
か
で
か
」
と
思
ふ
に
耐
へ
ぬ
気
色
、
色
に

い出
で
ぬ
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
父
母
、
煩
ひ
な
く
許
し
て
け
り
。
こ
の
女
、
悲
し
と
思
ひ
て
、
様
々
にエ
あ
る
ま
じ
き
よ
し
を
懇
ろ
に
言
ひ
け
れ
ど
、

「
親
の
心
に
従
は
ぬ
は
、
限
り
無
き
罪
と
は
知
ら
ず
や
。
み
づ
か
ら
の
心
に
こ
そ
、
ふ
さ
は
し
か
ら
ず
は
思
ふ
と
も
、

乙

か
親
の
本
意
を

ば
た
が
ふ
べ
き
」
な
ど
、Ｂ
な
ほ
言
ひ
け
る
に
、
昔
の
男
よ
り
も
、
生
ま
れ
け
る
父
の
言
葉
、
注
1おろ

か
に
覚
ゆ
る
こ
と
わ
り
に
、

丙

な
ま
じ

そ
で

ひ
に
出
で
立
ち
つ
つ
、
今
の
男
の
も
と
へ
ゆ
く
ゆ
く
も
、
袖
の
し
づ
く
、
乾
く
間
も
無
か
り
け
り
。

か
か
り
け
れ
ど
、
男
の
家
近
く
な
り
け
れ
ば
、
色
・
か
た
ち
を
改
め
て
、
喜
び
た
る
気
色
に
な
り
ぬ
。
車
よ
り
降
り
つ
つ
、
滑
ら
か
に
歩
み
入
り

と
ば
り

し
ろ

ゐ

ぬ
。
帳
の
前
に
、
灯
著
く
か
き
た
て
て
、
う
ち
居
た
る
事
柄
・
気
色
を
見
る
に
、
う
れ
し
く
覚
ゆ
る
こ
と
、
限
り
無
し
。
ま
た
、
物
な
ど
見
た
る
言

つ
つ

お
く

葉
に
つ
け
て
も
、
恥
づ
か
し
く
、Ｃ
慎
ま
し
く
の
み
覚
え
て
、
た
ち
ま
ち
に
間
近
く
寄
る
べ
き
心
地
も
せ
ず
。
臆
せｃ
ら
れ
て
、
や
や
久
し
く
な
る
ほ
ど

8

四
校
紙―24―

11

Ｄ

２２２２０８Ｊ Page 11 2021.11.26 18.29.45

２２２２０８Ｊ_11

国語〔後期 3 / 8 〕

問
八

線
部
ⅱ
「
純
化
し
た
理
想
の
教
育
の
中
心
と
し
て
の
資
質
・
能
力
、
そ
れ
は
、
子
ど
も
の
顔
を
し
て
い
な
い
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と

で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

23

。

①

新
し
い
学
習
指
導
要
領
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
さ
れ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
据
え
た
授
業
を
推
進

す
る
な
ど
、
一
見
す
る
と
子
ど
も
の
主
体
性
や
協
調
性
を
尊
重
し
た
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
本
当
に
子
ど
も
に

と
っ
て
必
要
な
内
容
の
教
育
を
提
供
し
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。

②

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
新
規
に
実
施
さ
れ
た
「
特
別
の
教
科

道
徳
」
や
、
今
後
、
教
科
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
小
学
校
で

の
英
語
教
育
、
理
数
教
育
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
い
っ
た
学
習
内
容
は
、「
う
ま
く
機
能
す
る
社
会
」
の
形
成
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
が
、
子
ど
も
の
「
個
人
の
人
生
の
成
功
」
と
は
無
縁
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

③

子
ど
も
の
現
実
の
生
活
は
、
つ
ね
に
揺
れ
動
き
、
揺
蕩
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
い
つ
で
も
「
理
論
値
」
通
り
の
能
力
を
発
揮
し
続

け
る
こ
と
が
出
来
る
と
は
限
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
の
新
た
な
教
育
を
推
進
す
る
の
は
子
ど
も
の
現
実
に
即
し

て
お
ら
ず
、
従
来
の
受
動
的
な
授
業
の
継
続
が
望
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
。

④

学
習
者
で
あ
る
子
ど
も
自
身
が
、
モ
ノ
や
他
者
と
関
わ
る
こ
と
で
主
体
的
に
知
識
や
そ
の
意
味
を
生
み
出
し
、
自
身
を
成
長
さ
せ
、
ま
た

社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
理
想
的
な
教
育
の
姿
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
想
に
基
づ
く
新
た
な
教
育
課
程
は

子
ど
も
の
負
担
を
度
外
視
し
て
い
る
点
で
、
現
実
に
整
合
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。

⑤

資
質
・
能
力
と
し
て
の
子
ど
も
は
、
つ
ね
に
学
習
目
標
に
向
か
っ
て
前
進
し
続
け
、
優
れ
た
問
題
発
見
能
力
や
高
度
な
情
報
処
理
能
力
を

発
揮
し
、
確
実
に
成
果
を
打
ち
立
て
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
能
力
は
誰
し
も
が
持
ち
得
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
現
実
的
で
な
い
、
益
の
な
い
教
育
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

か
ん
ぞ
う

問
六

線
部
1
「
忘
る
る
草
の
種
を
と
り
て
し
が
な
」
の
「
忘
る
る
草
」
は
、「
忘
れ
草
」（
萱
草
）
の
こ
と
で
す
。
何
か
を
忘
れ
さ
せ
る
草
と

し
て
、
詩
歌
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
場
面
で
の
「
忘
る
る
草
」
の
役
割
に
最
も
近
い
も
の
を
詠
ん
だ
和
歌
を
、
次
の
①
〜
⑤
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

42

。

①

住
吉
と
海
人
は
言
ふ
と
も
長
居
す
な
人
忘
れ
草
生
ふ
と
い
ふ
な
り

②

忘
れ
草
我
が
身
に
摘
ま
ん
と
思
ひ
し
は
人
の
心
に
生
ふ
る
な
り
け
り

③

忘
れ
草
何
を
か
種
と
思
ひ
し
は
つ
れ
な
き
人
の
心
な
り
け
り

④

忘
れ
草
種
と
ら
ま
し
を
あ
ふ
こ
と
の
い
と
か
く
難
き
も
の
と
知
り
せ
ば

⑤

な
き
人
を
忘
れ
わ
び
な
ば
忘
れ
草
多
か
る
宿
に
や
ど
り
を
ぞ
す
る

問
七

線
部
2
「
死
な
ば
ま
た
同
じ
塚
の
塵
に
も
な
り
な
ん
」
は
、
こ
の
話
の
出
典
の
『
後
漢
書
』
で
は
、
二
字
熟
語
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

43

。ゑ
ん
あ
う

①

比
翼

②

連
理

③

同
穴

④

同
塵

⑤

鴛
鴦

問
八

線
部
3
「
紅
の
涙
に
ま
が
ふ
水
茎
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

44

。

①

美
し
い
女
性
が
流
す
涙
で
目
が
か
す
ん
で
文
字
が
よ
く
み
え
な
い
こ
と
。

②

美
し
い
女
性
が
流
す
涙
で
文
字
が
に
じ
ん
で
し
ま
い
よ
く
み
え
な
い
こ
と
。

③

悲
し
み
の
た
め
に
流
し
た
涙
の
跡
と
文
字
と
が
区
別
で
き
な
い
こ
と
。

④

悲
し
み
の
た
め
に
流
し
た
涙
の
色
と
文
字
の
色
が
ち
が
っ
て
い
る
こ
と
。

⑤

悲
し
み
の
た
め
に
流
し
た
涙
と
女
性
の
筆
跡
が
ど
ち
ら
も
美
し
い
こ
と
。

8
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ウ

39

「
は
し
た
な
き
ほ
ど
」

���������

①

み
っ
と
も
な
い
と
非
難
し
た
く
な
る
様
子

②

中
途
半
端
な
様
子

③

見
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
甚
だ
し
い
様
子

④

下
品
な
ほ
ど
の
様
子

エ

40

「
あ
る
ま
じ
き
よ
し
」

���������

①

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

②

生
き
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

③

あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

④

生
き
て
い
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
こ
と

オ

41

「
匂
ひ
こ
と
な
る
」

���������

①

あ
で
や
か
さ
が
他
と
異
な
っ
て
い
る

②

あ
で
や
か
さ
が
特
別
で
あ
る

③

香
り
が
他
と
異
な
っ
て
い
る

④

香
り
が
特
別
で
あ
る

8
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�
�

�
�

問
四

線
部
Ａ
「
あ
は
せ
て
け
り
」、
Ｂ
「
な
ほ
言
ひ
け
る
」、
Ｃ
「
慎
ま
し
く
の
み
覚
え
」、
Ｄ
「
覚
え
ん
」、
Ｅ
「
死
に
入
り
」
の
主
語
は
誰

で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は
Ａ
が

32

、
Ｂ
が

33

、
Ｃ
が

34

、
Ｄ
が

35

、
Ｅ
が

36

。

①

荀
爽

②

荀
爽
が
娘

③

隠
瑜

④

郭
奕

⑤

女
房

問
五

線
部
ア
〜
オ
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
④
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
ア
が

37

、
イ
が

38

、
ウ
が

39

、
エ
が

40

、
オ
が

41

。

ア

37

「
ま
た
な
き
も
の
」

���������

①

再
び
死
に
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
人

②

こ
の
上
も
な
く
大
事
な
人

③

他
に
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
人

④

ま
た
と
な
い
誠
実
な
人

イ

38

「
あ
る
に
も
あ
ら
ぬ
心
地
」

���������

①

あ
っ
た
の
に
無
か
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
思
う
気
持
ち

②

あ
っ
た
の
か
無
か
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
気
持
ち

③

生
き
て
い
る
の
が
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち

④

生
き
て
い
る
の
か
死
ん
で
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
気
持
ち

8
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�
�

注
3

太
子
師
＝
皇
太
子
の
師
匠
。

問
一

イ

〜

ニ

に
入
る
助
詞
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑥
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

イ

が

24

、

ロ

が

25

、

ハ

が

26

、

ニ

が

27

。

①

こ
そ

②

さ
へ

③

な
ん

④

と
も

⑤

の
み

⑥

ど
も

問
二

甲

〜

丙

に
入
る
副
詞
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

甲

が

28

、

乙

が

29

、

丙

が

30

。

①

ま
げ
て

②

さ
ら
に

③

い
か
で

④

も
し
や

⑤

い
づ
れ

問
三

線
部
の
助
動
詞
ａ
「
け
ん
」、
ｂ
「
ら
れ
」、
ｃ
「
ら
れ
」、
ｄ
「
べ
き
」、
ｅ
「
べ
き
」、
ｆ
「
け
ん
」
に
つ
い
て
述
べ
た
文
と
し
て
、

ま
ち
が
っ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

31

。

①

ａ
か
ら
ｆ
の
中
に
は
連
用
形
が
二
つ
あ
る
。

②

ａ
か
ら
ｆ
の
中
に
は
連
体
形
が
四
つ
あ
る
。

③

ａ
か
ら
ｆ
の
中
に
は
可
能
が
二
つ
、
受
身
が
一
つ
あ
る
。

④

ａ
か
ら
ｆ
の
中
に
は
過
去
推
量
が
一
つ
、
受
身
が
一
つ
あ
る
。

⑤

ａ
か
ら
ｆ
の
中
に
は
過
去
の
伝
聞
・
婉
曲
が
一
つ
、
当
然
が
一
つ
あ
る
。
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
九

問
題
文
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

45

。

①

親
が
娘
を
再
婚
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
は
、
夫
と
死
別
し
た
悲
し
み
か
ら
救
い
出
す
た
め
だ
っ
た
。

②

新
し
い
夫
は
、
再
婚
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
前
は
、
妻
が
死
ん
だ
こ
と
を
嘆
き
悲
し
ん
で
い
た
。

③

前
の
夫
は
、
約
三
年
の
夫
婦
生
活
の
の
ち
に
、
あ
っ
け
な
く
病
死
し
て
し
ま
っ
た
。

う

④

新
し
い
夫
は
、
妻
が
前
の
夫
を
忘
れ
ら
れ
ず
に
自
死
し
た
の
で
、
愛
す
る
気
持
ち
が
失
せ
て
し
ま
っ
た
。

⑤

娘
は
、
前
の
夫
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
親
の
言
葉
に
従
っ
て
再
婚
し
た
。

（
国
語
問
題

お
わ
り
）
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